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　男が身を投げた海の青が、闇やみに慣なれた目にやけに眩まぶしかったのを、少年は覚えている。

　窓まどから見える水平線は、男の命を吞のみ込こんだ事など意にも介かいさず静かに凪ないだまま。

　ここは海に臨のぞむ高い崖がけの上にある小さなレストラン。

　店内には四つの人ひと影かげ。

　一つは四〇代の中年。苦しそうに眉み間けんにしわを寄よせて床ゆかに寝ね転ころび、荒あらい息をついている。

　一つは一〇代前半の少女。抱かかえた膝ひざに顔をうずめ、もうずっと一言も言葉を発していない。

　一つは、同じく一〇代前半の少年。憔しよう悴すいしきった顔で床に座すわり込み、それでも意い識しきを手放さずに何事かを考えている。

　自分達がこの状じよう況きように放り込まれて何時間が経けい過かしたのか、自分達はどうすればいいのか、そもそもこの状況は何なのか。少年は何も把は握あくできていない。

　例えば、男を助けに海に飛び込むか？　例えば、救急や警けい察さつに電話するか？　例えば、何も見なかった事にしてこのレストランから逃にげ出すか？

　無む駄だだ。

　慌あわてる事も、怒ど鳴なる事も、逃げる事も、助けを呼よぶ事も──

　全て無意味だ。明らかなのは、それだけである。

　彼らに許ゆるされているのは、ただ一つ。

　考える事。それだけ。

　男はなぜ自殺したのか。それを考える事だけが、少年達に許された唯ゆい一いつの事だった。

　だが、少女と中年はすでに思考を放棄し、その意識すらも、とうに手放している。

　唯一意識を保たもったままの少年は、男が海に身を投げるまでの経けい緯いを思い返す。

　レストランの客であった男は、メニューの中から『ウミガメのスープ』を注文した。

　そして出されたスープを一口飲み、シェフを呼び、こう聞いた。

「すみません、これは本当にウミガメのスープですか？」

　シェフは答えた。

「はい……間ま違ちがいなく、ウミガメのスープでございます」

　男はそれ以上スープを飲まず、勘かん定じようを済すませ、レストランを出ていく。

　そして少年達が止める間もなく、窓の外に見えている崖から、その向こうに広がる海へと身を躍おどらせた。

　なぜか。

　男が自殺した理由。この状況の背景を、少年は考えている。

　その理由が分かればここから出られる。そうすればきっと、あの子を助ける方法を考える事だってできる。そう信じて。

　なぜ男は、ウミガメのスープを飲んで自殺したのか？

　いくら考えても、少年にはその理由が分からない。

　ずっと飲まず食わずで考え続けている少年の頭はもう朦もう朧ろうとしていて、隣となりの少女や中年のようにいつ気を失ってもおかしくない。

　それでも少年は、考えた末に一つの仮か説せつをひねり出した。根こん拠きよも確かく信しんもない、スープと自殺をなんとか結びつけるための強引な仮説を。

　かすれた声を絞しぼり出し、少年は店内にあるもう一つの人ひと影かげに問いを投げかける。

「……スープには……毒どくが、入ってた？」

　男が飲んだスープには毒が入っていたのではないか。このままでは苦しんで死ぬ事になると悟さとった男は、一ひと息いきに楽になるために崖がけから跳とんだのではないか。

　それが、少年が思いついた答えだった。

　少年の問いに答えるのは、レストランの中にいる四人目の人間。

　否いな──人間と呼よぶには、いささか無理があるかもしれない。

〈ＮＯ。その質しつ問もんは二回目ですよ〉

　顔につけた仮か面めんを手で押おさえながら、問いに答えるその背せ中なかで、一いつ対ついの翼つばさがばさりと揺ゆれる。

　右手には子供のおもちゃのような魔ま法ほうの杖つえ。頭の上には光の輪。

　白いワンピースを着て、顔の上半分を覆おおう仮面をつけた──

　それは、天使だった。

　スープには毒が入っていたか？　その仮説は少年がすでに一度考え出して天使に否ひ定ていされていた。それを思い出せないほど、少年の思考力は低下していた。

　考えに考えてやっと出てきた仮説がすでに否定されていた物だったという事実が、少年の心と体を支ささえていた最後の気力を一気に奪うばい去る。

　うな垂だれて沈ちん黙もくする少年。天使もまた、弱々しい声でか細く呟つぶやく。

〈……あー……これは、やばいかな……？　もう、時間切れ、かも……〉

　今にも消え入りそうな天使の声を聞きながら、少年のまぶたが力なく落ちる。

　そして少年は、気を失った。
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　　　　　一




　関西のおばちゃんというのは、朝っぱらから会話をするには少々しんどい相手である。

「おはようございます」

「あぁ～ら論ろんくん、おはようさん！　今け朝さも相変わらずイ・ケ・メ・ンやねぇ。今度おばちゃんとでえとせぇへん？」

　おばちゃんの色目使いは朝からじっくり見たいものではない。自分の視し力りよくを矯きよう正せいしてくれている頼たよれる眼鏡めがねを今ばかりは外したくなりながら、それでも彼──鳩はとノの巣す論は、おばちゃんとの対話を続けた。これも彼の日課のようなものだ。

「謹つつしんでお断ことわり申し上げます」

「なんでやの、おばちゃんがあと一〇年若わかかったらええんか？」

「あと三〇年若ければあるいは」

「三〇年若かったらおばちゃん中学生や！　あんたアレか？　ろりこぉんいうヤツか？　あかんでぇ！　ろりこんはあかん！　じぽ法で捕つかまってまうんやでぇ！」

　もちろんおばちゃんは児ポ法をよく理り解かいしていない。なぜ朝からこれほどまでにお元気であらせられるのか、などと思いつつ、調子に乗って相手をしてしまう論も論である。

　靴くつを脱ぬいで玄げん関かんから上がりながら、二階への階かい段だんを指差す論。朝食の準じゆん備びをしながらのおばちゃんが、つられてそちらへ顔を向ける。

「起きてます？」

「結ゆえ瑠る！　論くん来てくれたでぇ！　いつまで寝ねてんのあんたは！　ほんまにもうあの子だけは……ごめんなぁ論くん、起こしてきてくれるか？」

「了りよう解かい」

　これもいつもの事。勝手知ったるなんとやら、階段を上って結瑠の部屋へ向かう論。

「結瑠、入るぞ」

　申し訳わけ程てい度どのノックをし、返事も待たずに扉とびらを開ける。足を踏ふみ入れると、かすかに甘あまい香かおりが論の鼻び腔こうをくすぐった。結瑠の部屋はいつでもこの香りがする。

　こんもりとふくらんだベッドに近づき、掛かけ布ぶ団とんを少しめくる。そこには案の定、未いまだ気持ち良さそうに眠ねむる論の幼おさな馴な染じみ──出で嶋しま結瑠の顔。

「おい結瑠、起きろ。朝だ。疑うたがいようもなく朝だぞ」

　言いながら、部屋のカーテンを全開にする。暦こよみは四月、春の柔やわらかい日差しが部屋へと差し込こみ、ゆるりとした暖あたたかさをもたらす。

「春休みは終わりだ。始業式に遅ち刻こくしては赤あか恥はじもいいとこだぞ。なぜそのように惰だ眠みんを貪むさぼるのか。春しゆん眠みんか？　暁あかつきを覚えないつもりか？」

「ん～……」

　小さく呻うめき、寝ね返がえりを打って反対側を向く結ゆえ瑠る。だがその程てい度どで論ろんの執しつ拗ようなモーニングコールからは逃のがれられない。論はベッドに腰こしかけ、結瑠の体に覆おおい被かぶさるようにして反対側に肘ひじをつき、その頰ほおを両手でむにむにと弄もてあそび始めた。たてたてよこよこ。

「ほら起きろ。起きなければ蹂じゆう躙りんの手は止まらんぞ。それま～る描かいて」

「ふっ！」

「おうっ！」

　論の無む防ぼう備びな肝臓レバーへ、結瑠の拳こぶしが容よう赦しやなく突つき刺ささった。起き抜ぬけに鋭するどすぎるその一いち撃げきは、まさにあの母にしてこの娘むすめあり。

　脇わき腹ばらをさすりながら身を避よける論。上半身を起こした結瑠は、抱だき枕まくら代わりの大きなアヒルのぬいぐるみを抱きしめたまましばしまどろみ、やがて論に顔を向ける。

「めがね……」

　論はベッドサイドに置いてあった眼鏡めがねを手に取り、結瑠の顔にかけてやる。レンズの向こうでぱしぱしとまたたくまぶた。つり目がちな瞳ひとみもこの時は険けんをなくしている。

　普ふ段だんからルーズな感じに整えられているセミロングの髪かみは、寝起きだとより一いつ層そう乱らん雑ざつな印象だ。あっちこっちで飛び跳はねている寝ね癖ぐせに手ぐしを入れながら、結瑠は指先だけで論を呼よぶ。

　論は自分の眼鏡を親指と中指で持ち上げてかけ直し、ベッドに手をついて顔を寄よせる。

　結瑠はその首に両手を回し、軽く触ふれるように、論の頰ほおへと口づけた。

　かち、と二つの眼鏡がぶつかる小さな音。

「おはよう、論。愛してる」

　無む邪じや気きな笑顔。論がその額ひたいへ口づけを返すと、嬉うれしそうに目を細める。

　俺も愛してるよ、結瑠。

　そう答えられない事が、論はもどかしい。




　　　　　二




　四月。今日は論と結瑠にとって高校二年生一学期の初日である。

　電車で二駅向こうの豊とよ野の重え町に、二人が通う県立豊野重総合高校はある。

　その昇しよう降こう口ぐち前に群むらがる生徒達を見つけ、結瑠が論の制せい服ふくの袖そでを引っ張ぱりながら近づいた。

「論、クラス分け出てるわよ」

「だな」

「えーっと……はあ？　また論と違ちがうクラスなの？」

　一転、口を尖とがらせてふくれる結瑠。無理もない。論と結瑠は一年の時も別のクラスで、今度こそは同じクラスになれるようにと選せん択たく科か目もくまで合わせたのだ。なのに運が悪い。

「これは残念」

「私と論ろんを引き裂さこうとする陰いん謀ぼうね」

「まぁそう言うな。会えない時間が愛を育てるって、おばちゃんが言ってたぞ」

「おかんの言う事なんて、どうせなんかの受け売りよ……」

　そんな具合で不満たらたらな結ゆえ瑠ると体育館へ向かい、始業式に参加する。

　特筆すべき事など何もない、平へい穏おんな始業式。

　無む駄だに長い校長の話を聞き流しながら、論は右手に持った小さな紙し片へんに目を落としている。

　それは、今け朝さの新聞から切り抜ぬいてきたクロスワードパズルだ。

　論は紙片に言葉を書き込む事なく、頭の中だけでそのパズルを解といてゆく。

　暇ひまさえあればこうして何らかの問題やパズルを解いている、それが論の特とく徴ちようだ。新聞や雑ざつ誌しのちょっとしたものも解き尽つくさなければ気が済すまず、授じゆ業ぎように使う問題集も授業より先に終わっているし、携けい帯たいのアプリはパズルゲームばかり。

　論がかなりのパズル好きである事は、生徒や教きよう師し達も皆みな知っている。

　だが、それが単なる趣しゆ味みや特とく技ぎでない事を知る者は、極めて少なかった。

　数分後、論が脳のう内ないで全てのマス目を埋め終わる頃ころには校長の話も終わりを迎むかえ、小一時間ほどで始業式は終しゆう了りようした。

　体育館を出て、新しい教室へと移い動どうする生徒達。各教室では、教師の短い話の後でこれから一年間同じクラスで過すごす事になるクラスメイト達の自じ己こ紹しよう介かいが始まった。

　教きよう壇だんに立って自己紹介をするクラスメイトを、論は頰ほお杖づえをついてぼんやりと眺ながめている。

「出席番号三番、江え野の沢ざわ直なお人と！　Ｙ中学出身です！　趣味は散歩と写しや真しん撮さつ影えい、そんなわけでさっそく新しい仲間達を一枚まいシューティング！」

　やたらと陽気な声と共に、ぱしゃりと光るフラッシュ。勝手に写真を撮とるのはマナー違い反はんのはずだが、生徒達は特に気にする風でもなく楽しそうに笑っている。

「いいねぇ～いいよ～その調子で一枚脱ぬいでみようか～」

　カメラを構えたままでおどけるその生徒を見ながら、そう言えば一年の頃にいつでもどこでも写真を撮っている奴やつがいると聞いた事があったな、と思い出す論。おそらくこいつの事だったのだろう。どこのクラスにでも一人はいる感じのお調子者だ。

　県立豊野重総合高校は一学年が四クラス、三学年合わせて一二クラス。新しいクラスの顔ぶれは約四分の三が初めて同じクラスになる生徒達で、確かく率りつから言えばぴったりだ。

　一年生の頃は部活にも委員会にも入らず、よそのクラスの生徒達との交流がほとんどなかった論にとって、その四分の三の生徒達はほぼ初対面も同然だった。なので一いち応おう全員の自己紹介をちゃんと聞いて、それぞれの顔と名前を覚えていく。幸い記き憶おく力りよくには自信があった。

　自己紹介は進み、やがて論の番が来る。教壇に立ち、脳内の原げん稿こう用よう紙しに予あらかじめ書き込こんであった文章を淡たん々たんと読み上げる。どこにでもいる、普ふ通つうの生徒のように。

「出席番号二三番、鳩はとノの巣す論ろんです。Ｎ中学出身です。趣しゆ味みは読書と運動、特とく技ぎはパズルです」

　可もなく不可もなく、無ぶ難なんな自じ己こ紹しよう介かい。本当の趣味と特技は違ちがうのだが、これも決して噓うそをついているわけではない。小学生から今までの学生生活で、この辺りがベターな自己紹介であると分かっていた。本当の事を言っても、いい事などあまりない。

　ぱらぱらと義ぎ務む的てきな拍はく手しゆを聞きながら、教きよう壇だんから自分の席へ戻もどる。入れ替かわりに、論の後ろの席に座っていた女子生徒が席を立って教壇へ。

　その時初めて、論はその女子生徒の姿すがたをまともに見た。

　──はて、と首を傾かしげる。

　うちの学校の女子制せい服ふくには、フードなどついていただろうか？

　否いな。結ゆえ瑠るの制服を何度も間近で見ているから分かる。そんなものはなかったはずだ。

　だが、論の横を通って教壇へと歩いていくその女子生徒の頭は、真っ白なフードですっぽりと覆おおわれている。してみると彼女は、制服の下にフードつきの衣服を着て、襟えりからフードを出して被かぶっているという事か？

　よく見てみるとおかしいのはそれだけではない。この女子生徒、両手に電車の車しや掌しようがしているような白い手て袋ぶくろをはめている。加えて足には白いタイツだ。

　担たん任にん教きよう師しに目を向けると、その装よそおいを別べつ段だん注意するわけでもなく、ただ少し心配しているような表情で彼女を見守っている。

　周囲の生徒達が小さく囁ささやき合う声が聞こえてくる。どう聞いても心地ここちよくは聞こえないその音の波なみの中、白い制服に白いオプションで白ずくめな彼女は静かに教壇へ。

　こちらを向くと、首の両側から胸むねの前にたらされた二つのおさげ髪がみが小さく揺ゆれた。

　生徒達の好こう奇きの視し線せんに晒さらされたその顔は、下半分が大きな白いマスクで隠かくされ、上半分は長い前髪に隠され──白ずくめの中に、長い黒髪が際きわ立だって美しい事しか分からない。
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　顔さえ含ふくめた全身を白に包み隠した彼女は、白い手袋をはめたままで何やらスマートフォンのような小さな端たん末まつを取り出して操そう作さする。

　自己紹介もせずにいったい何を？　と興きよう味み深ぶかく見つめる生徒達。

　すると、白ずくめの彼女に代わって、その手の中の小さな端末が自己紹介を始めた。

〈出席番号二四番、瑞みず平ひらすすめです〉

　それは、しっとりとした色気と機械的な無む機き質しつさを同時に感じさせる、合成音声。

〈言葉が話せません〉

　周囲のざわめきは今はもう完全に静まり、誰だれもが黙だまってその合成音声に耳を傾かたむけている。

〈耳は聞こえていますので、用事がある場合は普ふ通つうに話しかけてください。この機械でお返事します。登録していないお返事はその場で入力しますので、少し時間がかかります〉

　予あらかじめ登録されていた、淡たん々たんと紡つむがれる合成音声に似につかわしく、彼女は。

〈基き本ほん的てきには、話しかけないでください〉

　そう言って（再さい生せいして？）、自じ己こ紹しよう介かいを終えた。

　啞あ然ぜんとするクラスメイト達の視し線せんを跳はね除のけながら、静まり返って拍はく手しゆも起こらない教室を歩き、論ろんの後ろの席へと戻もどる白い彼女。

　それが、鳩はとノの巣す論と瑞みず平ひらすすめの出会いだった。




　　　　　三




　瑞平すすめとの印象深い出会いから、しかし特に何事もなく二週間が過すぎたある日の事。

「論、お前バスケ部入れよ！」

　帰りのホームルームが終わり担たん任にんが教室を出ていくと、前の席の男子生徒が振ふり返って論に話しかけてきた。論はすでに数人の男子生徒と仲良くなっており、親しん睦ぼくを深めるためのカラオケにも行っている。円えん滑かつな人間関係を築きずくのは論にとって大切な事だ。

「バスケ部？」

「お前、何も部活入ってないんだろ？　もったいねぇってあんだけ運うん動どう神しん経けいいいのに！」

　趣しゆ味みを運動と言っているだけあって、論の運動神経は学年でもトップクラスのものである。それは日々のたゆまぬ努力によるのだが、その運動神経は今のところ体育の授じゆ業ぎようや行事でしか発はつ揮きされていない。

　論ろんが体を鍛きたえる理由は、部活で活かつ躍やくするためなどではない。だから一年の時も部活には入っていなかった。しかし授じゆ業ぎようで論の運うん動どう神しん経けいを知ったクラスメイトから部活に誘さそわれる事は一度や二度ではなく、真しん剣けんに考えてみた事もある。

「部活か……考えてないわけじゃないんだけどな」

　しかし論は、どうにも部活動に参加するという選せん択たく肢しを選べないでいた。

　自分には、皆みなで一いつ緒しよに頑がん張ばったり楽しんだりするために必要なものが、欠けている。

　その事を思うと、なかなかその情じよう熱ねつの中に身を投じる事ができないのだった。

「だったらバスケ部入れって！　お前なら今からでもレギュラー取れる！」

「別にバスケが好きなわけじゃないしな」

「ちくしょう、俺よりずっと上う手まいくせに……」

　恨うらめしい視し線せんが論に向けられたその時、後ろでがたりと椅い子すを引く音。

　論が振ふり向くと、後ろの席のすすめが席を立ったところだった。

「瑞みず平ひら、また明日な」

　論の別れの挨あい拶さつにすすめは足を止める事もなく、ちらりと横目で論を見て小さく会え釈しやくをし、そそくさと教室を出て行った。

　この二週間、論は何度かすすめに声をかけている。しかしそのほとんどは今のように会釈や首を振る反はん応のうしかもらえない。

　たまに例の合成音声端たん末まつを使った返答をもらえたとしても、その内ない容ようは。

〈結けつ構こうです〉

〈大だい丈じよう夫ぶです〉

〈遠えん慮りよします〉

〈必要ありません〉

〈お断ことわりします〉

　……よくもまぁ、これだけ否ひ定てい的てきなニュアンスの言葉ばかり登録しているものだ……と、論は逆ぎやくに感心してしまう。

　これは何も論を相手に限かぎった事ではなく、クラスの誰だれが話しかけても大体同じ反応だ。一年の時にすすめと同じクラスだった生徒達は口を揃そろえて「話しかけても無む駄だだ」と言った。

　それでもこの二週間、好意的な態たい度どですすめに近づく生徒達は何人かいた。しかしその全てに先さき程ほど挙あげたような対応しか取らないため、新学期早々にすすめはクラス内で孤こ立りつし始めていた。すすめの態度は、その装よそおいの白さと同じように排はい他た的てきなものだった。

「……合宿、あいつと一いつ緒しよなの、気まずいよなぁ……」

　前の席の男子が、溜ため息混まじりに憂ゆう鬱うつな声を出す。

　その憂鬱の原げん因いんは、五月に行われる一泊ぱく二日のオリエンテーション合宿である。

　約二週間後に迫ったその行事、本来ならば楽しみであるはずなのだが、合宿中に行動を共にする班はんが出席番号順で決められたため、すすめと同じ班になってしまったのだ。

「そうか？　仲良くなるチャンスじゃないか」

　当然ながら、二人に挟はさまれた出席番号である論ろんもすすめと同じ班である。なるべく人と円満に付き合っていきたい論としては、すすめを特別に忌き避ひするつもりはない。

「だったら合宿中はお前が担たん当とうな。俺、あいつと話せる自信ないわ……」

「一泊ぱく二日なんだから多少は違ちがう顔も見られるだろ。じゃあな」

　話を切り上げて席を立つ論に、男子生徒が力なく手を振ふる。確たしかに近ちか寄より難がたい相手ではあるだろうが、そこまで思いつめる事だろうか、と論は内心で首を傾かしげながら結ゆえ瑠るを迎むかえに行く。

　結瑠のクラスは二つ隣となりである。まだホームルームが終わっていないらしく、教室から生徒が出てくる気配はない。

　その扉とびらの正面、廊ろう下かの壁かべに背せをつけて、白ずくめの人ひと影かげが立っていた。

　立ち止まる論。すすめは一いつ瞬しゆん顔を上げ、論に気付いてすぐに逸そらす。

「瑞みず平ひらも誰か待ってるのか？」

　何気なく話しかける。しかしすすめは答える事なく、やはり小さな会え釈しやくだけを残し、論を避さけるようにその場を立ち去ろうとする。

　論も別に、その後を追うつもりはなかった。このままここで結瑠が出てくるのを待ち、二人で仲良く帰るだけ──その、つもりだったのだが。

　ふと、向こう側から歩いてくる二人組の女子に気付いた。

　その女子の、まるで玩具おもちやを見つけた子供のような視し線せんが、すすめの方へ向けられている。

　論は半なかば無む意い識しきに歩を進め、すすめの背せ中なかと距きよ離りを詰つめる。

　そして二人組の女子は、すすめとすれ違う瞬しゆん間かん、明らかに故こ意いに、足を引っ掛かけた。

「っ!?」

　声にならない、空気を吞のむだけのすすめの悲鳴。

　バランスを崩くずした体が、硬かたい廊下に向かって無む防ぼう備びに倒たおれそうになるその寸すん前ぜん、後ろから伸のばされた論の手がかろうじてすすめの右手を摑つかんだ。

　だが、すすめが手て袋ぶくろをしていたのが災わざわいした。する、という感かん触しよくと共に手袋だけが抜ぬけてしまい、結局すすめは廊下にぺたんと尻しり餅もちをついてしまった。論の手の中に残されたのは真っ白な手袋のみ。それでも真正面から倒れる事を防ふせげたのは不幸中の幸いか。

　二人の女子生徒は足早にその場を去っていった。特に呼よび止める事もせず、座すわり込こんだままのすすめに右手を差し伸べる論。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　すすめは野や暮ぼったい前まえ髪がみの向こうで目を丸くしてぽかんとしている。だが、その顔を覗のぞき込んだ論と目が合うと、慌ててポケットから例の合成音声端たん末まつを取り出し、手袋の脱ぬげた指先で手早く操そう作さした。

　その端たん末まつから聞こえてきた音声は。

〈触さわらないでください〉

　今度は論ろんが目を丸くする番だった。

　論は考える。倒たおれた女性に手を差し伸のべた時、その女性から返ってくる言葉として「触らないでください」は適てき当とうなものだろうか？

　いや、そうか。きっと慌あわてているから、登録している言葉を間ま違ちがって呼よび出してしまったのだろう。その証しよう拠こに見ろ、もう一回端末に指を──

〈触らないでください〉

　論の好意的解かい釈しやくも、二連続で突つきつけられた拒きよ絶ぜつの言葉の前に空むなしく散った。

　論の知ち識しき、経けい験けんによると、ここは感謝の言葉が来るべき場面だ。しかるにすすめからの言葉は「触るな」。それはまぁ確たしかに、うら若わかき乙女おとめが、恋こい人びとでもない相手の手を取るというのは気持ちのいいものではないだろう。だが、この場合は例外ではないのか──

　と。

　そこで論は考える事をやめた。

　無む駄だだから。

　どうせ、いくら考えたところで人の心など分からない。それを知っているからだ。

　人の心など分からない。それは論の場合、世せ間けん一いつ般ぱんに言われる意味合いとはやや異ことなる。

　ともあれ論は気を取り直し、困こまった時の脳のう内ないアンチョコ、結ゆえ瑠る直じき伝でん『女心のいろは』を参照する。これは文字通り、普ふ段だんから結瑠が論に言い聞かせている乙女心のいろはを、論が脳内に記き憶おくしているものである。

　善ぜん意いからの行こう為いを否ひ定ていする女心とは？

　検けん索さく結けつ果か……該がい当とう、一件けん。

　曰いわく、「嫌いやよ嫌よも好きのうち」。

『いーい論、私がイヤって言った時は、本当はイヤじゃない場合があるから、ちょっと強引にきてみなさい。それで抵てい抗こうされなかったら、それはＯＫって意味だから』

『なるほど。それで本当に嫌だった場合はどうなる』

『殴なぐる』

　検索終しゆう了りよう。

　なるほど。つまり今回、相手は「触るな」と言っているわけだから……

　廊ろう下かに尻しり餅もちをついたままのすすめの体。

　嫌よ嫌よも好きのうち。その言葉に従したがい、論はすすめを助け起こすため、手て袋ぶくろの脱ぬげたすすめの右手を問答無用で摑つかもうとした。

「……っ！」

　すすめが、驚おどろいたように目を見開く。

　あ、これ本当に嫌いやな方のパターンか……そう思った時にはもう遅おそい。

　論ろんの手が、すすめの白くすべらかな手に触ふれ──




　瞬しゆん間かん、世界が暗転した。
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　闇やみの中に、巨きよ大だいな壁かべがある。

　ごつごつとした、高さ五メートルは楽に越こえる石いし造づくりの壁。堅けん牢ろうに見えるが、よく見るといくつもの細かいひびが走っているのが分かる。

　壁の横よこ幅はばは分からない。右も左も、見えなくなるほど遠くまで続いている。

　あとは──闇。

　辺り一面の、闇。

（……何だここは？）

　闇の空間を見み渡わたしながら、論は努めて冷静に記き憶おくを辿たどる。

（俺は今、足を引っ掛かけられた瑞みず平ひらを助けて、その手に触れて……）

　それが一瞬前の論の記憶だ。次の瞬間、気付いたらこれだった。

（何だ？　いったい何が起きた？）

　知ち識しきと経けい験けんから、それらしい答えが何一つ導みちびき出せない。

　強しいて言うなら、夢ゆめ。

（夢……？　瑞平の手に触れた瞬間、俺は何らかの理由で瞬間的に眠ねむりに落ち、そして今は夢を見ている……のか……？）

　唯ゆい一いつひねり出したその仮か説せつが、全くもってぴんとこない。夢くらいしか考えられないのに、奇き妙みような現げん実じつ感かんがそれを否ひ定ていする。

　突とつ然ぜん。

〈初めてのお客様ですね〉

　論の頭上から、幼おさない声が降ふってきた。

　顔を上げる論。高い壁の上に、真っ白な人影が腰こし掛かけている。一瞬すすめかと思ったが、それにしては随ずい分ぶんと小こ柄がらに見えるし、そもそもすすめは髪かみまで白くない。

　それに、何より。

「……お前、何だ？」

〈私ですか？　ふふ、まぁそう慌あわてずに……〉

　顔につけた仮面を手で押おさえながら、問いに答えるその背せ中なかで、一いつ対ついの翼つばさがばさりと揺ゆれる。

　右手には子供のおもちゃのような魔法の杖。頭の上には光の輪。

　白いワンピースを着て、顔の上半分を覆おおう仮か面めんをつけた──

　それは、天使だった。

　仮面の天使は、壁かべの上からゆっくりと舞まい降おりてくる。

　やがて論ろんと同じ地面（地面？）に降り立つ天使。随ずい分ぶんと背せが低い。中学生くらいだろうか。小さな天使は、論に向かって両手と翼つばさを広げ、やたらと嬉うれしそうな声を上げた。

〈ようこそ！　【状況シチユエーシヨン空間・エリア】へ！〉

「……シチュエーション・エリア……？」

　意味不明な言葉の説明もせず、天使は芝しば居いがかった口く調ちようで続ける。

〈私はこの【空間エリア】の支し配はい者しや、ウミガメの天使『ウミエル』と申します〉

「ウミガメ……？」

　ウミガメとは、海うみ亀がめの事か？　そんな疑ぎ問もんを差し挟はさむ間もない。

〈あなたにはこれから、とある【状況シチユエーシヨン】を【解明クリア】してもらいます。完全に【解明】するまでこの【空間】からは抜ぬけられませんので、そのおつもりで〉

　何を言っているんだ、とか。

　ここはどこなんだ、とか。

　お前は誰だれなんだ、とか。

　聞くべき事はいくらでもあったはずだ。

　だが、論の口から出た疑問の言葉は、そのどれでもなかった。

　それよりも何よりも、論にとって重要な事は。

「……それはつまり……俺に、問題を出す、という事か？」

〈ざっつらい、その通りです！　ちゃんと解とけたら、元の世界にお帰ししますよ〉

　問題が解けたら、元の世界に帰す。それは極めて重要な一言だったが、問題を目の前にした論にとって、その代だい償しようはさほど興きよう味みを持てるものではない。

　論が興味を持つのは、問題そのもの。

「そうか……お前は、俺に問題を出すのか」

　で、あるならば。

　論にはそれ以上、理由など必要ない。

　親指と中指で眼鏡めがねのフレームを押おし上げ、怯ひるむ事なく天使に視し線せんを突つき刺さす。

「いいだろう……その問題、解き尽つくしてやるよ」

　それが。

　それこそが、論の生きる証あかし。

　問題を、パズルを、謎なぞを解く事で、論はかろうじてまともに生きていられるのだから。

　そんな論の反はん応のうに、天使の方が逆ぎやくに面めん食くらった様子で問いかける。

〈素す直なおですね。他に質しつ問もんとかないんですか？〉

「いくらでもある。だが問題を解とくのが先だ」

〈……あはっ。あなた、今までの人達と違ちがう感じ。楽しみましょうね〉

　論ろんの眉み間けんにしわが寄よる。人と違う、というのは論が一番言われたくない言葉である。

（天使ってのは、もっと優やさしいもんじゃないのか）

　論の不満など知った事ではない、と言うように、天使は楽しそうに続ける。

〈では──【状況シチユエーシヨン開始・スタート】！〉

　天使がそう言って、右手に持った魔ま法ほうの杖つえを振ふると、論の周囲に影かげ絵えの空間が生まれた。

　真っ黒で分かり辛づらいが、どうも誰だれかの部屋らしい。テレビや机つくえ、ベッドなどのシルエットが見て取れる。その中に、おそらくは部屋の主であろう人ひと影かげが一つ。やはり黒い。

〈懐かい中ちゆう電でん灯とうを探さがしに行こうとして、女は何かを踏ふみつけました〉

　魔法の杖に腰こし掛かけてぷかぷかと宙ちゆうに浮うかんでいる天使が言うと、影絵の女が動き始めた。

　天使が言う通り、歩き出した女が何かを踏みつけ、自分の足元を見る。

〈それがテレビのリモコンであると気付いた女は、数秒後、恐きよう怖ふの悲鳴を上げました〉

　影絵の女の悲鳴が脳のう内ないに響ひびく。論は思わず耳を塞ふさぐが、その声は脳内に直ちよく接せつ聞こえてくる。

〈さて……女に何があったでしょう？〉

　そこまで言って、天使は沈ちん黙もくした。

　仮か面めんの天使は、口元に指を当ててにやにやと論を見下ろしている。

「……問題は終わりか？」

〈はい。女にいったい何があったのか、解かい明めいしてください〉

　圧あつ倒とう的てきに説明不足なこの状じよう況きようで、それでも論はこれがどんな問題なのかを理解した。

（なるほど……つまり一種の推すい理り問もん題だいのようなものか。ならば、【状況シチユエーシヨン】を【解明クリア】するための情報は問題文に全て含ふくまれているという事……ＯＫ。さぁ、シンキングタイムだ）

　そして、論の推理が始まる。

（ここは女の部屋）

（女は懐中電灯を探しに行こうとしていた）

（部屋にいて、懐中電灯を探す理由……停てい電でんだった？）

（停電した部屋の中、女はテレビのリモコンを踏みつけた）

（……いや、違う。何かを踏みつけて、それがテレビのリモコンだと気付いたんだ）

（テレビのリモコンである事くらい、見れば分かるはずだ。それをあえて「気付いた」と表ひよう現げんしているからには、見ても分からなかった、あるいは見えなかった理由がある。それも、部屋が停電していたからだと考えれば辻つじ褄つまは合う）

（では、停電している中、女はそれがテレビのリモコンだとどうして気付いたのか？）

（踏んだ事によって、テレビの電でん源げんが入った？　否いな、停電中ならテレビはつかない。女の部屋には、テレビ以外のリモコンがなかった？　考え辛づらいが、問題文からはそう解かい釈しやくする事も可か能のうだ。そうするとあとは、女が何に恐きよう怖ふしたのか）

（問題文では、それがテレビのリモコンであった事が女が恐怖を抱いだくきっかけになっている。例えば、その時リモコンは部屋にあるはずがなかった？　部屋にあるはずのないリモコンがそこにあった事で、女は恐怖した……停てい電でん中ちゆうに誰だれかがリモコンを持って侵しん入にゆうしてきた……？）

　そこで早くも論ろんの推すい理りは行き詰づまる。

　推理を組み立てる事はできても、情報量が少なすぎて証しよう拠こがないのだ。

「おい。この問題、本当に必要な情報は全て提てい示じされてるんだろうな？」

〈んーん〉

「は？」

　確かく認にんのつもりだった論の質しつ問もんに、仮か面めんの天使はあっさりと首を横に振ふった。

〈問題文だけじゃ、この【状況シチユエーシヨン】を【解明クリア】するのはまず無理だと思いますよ？〉

　臆おく面めんもなく言ってのける天使。さしもの論も呆あつ気けに取られている。

「それは……そんなもの、問題として成立してないだろう」

〈そりゃそーです。だって、まだルールを説明してませんから〉

「ルール？」

〈はい。ルール〉

　指先をくるくると回しながら、歌うように天使は続ける。

〈あなたには今、【状況】が提示されました。その【状況】を【解明】するため、あなたには私に質問する事が許ゆるされています〉

「……そういう事は早く言え」

〈すみません。どんな反はん応のうをするか見てみたくて〉

　小さく舌したを出す天使。もしその顔が仮面で覆おおわれていなかったとしても、今の論にはかわいいとは思えなかっただろう。

「質問は何度までだ」

〈何度でも。ただし、質問は必ず【ＹＥＳ】か【ＮＯ】で答えられるものにしてください〉

「なるほど。そういうゲームなわけか」

　これで合が点てんがいった。いくら何でもあの問題文から唯ゆい一いつの答えを導みちびき出すのは無理というものだ。だが、そういう質問が可か能のうならばやりようはいくらでもある。

「まだ言ってないルールはあるか？　制せい限げん時じ間かんは？」

〈質問が【解明】に全く関係なければ【関係ありません】と答えます。制限時間は、そうですねぇ……あなたか私、どっちかがお腹なかが空すいて倒たおれるまで、ですよ〉

「何だそれ……」

〈あはは。まぁとりあえず、無い、って考えてください。二時間も三時間もかからないと思いますよ……あなたが、よっぽどおばかさんでなければ〉

　目は仮か面めんで隠かくれていても、口の形で天使が挑ちよう発はつ的てきに笑っているのが分かる。

「……お前が想定する、この問題の所要時間はどんなもんだ？」

〈ん？　そうですね、初めてのお客さんですし……質しつ問もん数すうはだいたい五〇、所要時間は長くて一時間ってとこでしょうか？〉

「なら、二〇分で解といてやるよ」

〈わお！　やっぱりあなた、面おも白しろい！　いきなりそんな強気な人、初めてです！〉

　天使の反はん応のうから、どうやらこの空間に迷まよい込こんだのは自分の他に何人もいるらしいと気付く論ろん。だが、そういった事は後回しだ。今はまず、目の前の問題を解く事。

（ルールは把は握あくできてる。制せい限げん時じ間かんはないが、二〇分で解くと宣せん言げんした。質問の回数が無制限なら、そうだな……まずは一つずつ確かく定ていさせていくか）

「部屋は停てい電でんしていたか？」

〈ＮＯ！〉

　まずはＹＥＳであろう事から確定させていく、という論の目もく論ろみは、早くも崩くずれ去った。

「……女の部屋は、停電していたか、と聞いたんだぞ？」

〈ＮＯ〉

「じゃあ……女の部屋は、明るかったのか？」

〈ＹＥＳ！〉

　天使が答えると同時に、影かげ絵えの部屋に明かりが点ついた。

（なるほど、情報が明らかになるにつれて影絵も変化するのか……って、違ちがう。そうじゃない。大事なのはそこではなく）

（女の部屋は、明るかった？　じゃあ何のために懐かい中ちゆう電でん灯とうを探さがしてたんだ？）

　論の推すい理りだと、女の部屋は停電しているはずだった。これでは最初からやり直しだ。

「……女がリモコンを踏ふんだ時、テレビがついたのか？」

〈ＹＥＳ！〉

　返答と同時に、影絵のテレビに色がついた。

（停電じゃなかったのならそうだろう。リモコンを踏んでテレビがついた。それで踏んだのがリモコンだと気付いた）

（いや、さっきも考えた通り、停電でなかったなら見ただけでリモコンだと分かるはずだ。なのに「気付いた」と言っている理由……それで恐きよう怖ふを覚える理由……）

（テレビがついて変わる事とは何だ？　テレビ画面に何か恐おそろしいものが映うつった？　恐ろしい声が聞こえた？　そんな答えだとも思えないが……）

「……女が恐怖したのは、テレビに何か恐ろしいものが映ったからか？」

〈ＮＯ〉

「なら、恐ろしい声が聞こえた？」

〈ＮＯ〉

（ふむ……テレビの内ない容よう自体は、女の恐きよう怖ふには関係ないのか……？）

（いや待て、関係ないのか？　じゃないな。そう思ったなら質しつ問もんすればいいのか。質問回数は無む制せい限げんなんだから）

　だんだんと、この問題の解とき方を理り解かいし始める論ろん。

「テレビの内容自体は、女の恐怖には関係ないのか？」

〈ＹＥＳ〉

「やっぱりか。だったら何に……まさか、ゴキブリが出た、とかじゃあるまいな」

〈ＮＯ〉

　念のために質問してみたが、流石さすがに答えはＮＯ。もしこの質問の答えがＹＥＳだったなら、この問題にはこれ以上付き合う価か値ちはないと論は判はん断だんしただろう。

　情報は少しずつ増ふえている。だが、真相に近づいている気が全くしない。真相に近づくための効こう果か的てきな質問が思いつけない。

「……テレビがついた時、音はちゃんと聞こえたか？　ボリュームは下がってなかったか？」

　それは、特に深い考えのない質問だった。

〈ＹＥＳ！〉

　天使の答えと共に、影かげ絵えのテレビから音が聞こえてくる。

　それと同時に。

「……？」

　論の中に、一つの違い和わ感かんが生じた。

（そう言えば、さっきから……）

　質問に答える天使の声が、二パターン存そん在ざいする。

　一つは、〈ＹＥＳ〉〈ＮＯ〉と抑よく揚ようのないもの。

　もう一つは、〈ＹＥＳ！〉〈ＮＯ！〉と、力強いもの。

　その違ちがいの意味を論は考える。

（もしかしてこの天使は……状じよう況きようを解かい明めいするために有用な質問に対しては、やや力の入った答え方をしてるんじゃないか？）

（ただの気まぐれかもしれない。だが、例えば競きよう技ぎクイズの出題者などは、問題の種類によってわざとアクセントを変えて読んだりもすると聞く）

（もし、この天使の〈ＹＥＳ〉と〈ＹＥＳ！〉の微び妙みような違いにも同じような意味があるのだとすれば、テレビがついた時に音が聞こえたという情報は、状況を解明するための有力な手がかりだという事になる）

（テレビの内容は重要ではない。だったら、音が聞こえた事そのものが重要という事に──）

　その時。

「……っ！」

　論ろんの頭の中で、劇げき的てきな思考変動が起きた。

「そうか……停てい電でん……リモコン……テレビ……音……！」

〈おっ？〉

　それは、推すい理りを元に論ろん理り的てきに導みちびかれた思考ではない。

　言うなれば、それまでの推理が全部まとめて、水平方向にずれたような感覚。

　テレビにばかり気を取られていた。だが、違ちがう。真に考えるべきは、テレビの事ではなく。

（……俺の推理が正しいとしたら、次に確かく認にんするべきは）

「それは、夜の出来事か？」

〈ＹＥＳ！〉

　天使の答えに満足げに頷うなずく論。そうだろう。そうでなければ困こまる。

　夜でなければ、論の推理は崩くずれてしまう。

　なぜなら──昼は停電しても明るいのだから。

「……おそらく」

〈ん？　ん？〉

「これが最後の質しつ問もんだ、仮か面めんの天使」

〈おおっ？〉

　楽しそうにぱたぱたと羽を動かす天使に目を向ける論。謎なぞの昂こう揚ように震ふるえそうになる声を抑おさえながら、頰ほおがひくひくと引きつりそうになっている自分に気付く。

（もしかして俺は、笑いたいのか）

　そして論は、すでにほぼ確信を持っているその推理を、口にした。




「女は、失明したのか？」




〈っ！　ＹＥＳ……ＹＥＳ！〉

　天使もまた、興こう奮ふんしたように声を上ずらせて、確たしかに「ＹＥＳ」と答えた。

〈推理がまとまったなら【解答アンサー】と宣せん言げんして、あらためて【状況シチユエーシヨン】の全てを説明してください……それが正解なら、この【状況】は【解明クリア】です〉

「なるほど。なら【解答】だ」

　今のがＹＥＳならもう間ま違ちがいはない。目を伏ふせて最初から推理をまとめていく論。

「……ある日の夜、女は唐とう突とつに失明した。だが、まさか自分が失明したとは思っていない女は、停電したのだと思い込み、懐かい中ちゆう電でん灯とうを探さがしに行こうとした」

「その途と中ちゆうでテレビのリモコンを踏ふみ、テレビがつく。女の耳にはテレビの音が聞こえてくる。だが、相変わらず女の視し界かいは真っ暗だ」

「そこで女は考える。もし停てい電でんだとしたら、テレビがつくはずがない。なら、停電でもないのに唐とう突とつに視し界かいが真っ暗になる理由とは何だ？」

「……考えた末、自分が失明したのだと気付いた女は、恐きよう怖ふの悲鳴を上げた」

　伏ふせていた目を上げ、天使と目線を合わせる。
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「これが、この【状況シチユエーシヨン】の真相だ……どうだ、仮か面めんの天使」

　天使の口元は、笑みを必死で堪こらえているかのように震ふるえている。

　それは論ろんも同じだった。【解答アンサー】に辿たどり着いた時のカタルシスが、何らかの脳のう内ない物ぶつ質しつを分ぶん泌ぴつさせているのだろうか。論には分からない。

〈ＹＥＳ……！〉

　天使が答えて魔ま法ほうの杖つえを振ふると、色のついた影かげ絵えが動き出した。

　同時に天使は、論がまとめた【解答】とほぼ同じ説明をナレーション風に繰くり返す。

〈夜。女の部屋は突然真っ暗になりました〉

〈暗転した視界の中、停電したのだと思い込んだ女は、懐かい中ちゆう電でん灯とうを探さがしに行こうとします〉

　明るい部屋の中、影絵の女がゆっくりと手て探さぐりで移い動どうを始める。

〈その時、女は床ゆかに置いてあったテレビのリモコンを踏みました〉

〈テレビがつき、音が聞こえてきます。ですが女の視界は真っ暗なままです〉

〈そして女は気付きました〉

〈停電したのではなく、自分が失明したのだという事に〉

　論の脳のう内ないに、影絵の女の悲鳴が響ひびく。

　それは論の【解答】と何の矛む盾じゆんもなく、まるで事じ件けんの再さい現げんドラマのようだった。

　ナレーションを終えた天使は、声を上ずらせながら。

〈すごい……二〇分どころじゃない、たった一人で、たったこれだけの質しつ問もんで……！〉

　天使が魔法の杖を横に振ると、役目は終わったとでも言うように、影絵の【状況】はゆっくりと霧きりのように散りながら消えていった。

　辺りは再ふたたび闇やみに包まれ、残されたのは論と、仮面の天使と、巨きよ大だいな壁かべ。

　そして──

〈おめでとうございます！〉

　天使の声と同時に、闇にそびえる巨大な壁に、音を立てて新たな亀き裂れつが走った。

　続けて天使は、自らの手にした魔法の杖を勢いきおいよく振り上げる。

〈【状況シチユエーシヨン解明・クリア】！〉

　次の瞬しゆん間かん。

　魔法の杖の先せん端たんからほとばしった白い雷光で、闇の世界の天てん蓋がいが砕くだけ散った。

　差し込んできた鮮せん烈れつな光に、闇が塗ぬりつぶされてゆく。

〈また来てください。待ってます〉

　論ろんの体もまた、霧きりのようになって消えていく。

〈その時は……仮か面めんの天使じゃなくて、ウミエル、って呼よんでくださいね〉

　天使のそんな声を聞きながら。

　論の意い識しきは、水面に向かって浮ふ上じようしていった。




　　　　　五




　論が目を開くと、そこは学校の廊ろう下かだった。

　茫ぼう漠ばくとしていた意識がだんだんと鮮せん明めいになっていくにつれ、先さき程ほどまでの荒こう唐とう無む稽けいな出来事が論の脳のう裏りに蘇よみがえってくる。

　あれはいったい何だったのか。夢ゆめだったのか？

　闇やみの世界。ひびの入った壁かべ。仮面の天使。【状況シチユエーシヨン】。夢にしてはあまりにもはっきりと思い出せる。今が現げん実じつなのか夢なのかも、よく分からなくなってくるような──

　そんな論の意識をはっきりと現実に引き戻もどしたのは、ぱしゃり、というシャッター音と共に光った、カメラのフラッシュだった。

　顔を上げる論。たくさんの生徒達がやや遠とお巻まきに論を囲んでいる。その中に同どう級きゆう生せいのカメラ小こ僧ぞうが混まざっており、論の方へカメラを向けている。

　そして論ろんの傍かたわらには、ぐったりと廊ろう下かに倒たおれた瑞みず平ひらすすめ。

　なるほど、さぞや興きよう味みを引く光景だろう。もし立場が逆ぎやくなら自分も野や次じ馬うまになっていたかもしれない、と素す直なおに認みとめる論。とは言えこのまま見せ物を続けるのも気分が悪い。

「……おい、瑞平」

　気を失っているすすめを起こすため、頰ほおを叩たたこうとして──論は躊ちゆう躇ちよに手を止めた。

　さっきは確たしか、瑞平の手に触ふれた瞬しゆん間かんにあの【空間エリア】とやらに引きずり込こまれた。もしかしたら、触さわるとまた同じ事が起こるかもしれない、と思ったのだ。

　だが、いつまでもこうしているわけにもいかない。とりあえず保ほ健けん室しつにでも、と論がすすめの体を抱かかえあげようとした、その瞬間。

「すすめっ！」

　教室の扉とびらが開き、鋭するどい声と同時に一人の女子生徒が飛び出してきた。

　かと思ったら、その女子生徒はあっという間にすすめの体を抱き上げて、論から少し距きよ離りを取った。快活な印象を与えるサイドポニーが頭の左側でぴょこりと跳はね、その胸むな元もとではなぜか女子用の紐ひもタイではなく男子用のネクタイが揺ゆれている。

「すすめ、すすめ！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「…………っ」

「大丈夫か？　怪け我がとかしてないな？」

　過か剰じようなほどに心配している様子のサイドポニーに、目を覚ましたすすめは小さく頷うなずいてみせる。論はそのサイドポニーが、何度か自分のクラスへすすめを迎むかえに来た事のある女子生徒だと気付いた。

　すすめの無事を確かく認にんしてひとまず安心したのも束の間、サイドポニーはすすめの右手に手て袋ぶくろがはまっていない事に気付いて顔色を変え、威い圧あつ感かんのある目で論を睨にらみつけてきた。

　結ゆえ瑠るでもここまで怖こわい目はなかなかしないな、などと吞のん気きに考えている論に、サイドポニーは鋭い視し線せんのまま問いかける。

「お前……もしかして、すすめに触ったのか？」

「すまん」

　鳩はとノの巣す論、素直に謝あやまる事ができる男。

「……っ！」

　ぎり、と歯を食いしばるサイドポニー。だが、それはどうも論に怒おこっているというよりは、何か非ひ常じように困こまっているような様子だった。

「ぐっ……あ、あのな……お前……その……何か、変な……なんて言うか……」

「変な事はあったが、とりあえず落ち着け。ゆっくりでいい」

　言いたい事がまとまらない様子のサイドポニーを、両手でどうどうと宥なだめる論。決して髪かみ型がたや気性の荒あらさから馬を想そう像ぞうしたわけでは……ある。

「どうした、何を騒さわいでるんだ？」

　そこへ、ホームルームを終えた結ゆえ瑠るのクラスの担たん任にんが教室から出てきて、廊ろう下かに広がる光景を見て呆あつ気けに取られた。

「……お前達、何があったんだ？」

「あー……」

　どう説明したものか、と頭を悩なやませる論ろん。そうしてややこしくなりつつあるその状じよう況きようへ、さらなる登場人物。

「ろーんー。何してんの？」

　出で嶋しま結瑠。ああそうだ、俺は結瑠と一いつ緒しよに帰るために迎むかえに来たんだった……と当初の目的を思い出したところで、論は一つの疑ぎ問もんを抱いだく。

　そう言えば、あれからどのくらい経たったのだろう？

　あの【空間エリア】内での体感時間は一〇分もなかったような気がする。周りの様子や結瑠の反はん応のうからしても、浦うら島しま太た郎ろうみたいな事にはなっていないようだが。

　ポケットから携帯を取り出し時計を確認する論。気を失った時じ刻こくが正せい確かくに分からないが、やはりそれほどの時間は経っていないようだ。

　すすめを抱だきかかえながら論を睨にらむサイドポニー。それを遠とお巻まきにしている生徒達。顔中に疑ぎ問もん符ふを浮うかべた結瑠とその担任。

　はてさていったいどうしたものか、と論が迷まよっていると、サイドポニーはいきなりすすめの体をお姫ひめ様さま抱だっこにして。

「夢ゆめだ！　誰だれにも言うな！　忘わすれろ！」

　そう言い残し、女子にしてはものすごい勢いきおいで走り去っていった。

　さっぱり状況が理り解かいできない結瑠は、サイドポニーの背せ中なかをぽかんと見送るばかり。

「……何があったの？」

「あー……」

　何があった、と問われれば。

　それに答えるための情報を、論はまだ持っていない。

「さて、この【状況シチユエーシヨン】は……どうやって【解明クリア】するかね……」

　右手の中に残された、白い手て袋ぶくろに目を落としながらの論の呟つぶやきに、結瑠が首を傾かしげた。













　　　　　幕間








　【診しん療りよう所じよで火事　焼け跡あとから六遺い体たい】




　×日未明、豊とよ野の重え町の個こ人じん診しん療りよう所じよで火事があり、焼け跡から六人の遺体が見つかった。

　警けい察さつによると、この診療所の院長、研けん修しゆう医い、事じ務む員いん、及および入院児童三人と連れん絡らくが取れていないという事で、確かく認にんを急いでいる。

　出火の原げん因いんについては現げん在ざい調ちよう査さ中ちゆうだが、火は診療所内に一いち時じ保ほ管かんされていた大量の医い療りよう用ようエタノールに引火して爆ばく発はつ的てきな燃ねん焼しようを引き起こしたと考えられており、遺体の損そん傷しようが酷ひどく確認は困こん難なんを極める事が予よ測そくされるという。




　×日、警察は先日起きた診療所の火事で焼け跡から発見された六人の遺体について、全員の身元が確認されたと発表した。

　遺体は診療所の院長（56）、男性研修医（24）、女性事務員（22）、入院男児（８）、入院男児（７）、入院女児（５）の六人。遺体は近日中に遺族へ引き渡わたされるとの事。




　×日、警察は先月起きた診療所の火事で焼け跡から発見された六人の遺体について、遺族への引き渡しが全員分完かん了りようしたと発表した。
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　　　　　一




「あぁ～ら論ろんくん、おはようさん！　今け朝さも相変わらずイ・ケ・メ・ンやねぇ。今度おばちゃんとでえとせぇへん？」

　出で嶋しま家玄げん関かんにて、今日も論は朝からおばちゃんこと結ゆえ瑠るの母の流し目を浴あびる。

「自分には心に決めた相手がおりますので」

「ほんなら嫁よめはん起こしてきてくれる？　あの子あかんわ、論くんやないと起きひんのよ」

「御ぎよ意い」

　玄関を上がり二階への階かい段だんに足をかけると、背はい後ごからおばちゃんの声。

「未来の嫁はんやから言うて、変な事したぁあかんでぇ？　まぁちょっと触さわるくらいならおばちゃん許ゆるしたってもええけどな。あ、せやけどあの子、触るほどあらへんわ！　なはは！」

　上の結瑠に聞こえていない事を祈いのる論。結瑠は、学生時代はナイスバディであらせられたというおばちゃんの娘むすめにしては小こ柄がらで貧ひん……もといスレンダーな体つきを大たい層そう気にしており、それをからかわれるとわりと本気で落ち込こんでしまうのだから。

「結瑠、入るぞ」

　寝ねていてくれ、と祈りつつドアを開けると、なんとした事か。ベッドの結瑠はすでに上半身を起こし、悲しそうに自分の胸むねに手を当てていた。

「……私、これでもＢはあるんだけど」

「大だい丈じよう夫ぶだ。一〇代にしてＦカップだったというおばちゃんがけしからんだけだ」

「おかんの言う事なんて絶ぜつ対たいウソに決まってる……」

　ところが残念ながら、結瑠が決して見ようとしないおばちゃんの若わかかりし頃ころの写真は、確たしかにナイスバディのいい女なのだ。それがああなるのだから、時の流れは無情である。

「気にするな。俺はお前の体、好きだぞ」

「なに言ってんのよ、触った事もないくせに……触る？」

「結けつ婚こんしてからな。ほら、起きろ」

　寝ぼけまなこに眼鏡めがねをかけてやり、いつものように頰ほおと額ひたいに軽い口づけ、そして愛の言葉を交わす。そうして下へ降おりる頃には朝食の準じゆん備びが万ばん端たんに整っていた。

「結瑠、さっさとご飯食べり！　論くんはお茶でええ？　コーヒー？」

「ではお茶を」

「いただきま──」

「結瑠、納なつ豆とうさん食べり納豆さん。昨日セールで買いすぎたわ」

「……時間ないから夜に食べる。いただき──」

「あんたがいつまでも寝てるからやないの！　夜遅おそぅまで何してんの！」

「…………別に悪い事なんかしてないわよ。いただ──」

「起こしてもろてばっかでほんまにあんたは……たまには早起きして論ろんくん起こしに行ったらどうやの！　女の仕事やでぇ！　お・ん・な・の・し・ご・と！」

「だぁあうっとーしい！　うるさいねんアホ！　食わせや！」

　ついに「いただきます」を断だん念ねんして結ゆえ瑠るが吠ほえた。実は結瑠は、関西人である母親の影えい響きようで幼おさない頃ころは関かん西さい弁べんだったのだ。今は意い識しきして女の子口く調ちようを使っているのだが、気が高ぶった時だけ関西弁になってしまう。知る人ぞ知る、結瑠のかわいいところだと論は思っている。

「お母ちゃんに向かってアホとはなんやの！　悪い事言うんはこの口かぁ!?」

「ふむふんぐいぶくぅ！」

　唇くちびるをつままれながらおばちゃんと言い合う結瑠。翻ほん訳やくすると「はなさんかいぼけぇ」といったところか。論にとってはもう見み慣なれた母娘のじゃれあいだ。

　賑にぎやかな朝、新聞のクロスワードを解ときながら、お茶がうまい。
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「で、昨日の件けんはまだ教えてくれないの？」

　通学途と中ちゆう、駅へと向かう道すがら。隣となりを歩きながら顔を向けてくる結瑠に、論は難むずかしい顔をする。昨日の件とはもちろん、論と瑞みず平ひらすすめの一件である。

「誰だれにも言うなって言われたからなぁ……」

　すすめの友人らしきサイドポニーにそう言われた事を、論は律りち儀ぎに守っている。とは言え、あの時いったい何があったのか、実じつ際さいのところは論にもよく分かっていないために説明の仕様がない、というのも理由なのだが。

「まぁ、今日ちゃんと聞いてみるさ。これも返さないといけないしな」

　ポケットから白い手て袋ぶくろを取り出す。すすめの忘わすれ物だ。

「フードにマスクに手袋に、言葉が喋しやべれない、か……付き合い方が難しそうではあるわね。サイドポニーの子は私のクラスだから、こっちも話してみるわよ」

「頼たのむ」

　返事をしながらも、論は白い手袋に目線を落としたまま、昨日あったあの出来事ばかりを思い返している。

　シチュエーション・エリア。

　仮か面めんの天使と影かげ絵えの事件。

　そして、今まで触ふれた事がない形式の、問題。

　あれはいったい何だったのか。

　夢ゆめだったのか、幻まぼろしだったのか。

　だが、昨日からずっと、謎なぞの高こう揚ようが収おさまらないままだ。

　あの【状況シチユエーシヨン】を【解明クリア】した時の、全ての発想が水平方向へずれたようなカタルシス。

　論ろんはずっと、一つの事ばかりを考えている。

　別れ際ぎわ、天使は確たしかに言った。

〈また来てください、待ってます〉

　また。

　またあのカタルシスを味わえば、もしかしたら──
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　白しろ手て袋ぶくろをポケットに忍しのばせながら、後ろの席に座すわる女子生徒、瑞みず平ひらすすめに話しかけるチャンスを窺うかがう論の一日が始まった。

　まずは朝のホームルームが始まる前。これはすすめが遅ち刻こくぎりぎりに登校してきた事により機会を逃のがす。続いて授じゆ業ぎよう間に設もうけられた一〇分間の小しよう休きゆう憩けい。しかしこれもすすめが授業の終しゆう了りようとほぼ同時に教室を出てどこぞへといなくなってしまうため空から振ぶりに終わった。

　論としても、おそらく短い話にはならないだろうと思ってはいるので、それらのチャンスは最初から捨すてている。本命はそう、もうすぐ始まる五〇分間の昼休みだ。

　授業の内ない容ようは、前日に完かん璧ぺきな予習を済すませる主しゆ義ぎの論にとっては復ふく習しゆうである。教わるというより自分の理解を再さい確かく認にんしながら、頭の半分ではすすめの事を考えている。

　気がかりなのは、あまりにも排はい他た的てきなすすめの態たい度どだ。

　昨日の放課後の事を思い出す。廊ろう下かですすめが転んだあの時、怪け我がをしないように助けた論に、すすめは合成音声で〈触さわらないでください〉と言った。

　感かん謝しやの言葉を求めて助けたわけではない。だが、できる限かぎり普ふ通つうにみんなと仲良くしたいといつも思っている論にとって、愛される事を自ら捨てているかのようなすすめのその態度は、何かひどくざわざわとした落ち着かなさを感じさせた。

　やがて授業終わりのチャイムが鳴り、担たん当とうの教きよう師しが去ると、ざわめきの広がりと共に生徒達が思い思いに動き始める。しかし論は慌あわてない。これまでの様子から察するに、すすめにいきなり話しかけても逃にげられて終わりだろう、と推すい測そくされるからだ。

　弁当を取り出しながら体をずらし、視し界かいの端はしにすすめを捉とらえる。そのままさりげなく観察を続けていると、すすめは弁当箱を手にして席を立ち、そそくさと教室を出て行った。

　行動開始。悟さとられない程てい度どの距きよ離りを空け、すすめの後を追い始める論。

　すすめが向かった先は、案あんの定じよう結ゆえ瑠るのクラス──つまり、すすめの友人らしきサイドポニーのクラスだ。廊下の影から様子を窺っていると、教室からすぐにサイドポニーが出てきて二人揃そろって廊下の向こうへと歩き出した。

　昼休みになったばかりの廊ろう下かは生徒達で溢あふれていて、尾び行こうに気付かれる可か能のう性せいは低いが、逆ぎやくに相手を見失う可能性は高い。とは言え、片かたやボリュームのあるサイドポニー、片や生徒達の中では唯ゆい一いつのフード着用。特とく徴ちよう的てきなその後ろ姿すがたは少しくらい見失ってもすぐに見つける事ができる。生徒達の中に紛まぎれつつ、慎しん重ちように後を追う。

　唐とう突とつに、論の制せい服ふくを後ろから引っ張ぱる手があった。

「よっ」

「結ゆえ瑠るか。お前も探たん偵ていごっこか？」

「ん。四人でランチタイムといきましょう」

　おばちゃん手作りの愛あい情じよう弁べん当とうをぷらぷらと揺ゆらしてみせる結瑠と目を合わせ、二人同時にこくりと頷うなずく。そして同時にくいっと眼鏡めがねを持ち上げて追つい跡せきを再さい開かいした。息はぴったりだ。

　すると、そんな論達を追い越こして、勢いきおいよくすすめ達へと駆かけ寄よる人ひと影かげがあった。

「瑞みず平ひらさん！　よかったら俺も一いつ緒しよにご飯食べていいかい!?」

　言いながら、人影は首から提さげた一いち眼がんレフのデジタルカメラをすすめの方へ向ける。

　論のクラスのカメラ小こ僧ぞうである。論はすでに同級生達の顔と名前を覚えているが、まぁ、別にカメラ小僧でいいか、と名前を検けん索さくする努力はしなかった。

「またお前か！　写真撮とんな、失うせろ！」

「ごふぅっ！」

　サイドポニーの見事な正せい拳けん突づきを食らい、廊下に膝ひざを突くカメラ小僧。また、という事はよくある事なのだろうか？　サイドポニーも女子にしてはえらく乱らん暴ぼうだが、勝手に写真を撮っているなら同情の余よ地ちはない。論も結瑠も助けようとはせず、うずくまってぴくぴくするカメラ小僧の横を通り過すぎた。

　そしてわずか一〇秒後、あっさりと追跡は終わる。

　てっきり中庭か屋上、それか購こう買ばいに行くのだろうと思っていたが、予想は外れて二人が向かったのは廊下の端はしっこ、今は物置きのようになっている空き教室だった。

　豊とよ野の重え高校は、昔は一学年五クラス、三学年合わせて一五クラスだった。だが田舎いなかの宿命である過か疎そ、少子化の煽あおりを受け、数年前から一学年四クラスに減へってしまい、一階につき一つずつ空いた教室を詰つめて、端を準じゆん備び室しつという名の物置きにしたという。

　サイドポニーがポケットから鍵かぎを取り出し、準備室の扉とびらを開けた。二人は当たり前のようにその中へと消えていく。はて、なぜ準備室の鍵など持っているのだろう、と首を傾かしげる論。

「行ってみる？」

「そうだな」

　結瑠に促うながされ、論は準備室の扉の前に立つ。

　心の準備など必要ない。ノータイムで無ぶ遠えん慮りよなノックを響ひびかせた。

　しばしの沈ちん黙もく。

　やがて中で人が動く気配がして、がちゃ、と鍵かぎを外す音がし、そろそろと扉とびらが開いていく。

　扉を開けたのは、やはりというかなんというか、サイドポニーの方だった。

「よお」

「あっ……」

「よかったら、共に優ゆう雅がなランチタイムを──」

　言い終える前に、勢いきおいよく扉が閉しめられる。

　咄とつ嗟さに、論ろんは扉の隙すき間まに自分の手を差し込こんでいた。

　扉が閉まる。当然はさまる。ばん。痛いたい。

「痛い」

「バカ、大だい丈じよう夫ぶ!?　ちょっとあんた、何してくれてんのよ！」

　怒いかれる結ゆえ瑠るが扉を開け放ち、サイドポニーを非ひ難なんする。

「……なんだよ。そっちが勝手に手を突つっ込んだんだろ？」

　強気に言い返してくるが、その瞳ひとみが一いつ瞬しゆん罪ざい悪あく感かんに揺ゆれたのを論の目は見み逃のがさない。虚きよ勢せいを張はろうとしているのだろうか。逆ぎやくになんとなく好印象を抱いだく論。

　だが、結瑠は相手のその態たい度どが気に入らなかった様だ。

「あ？　上等じゃないアンタぁ……」

　関かん西さい弁べんが出ないという事は理り性せいは保たもっているが、あまり人様には見せられない形相でサイドポニーを睨にらみつける結ゆえ瑠る。二人の身長差がかなりあるので、正せい確かくに言うと「睨み上げる」という風ではあったが。

「……なんだ、やんのか？　言っとくけど、あたし強いぞ？」

　しかも難なん儀ぎな事に、それを受けてサイドポニーの方にも妙みようなスイッチが入ってしまったらしい。先さき程ほどカメラ小こ僧ぞうを撃げき退たいした正せい拳けん突づきを見るに、空手でもやっているのかもしれない。下から睨みつける結瑠に怯ひるむ事なく、わざわざ身を屈かがめて顔を近づけ、捕ほ食しよく者しやのような眼がん光こうで睨み返している。
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　平へい和わ主しゆ義ぎ者しやであるところの論ろんは、無意味な争いを傍ぼう観かんしている事などできはしない。

「二人とも、喧けん嘩かするな。人じん類るい皆みな兄弟きようだい、しかも同じ学び舎やで過すごす仲間じゃないか」

「あっ、ちょっと論……」

「こら、気安く触さわんな！」

　今にも戦いを始めそうだった二人の肩かたを抱だき、強引に準じゆん備び室しつの中へと踏ふみ込こむ論。

　机つくえの上で弁べん当とうを広げようとしていたすすめが、三人の方に顔を向けている。その表情は前まえ髪がみとマスクに隠かくされて全く分からない。

「離はなせってば！　なんだよもう！」

　サイドポニーが論の手を振ふりほどき、論とすすめの間に立ちふさがる。それはまるで子こ猫ねこを守ろうとする母猫のようで、これも愛なのだろうか、と論に思わせた。

「落ち着け。さっき言った通り、俺達はただ一いつ緒しよに昼を食べたいだけだ。せっかく知り合ったんだ、友達になろう。な？」

　論の申し出に、警けい戒かい心しんむき出しで値ね踏ぶみするような目を向けてくるサイドポニー。

　だが、ついには追い返しても無む駄だだという事を悟さとったのか、無言のままに教室の隅すみから机と椅い子すを運び始めた。二人分の机しか並ならべていなかったため、論と結瑠の分を用意しようとしているのだ。悪い性せい格かくではないらしい。

　それを手伝って四人分の机と椅子を並べ、全員が席につく。

　論から見て、左に結瑠、正面にすすめ、左の斜はす向むかいにサイドポニーという並びだ。

　すすめはただ黙だまって、長い前髪の向こうにその瞳ひとみと感情とを隠している。

　こうして、どこか張はり詰つめた空気のランチタイムが始まった。
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　弁当箱を開いた論は、一つの期待を持ってすすめを見つめている。

　弁当を食べる。そのためには当然、マスクを取らなければならない。

　それはもちろんすすめも例外ではない。論の視し線せんに躊ちゆう躇ちよしつつも、マスクを取らずに食事をするわけにもいかないので、ついにすすめはその大きなマスクを外した。

　普ふ段だんは前まえ髪がみとマスクに隠かくされていて見えない、すすめの素す顔がおの半分があらわになる。

「……あれ？　もしかして、結けつ構こうかわいくない？」

　結ゆえ瑠るの意見には論ろんも同意だった。その肌はだはフードやマスクにも負けないほどに白く、しかし平へい滑かつな頰ほおや小さな唇くちびるに薄うすく差した朱しゆが病的さを感じさせない。

「お前らに言われなくたって、すすめはかわいいよ」

　なぜか得意そうなサイドポニー。うつむき気味になって前髪で顔を隠そうとするすすめが、見ようによっては照れ隠しをしているようにも見える。

「そうまで言われたらちゃんと見たくなるわね。ねぇ、前髪あげてみてよ」

　言いながら、結瑠がすすめに手を伸のばす。

　がたん、とすすめが椅い子すを引くのと、ぱしん、とサイドポニーが結瑠の手を叩たたくのは、ほぼ同時だった。その過か剰じような反はん応のうに結瑠が目を丸くする。

「……悪い、叩いたりして。でも、すすめは、その……皮ひ膚ふが弱くて。だから、触さわらないでやってくれないか」

「あぁ、そう、なの……私も、ごめんなさい」

　納なつ得とくした様子ではないが、それでも結瑠は素直に謝あやまってそれ以上は食い下がらない。

　皮膚が弱い。それが白ずくめの理由なのだろうか。それを疑うたがう根こん拠きよはないのだが、論はそうではないような気がしてならない。

　だが、いきなり追つい及きゆうするのも上う手まくない。ひとまず論はこの食事会を仕切り直す事にした。

「とりあえず、自じ己こ紹しよう介かいな。２─Ａ、鳩はとノの巣す論だ」

「２─Ｃ、出で嶋しま結瑠よ。まぁよろしくね」

「……２─Ｃ、来くる栖す晴はる希きだ。こっちは」

　論、結瑠、サイドポニー──晴希と自己紹介を終える。すすめもすでに合ごう成せい音おん声せい端たん末まつを用意しており、手て袋ぶくろをはめたままで画面を操そう作さし、登とう録ろく済ずみの素そっ気けない自己紹介を再さい生せいする。

〈瑞みず平ひらすすめです〉

　それを初めて聞く結瑠は、興きよう味み深ぶかそうにすすめが持った端末に目を向けている。言葉が喋しやべれないという事実よりも合成音声の方が気になっているようだ。

　自己紹介が終わると、あらためて、といった風に晴希が論の方へ身を乗り出す。

「同じクラスならお前は分かってるんだろうけど、すすめは喋れないから、すすめへの質しつ問もんも基き本ほん的てきにあたしが答えるからな」

「ああ」

「それはいいけど、あんたはそっちの白ずきんちゃんの事はなんでも知ってるわけ？」

「……今、自己紹介したばっかだと思ったんだけどな。鳥かお前は」

「……私が百舌鳥もずなら、あんたは無才なる鬼おにかしら？」

「意味分かんないけど、今悪口言ったろ」

「そっちが先に言ったんでしょ」

「お前があたしの事あんたとか呼よぶからだ」

「あんただって私の事お前って呼んでるじゃない」

「そっちが先だ」

「子供みたい」

「あん？」

「何よ」

　どっちもどっちだ、と言いたくなる気持ちをぐっと吞のみ込み、論ろんは話を先に進める。

「やめろお前ら、喧けん嘩かするな。来くる栖すと瑞みず平ひらは、どういう関係なんだ？」

「昔っからの幼おさな馴な染じみだよ」

「ふうん。じゃあ私達と同じね」

「そうなのか。やっぱり漫まん画がみたいに毎朝起こしに行ったりしてるのか？」

「俺がな」

「うわぁ……」

「何よその顔……」

　ぎすぎすしていながらどこか生ぬるい、奇き妙みような空気の中で食事は進む。基き本ほん的てきに論と結ゆえ瑠るからすすめには話題を振ふらないが、たまに晴はる希きが話しかけると頷うなずいたり首を振ったりして、とりあえず四人で会話しているという体てい裁さいは保たもたれている。

　思ったよりも和なごやかな雰ふん囲い気きで食事会は終わったが、当然ながら本題はここからだ。それは誰だれもが分かっているようで、食べ終わった弁べん当とう箱ばこを片かた付づけ各おの々おのお茶を飲んで一いつ服ぷくすると、頰ほお杖づえをついた晴希が論を睨ねめつけてきた。

「……で？」

　教室内を取り巻まいている空気が一変する。

「分かってるだろ。昨日の事だ」

「夢ゆめだ。忘れろ」

「何の事だ、とは言わないんだな」

「…………」

　顔をしかめる晴希。ごまかしたいならやり方が下へ手ただ。間ま違ちがいなく、こいつは俺の身に何があったのかを知っている。論はそう確かく信しんする。

「夢である可か能のう性せいは否ひ定ていしない。ただ、来栖の態たい度どからしても、俺が夢を見た事が瑞平に関係ないとは思えない」

「すすめに触さわったのが原げん因いんだって言いたいのか？　そんなわけないだろ。漫画の読みすぎなんじゃないか？」

　やはりこの娘、少々アホの子らしい。少し誘ゆう導どうしてやれば簡かん単たんに自分から情報を漏もらしてくれる晴はる希きに、他ひ人と事ごとながらなんだかちょっと心配になったりする論ろん。

　結ゆえ瑠るは空気を読んで何も言わずに事じ態たいを見守っている。すすめはと言えば、食事が終わるなり再ふたたびマスクをつけてしまい、表情が分からなくなっている。

　論は考える。

　昨日、論があの【空間エリア】に入ったのは、すすめの手を摑つかんだ直後だった。

　手て袋ぶくろはすすめの手から脱ぬげていて、論はすすめに直ちよく接せつ触ふれた事になる。

　あの時、晴希は「すすめに触さわったのか？」と言った。そして今も。

　単たん純じゆんに考えるなら、すすめの素す肌はだに触れる事で、あの【空間】に入るのだろうか？

　そんな漫まん画がのような事が本当にあるのだろうかと疑うたがいつつも、昨日の【空間】内での出来事は今でも鮮せん明めいに論の記き憶おくに残っており、現げん実じつ感かんを伴ともなって思い出す事ができる。

　あれがただの夢ゆめだったとは、論にはどうしても思えない。

　それを確たしかめるには──

　目の前に座すわる、瑞みず平ひらすすめ。

「なぁ、瑞平」

　当然ながら答えはなく、少しうつむいたままで論に目線を送る事もしない。

「教えてくれないか」

　しばし沈ちん黙もくした後、やはりうつむいたまま端たん末まつを操そう作さするすすめ。

　再さい生せいされた音声は。

〈お断ことわりします〉

　登とう録ろく済ずみの、拒きよ絶ぜつの言葉。

「そうか……」

　その答えに、しかし論は満足する。

　何の事だか分からない、ではなく、お断りします。

　それはつまり、教えないという事。やはり何かあるという事だ。

　前まえ髪がみとマスクで表情も読み取れないすすめの顔を見る。

　頭を覆おおう白いフード。白い手て袋ぶくろ。白いタイツ。よく見るまでもなく、すすめの格かつ好こうは極きよく限げんまで露ろ出しゆつを抑おさえている。それは本当に、皮ひ膚ふが弱いという理由からなのか。

　手を伸のばせば容よう易いに触れられる距きよ離りに、その唯ゆい一いつ露出した部分がある。

「……そう言えば、瑞平」

　すすめの反はん応のうを待たず、論はポケットから白手袋を取り出した。

「これ、返してなかったな」

　なるべくさり気なくすすめに手を伸ばす。ちなみにすすめは今日もちゃんと両手に白手袋をはめている。予よ備びくらいは用意しているのだろう。

　ああそれか、とでも言うように、すすめは手を上げながら僅わずかに論の方へ身を乗り出す。

　警けい戒かいが足りない。

　瞬しゆん間かん、論ろんはすすめの頰ほおへと手を伸のばした。

「あっ！　バカ、やめろ！」

　晴はる希きの手が論へと伸びる。だがもう遅おそい。

　論の指先が、マスクの横に少しだけ露ろ出しゆつしているすすめの柔やわらかな頰に触ふれる。

　そして、世界が暗転した。




　　　　　四




　論が目を開くと、そこはあの【空間エリア】だった。

　一面の闇やみの中、高さ五メートルを越こえる石いし造づくりの壁かべがずっと伸びている。

　それ以外、一切の人ひと影かげも物影も見当たらない。

（まさか本当に、また来る事ができるとは……）

　正直、半はん信しん半はん疑ぎだった。しかし来てしまった以上、やる事は一つだけだ。

　仮か面めんの天使。そいつから全てを聞き出せばいい。

　きっとそこにいる。そう不思議な確かく信しんを抱いだいて、論は壁の上を見る。

　果たしてそこに、それはいた。

〈いらっしゃいませ！　ようこそ【状況シチユエーシヨン空間・エリア】へ！〉

　顔の上半分を仮面で隠かくし、魔ま法ほうの杖つえを持った、白いワンピースの天使。

〈こんなに早く来てくれるとは思ってませんでした。嬉うれしいです〉

　言いながら、背せ中なかの翼つばさを広げてゆっくりと降おりてくる。仮面を除のぞけばこれほどまでに天使然とした姿すがたをしているのに、いまひとつ畏い敬けいの念が湧わいてこない。

「おい、仮面の天使」

〈ウミエル、って呼よんでくれなきゃヤっ！〉

　ぷく、と頰ほおを膨ふくらませて横を向く天使。そう言えばそんな名前だったかと思い出す。しかし何が悲しくてそんなゲームキャラのような名前を呼ばなければならないのか。

「……ウミエル。聞きたい事がある」

〈知ったこっちゃありません！　はい、【状況シチユエーシヨン開始・スタート】！〉

「問答無用か、おい」

　論の言葉を華か麗れいにスルーし、仮面の天使──ウミエルが魔法の杖を振ふる。すると昨日と同じように、闇やみの中に影かげ絵えの空間が浮うかび上がった。

〈男は自じ動どう販はん売ばい機きでペットボトルの水を買いました〉

　影絵の男が、自動販売機で水を買うシーンだ。男は影だが、自動販売機とペットボトルには最初から色がついている。

〈そして女の部屋に入り、バスルームで中身を捨すて、蓋ふたを閉しめて出て行きました〉

　シーンチェンジしたらしく、影かげ絵えの空間がユニットバスに変わる。男は買ったばかりのペットボトルの蓋を開け、バスタブの中に中身の水を全部捨て、空になったペットボトルに再ふたたび蓋をし、それを持って出て行った。

〈さて……男はなぜそんな事をしたでしょう？〉

　シーンエンド。シンキングタイムのスタートだ。

　聞くべき事はいくらでもある。だが、問題が出されてしまった以上はそれを解とくのが先だ。

「仕方ないな……その問題、解き尽つくしてやる」

〈期待してます！　ルールの説明は必要ですか？〉

「いや、いい」

　ルールは簡かん単たんだ。要するに、この不ふ可か解かいな【状況シチユエーシヨン】を【解明クリア】すればいい。

　そのために必要な情報は、ウミエルにＹＥＳかＮＯで答えられる質しつ問もんをすれば、その回答という形で入手する事ができる。質問の回数に制せい限げんはない。また、状況を解明するために有用な質問をした場合、答え方が〈ＹＥＳ！〉〈ＮＯ！〉と力の入ったものになる。

　そうして情報を集めて状況を推すい理りし、解明に至いたった場合は【解答アンサー】と宣せん言げん、ウミエルに推理を披ひ露ろうする。それが正しければ晴れて【状況シチユエーシヨン解明・クリア】、元の世界へと戻もどる事ができる。

　制限時間は「どちらかの腹はらが減へって倒たおれるまで」、とりあえず無いと考えていいとの事だ。

（そして、これはおそらくだが……）

　この【空間エリア】内では、現げん実じつ世せ界かいと同じ時間が流れている。

　昨日【空間】内で過すごした体感時間と、論ろんが周りの生徒に聞いて確かく認にんした廊ろう下かで気を失っていた時間は、ほぼ一いつ致ちした。さっさと【状況】を【解明】すれば、それだけ早く現実世界へと帰る事ができるはずだ。

（……ん？　という事は、結局こいつに話を聞くチャンスがなくなるって事か？　それは困こまるな。でも、わざと問題を解かずに放置するとか耐たえられないしな……いや待てよ）

　論はとっさに、この状況を逆ぎやくに利用する方法を考えついた。

「質問だ、ウミエル。この【空間】は、瑞みず平ひらすすめの心の中の世界か？」

　質問回数に制限はなく、ＹＥＳ・ＮＯで答えられる質問ならなんでもいいというなら、こういう方法で真実を解き明かす事ができる。そう論は考えたのだ。

　どうだ、さすがは俺。賢かしこいぞ俺……論は少し調子に乗っている。

〈その質問は問題に関係ありません〉

「なんとな」

〈関係ない質問には関係ないと答えます。このルールは前回ちゃんと説明しましたよ？〉

　確たしかにそんな事を言われていた。ウミエルが一いち枚まい上うわ手てであった。

（くっ、なら仕方ない……さっさと【解明】して、次の機会にまた聞いてやる）

　頭を切り替かえ、まずは問題をおさらいする。

　買ったばかりの水を、女の部屋のバスルームに捨すて、出て行った男。なぜ？

　とりあえず、論ろんの頭には一つの状じよう況きようが浮うかんでいた。思いつきのわりにはなかなか説得力があるように思える。その推すい理りを補ほ完かんするため、論は質しつ問もんを始める。

「ペットボトルの中身は入れ替かえられていたか？」

〈ＮＯ〉

　その答えが想定と違ちがった事は、論の顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「……男がバスタブに捨てたのは、普ふ通つうの水だった？」

〈ＹＥＳ〉

「…………男は女を殺そうとしていた？」

〈ＮＯ〉

　論の質問、結果は三連敗だった。

（駄だ目めだ、どうやら的まと外はずれな推すい理りをしてしまったらしい……）

　論が最初に思いついたのは、こうだ。

　男は女を殺そうとしていた。そのためにペットボトルの中身を危き険けんな洗せん剤ざいと入れ替えて、バスタブに捨てる。女が風ふ呂ろ掃そう除じをしようと洗剤を使えば、男が捨てた洗剤と反はん応のうして有毒ガスが発生、女は死に至いたる……

　だが男に殺意はなく、捨てたのは本当にただの水だった。推理は最初からやり直しだ。

　さて、ではバスタブに水を捨てる理由とは？　一いつ足そく飛とびには別の仮か説せつが思い浮かばない。

　しかし、それでいいのだ。これはそもそも、いきなり正せい解かいを当てられる類たぐいの問題ではない。

（ＯＫ、落ち着け俺。こういう時は、不ふ明めい瞭りような事からはっきりさせていこう）

　問題を再さい確かく認にんし、必要だと思われる情報を考える論。

　まず、男と女の関係が分からない。家族？　友人？　恋こい人びと？　それによって背はい景けい事じ情じようは大きく変わってくるはずだ。

「男と女は、家族か？」

　質問回数に制せい限げんはないのだから、一つずつ順番に質問すればいい……はずなのだが。

　なぜか、ウミエルから返答がない。

「……どうした？」

　論の質問に答えず、ウミエルは呆ぼう然ぜんと闇やみの天を仰あおいでいる。

〈また、お客様です……こんなの久ひさしぶり……！〉

　やけに嬉うれしそうに言いながら、魔ま法ほうの杖つえを振ふるウミエル。

　すると論の隣となりで、霧きりのような闇が集まって人の形を成し始め──

「……あれ、論」

　──結ゆえ瑠るの姿すがたになった。

「って、ここどこ？　お風ふ呂ろ場ば……？　ん？　うわっ、コスプレがいるわ。論ろん、天使のコスプレがいるわよ。あれ？」

　論の腕うでを叩たたこうとした結ゆえ瑠るの手が、そのまま腕をすり抜ぬける。この【空間エリア】内では物に触さわれないのだろうか？　と論が疑ぎ問もんを持つが、それを口にするよりもウミエルが結瑠へ話しかける方が早かった。

〈コスプレじゃないですー〉

　口を尖とがらせるウミエル。しかし確たしかにコスプレにしか見えない格かつ好こうではある。

「なに？　誰だれなのよあんた……というかなんで論に触れないの？　外は真っ暗だし……まさかほんとに、天、使……」

　結瑠の言葉が、不意に途と切ぎれる。

　コスプレだと思っていた天使が、背せ中なかの翼つばさを羽ばたかせて実じつ際さいに宙ちゆうに浮ういたら、それはそんな反はん応のうにもなるだろう。

　真っ暗な空間。触れない体。天使。それらのキーワードが、結瑠の中で繫つながった。

「……もしかして……論、死んでしもたんか!?　噓うそやんそんな！」

　おばちゃん譲ゆずりの関かん西さい弁べんが出るという事は、結瑠が本気で動どう揺ようしているという事だ。その表情もかなり悲ひ痛つうなものになっている。

　それを見ている論は、研究対象の状じよう態たい変へん化かを観察しているかのような目で。

（ふむ、俺が死ぬと結瑠はこんな風に取り乱みだすのか。これも愛、なんだろうか）

　まともな人間ならばこんな時、もっと他に思う事があるのだろうが。

　しかし結瑠を勘かん違ちがいさせたままなのはさすがに忍しのびなく、冷静に語りかける論。

「落ち着け結瑠。俺は死んだわけじゃない……多分」

「……ほんまに？」

　上うわ目め遣づかい＋涙なみだ目め。かわいいじゃないかこいつめ、と思わず手を伸のばして頭を撫なでようとするが、やはり論の手は結瑠の頭をすり抜けてしまう。

「え、じゃあ……死んだん私か!?」

「違う違う。どうもこの【空間】内では物に触れないらしいな」

「エリア……？」

　きょとんと首を傾かしげる結瑠。それも当然の事だ。

（むぅ、どう説明したものか……）

　と、悩なやんでいると、結瑠の隣となりで再ふたたび闇やみが蠢うごめいた。

　先さき程ほどと同じように、闇は人の形を取る。この状じよう況きようでさらに現あらわれるのは、もうあと一人しかいないだろう。その論の想像通り──

「あーもう、バカっ！　なんでお前ら触っちゃうんだよ！」

　闇の人影は、来くる栖す晴はる希きになった。

〈晴はる希きー！　いらっしゃーい！〉

　ウミエルが嬉うれしそうにぶんぶんと手を振ふる。対する晴希の表情は、なぜか焦あせりに満ちている。

「いいから！　早く【状況シチユエーシヨン】確かく認にん！」

〈はーい〉

　晴希に応おうじ、ウミエルが魔ま法ほうの杖つえを一振りする。すると、バスルームのシーンで止まっていた影かげ絵えが、最初の自じ動どう販はん売ばい機きのシーンに戻もどった。

〈男は自動販売機でペットボトルの水を買いました〉

〈そして女の部屋に入り、バスルームで中身を捨すて、蓋ふたを閉しめて出て行きました〉

〈さて、男はなぜそんな事をしたでしょう？〉

　ウミエルが再ふたたび問題を読み、それに合わせて影絵も再さい生せいされる。【状況】はいつでも再確認できるという何なに気げに重要な事実を論ろんは知った。

「な……なんやねんこれ……」

　結ゆえ瑠るはまだ関かん西さい弁べんだ。結局何も説明されていないのだから無理もない。

「水……バスルーム……お前、何か質しつ問もんしたか？」

　混こん乱らんしている結瑠の事などお構かまいなしに、晴希が論に聞く。晴希も【状況】を【解明クリア】しようとしているのだ。

　そして、どうやら晴希がこれに慣なれているらしい事に、論は気付く。

「男が捨てたのはごく普ふ通つうの水で、男は女を殺そうとしてたわけじゃないらしい」

「殺す!?　なんでそうなるんだ!?」

「問題文からぱっと思いついたんだが……的まと外はずれだったみたいだけどな。情報はそれだけだ」

「それだけか……えーとえーと」

　晴希の様子に疑ぎ問もんを抱いだく論。晴希はなぜこんなに焦っているのか？

「なぁ来くる栖す、何をそんなに焦ってるんだ？」

「何って、時間がないだろ！」

「時間？　制せい限げん時じ間かんはないんじゃないのか？」

「そうじゃなくて！　【空間エリア】内では外と同じ時間が流れてるんだ、あと二〇分で昼休みが終わっちゃうんだよ！」

「……ああ、なるほど」

　納なつ得とくする論。時じ間かん経けい過かに関しては予想通りだったが、現げん実じつ世せ界かいにおける昼休みの残り時間までは失しつ念ねんしていた。

「昼休みが終わる前に外に出ないと、あたし達は四人揃そろって午後の授じゆ業ぎようをサボる事になる。それに【空間】内にいる限かぎり外のあたし達は気き絶ぜつしたまんまだ。そんなとこ見つかったら絶対にめんどくさい事になるだろ!?　だから、さっさと【解明】して外に出ないと！」

　これは反論の余よ地ちもない、と頷うなずく論とは対照的に、結瑠の眉み間けんのしわは深くなる一方だ。

「……なに言ってるか、さっぱり分からないんだけど……」

「すまん結ゆえ瑠る。簡かん単たんに説明すると、俺達は男がなんで女の部屋のバスルームに水を捨すてたのかを二〇分以内に解かい明めいしないといけないんだ。そうすれば元に戻もどれる」

　果たしてこれが本当に簡単な説明なのか、自信は全くない。

　だが、結瑠なら。

　たとえ理解できなかったとしても、俺を信じてくれる。

　論ろんにはその確信があった。

「……つまり、論は今、問題を解いてるの？」

「ああ」

「……分かった。じゃあ、邪じや魔ましないで待ってる」

　ああ結瑠、お前はいい子だ。聞きたい事がいくらでもあるだろうに、この状じよう況きようが何一つ理解なんてできてないはずなのに。それも愛ゆえにか？　すごいな愛。

　結瑠からの信しん頼らいに軽く感動する論だが、そんな時間はないようだった。

「ルールは知ってるんだよな？　時間ないんだからお前も考えろよ！」

　晴はる希きが言う。この「お前」とは当然論の事だ。残念ながら、結瑠にルールを教えている時間もない。頭を切り替かえて、論は先さき程ほど途と中ちゆうで止まっていた質しつ問もんを思い出そうとする。

　だがそれより早く、晴希が質問を始めた。

　その質問は、論が想定しているものとは全く違ちがう形のものだった。

「男と女の関係は重要か？」

〈ＹＥＳ！〉

（ほう、なるほど……）

　こういう風に質問をすれば、まずは問題文の中から特に重要な要よう素そをピックアップする事ができる。これは論にとって目からうろこの質問方法だ。

　男と女の関係が重要。という事は、さっき考えていた質問はビンゴのはず。晴希の後に続いて論も質問を始める。

「男と女は恋こい人びとか？」

〈ＮＯ〉

「じゃあ、友達？」

〈ＮＯ〉

「家族？」

〈ＮＯ〉

「仕事関係？」

〈ＮＯ〉

「……単たんなる知人？」

〈ＮＯ〉

　だが、今度の結果は五連れん敗ぱい。

（……他に何か、人間関係があるか？）

　論ろんが考えている内に、晴はる希きが先に質しつ問もんを投げる。

「他人？」

〈ＹＥＳ！〉

　ああそうか、知人がＮＯなら他人か……と納なつ得とくしそうになって、論の思考が停止した。

　ウミエルはさっき、男と女の関係は重要かという質問に〈ＹＥＳ！〉と答えた。なのにその関係が他人とはどういう事か？

（じゃあ何か、この男は赤の他人の女の部屋に入り、風ふ呂ろ場ばに水を捨すてて出ていったという事か？　さすがにわけが分からない……）

　論と同じくそれ以上二人の関係について何も思いつく事がなかったらしい晴希が、方向性を変えて怒ど涛とうの質問攻こう勢せいを始める。

「男と女以外に、重要な登場人物はいるか？」

〈ＮＯ〉

「男が女でもこの状じよう況きようは成り立つか？」

〈んー、まぁＹＥＳ？　女でも成り立つけど、男の方が自然かな〉

「捨てるのは水である必要がある？」

〈んー、それはＮＯ。水じゃなくてもいいけど、水の方が都つ合ごうがいいです〉

「水を買うのは自じ動どう販はん売ばい機きじゃないと駄だ目め？」

〈ＮＯ。スーパーでもコンビニでも〉

「水を捨てる場所はお風呂場じゃないと駄目か？」

〈んー、それもＮＯ。お風呂場じゃなくてもいいけど、お風呂場の方がいいかな〉

（なるほど、そういう聞き方もあるのか……）

　このゲームに慣なれているらしい晴希の質問の仕方はかなり参考になる。特に「水でなければいけない」というような情報が得られれば、それは大きなヒントになるだろう。

　だが今回の場合、増ふえていくのは曖あい昧まいな情報ばかり。ウミエルの答え方からしても、クリティカルな質問はできていないようだ。

　一方、論の中には新たな推すい理りが組み上がりつつあった。

　ポイントは、男と女が他人だという事。他人の家に、しかも女のバスルームに、男はどんな理由で入ったのか？　その答えが一つ見つかったのだ。

「男は何かの業者か？」

　そう、例えば引ひつ越こし業者？　リフォーム業者？　いや、もしかしたらバスルームの排はい水すい溝こうか何かを修しゆう理りしに来たのかもしれない。そうだ、それなら配はい管かんの確かく認にんとかで水を流す理由もあるんじゃないか？　これは、かなりいい線を──

〈ＮＯ〉

　すげない一言で、論ろんの推すい理りは全ぜん否ひ定ていされた。

（おのれ……でもそうか、仕事関係は〈ＮＯ〉だったな……いや、しかし念のため……）

「……バスルームは、何か故こ障しようしていたか？」

〈ＮＯ〉

　未み練れんがましい質しつ問もんもばっさりと切って捨すてられる。

（駄だ目めだ、次の質問が思い浮うかばない……）

　それは晴はる希きも同じで、あーだのうーだの唸うなりながら自分の頭をぽくぽくと叩たたいている。ああやっていると何か思いつくのだろうか、むしろ飛んでしまいそうだ、などと考える論。

　論は改めて手に入れた情報を整理しなおす。

　男と女は他人である。女と女でもいいが、男と女の方が自然。捨てるのは水でなくてもいいが水の方がよく、バスルームでなくてもいいがバスルームの方がいい……

（うん、さっぱり分からん）

　ウミエルは宙ちゆうに浮うかんだ魔ま法ほうの杖つえに腰こし掛かけて、組んだ足をぶらぶらさせながら、悩なやむ論達を楽しそうに見下ろしている。ほっぺたをぐにぐにつねってやりたい欲よつ求きゆうが論の中に湧わく。

「……あのさ」

　沈ちん黙もくの中、次に声を上げたのは予想外の人物だった。

　それまで論と晴希の質問を黙だまって聞いているだけだった結ゆえ瑠るが、遠えん慮りよがちに手を上げている。

「よく分からないんだけど……その部屋に、女はいたの？」

　その質問に、論が首を傾かしげる。

（そりゃあ、家主がいなければ他人の部屋に入るなんて……）

〈ＮＯ！〉

（……何だと？）

　返答は、ＮＯ。しかも感かん嘆たん符ふつき。

　男は、赤の他人である女の部屋に、女が不ふ在ざいの時に入った。これは新たな情報だ。

（という事は……泥どろ棒ぼうか？　だが、泥棒がなぜバスルームに水を捨てる必要が……）

　しかし、その情報を基もとにした論の新たな推理はやはり的まと外はずれだ。

　その答えは、結瑠があっさりと導みちびき出した。

「じゃあ、その男さ……ストーカーだったんじゃないの？」

　論の表情が固まった。

〈ＹＥＳ！　結瑠ちゃんＹＥＳ！〉

「ちゃんって……まぁいいけど……」

　ウミエルの返答は、今までで最も強いもの。

　男はストーカーだった。それが【状況シチユエーシヨン】を【解明クリア】するための重要な情報という事だ。

　だが、だとしたら。

　論ろんは一つの予感に襲おそわれる。

（もしかしたら……俺にはこの問題、解とけないのかもしれない）

　あらゆる問題を、パズルを、謎なぞを解いてきた論には、ただ一つだけ、今までたったの一度も解けた事のない問題がある。

「ああそっか、ストーカー……！　ん？　でも、ストーカーがなんでお風ふ呂ろ場ばで水を捨すてるんだ……？　何か盗とったりするならともかく……」

　論と同じく、ストーカーという答えに一いつ瞬しゆん納なつ得とくし、しかしその後がやはり続かない晴はる希き。

「いや、だからさ……」

　そこへ、結ゆえ瑠るが続ける。

　根本的な発想を、水平方向へずらしたその答えを。




「お風呂場の空気がほしかったんでしょ？」




　これは。

　この発想は、論には無理だった。

「お風呂場の、空気……？　どういう事？」

　晴希も論と同じく、水にばかり気を取られてペットボトルの用よう途とにまで発想が及およんでいない。

　だが、論と晴希でその原げん因いんは大きく異ことなる。

「だから、お風呂場でペットボトルの水を捨てたら、代わりにペットボトルの中はお風呂場の空気でいっぱいになるでしょ？　それってつまり、女がいつも裸はだかでいる場所の空気なわけじゃない。それがほしかったんでしょ」

「……ああ！　そっか、そういう事か！　うわ、気持ち悪いな！」

「中身が水の方がいいっていうのも、お茶とかジュースとかだと匂においが混まざっちゃうからじゃないの？　水なら無む味み無む臭しゆうだしね」

「うえー……お前よくそんなの分かったな……もしかして似にたような事してるのか？」

「してないわよっ！」

　じゃれ合う二人は微笑ほほえましいが、論の胸きよう中ちゆうには苦にが々にがしい思いが渦うず巻まいている。それはただ単たんに、問題を自分の手で解く事ができなかったからというだけではない。

「なぁ結瑠……その男は、ペットボトルの空気をどうするんだ？」

　論の質しつ問もんに、結瑠は一いつ瞬しゆんだけ表情を沈しずめ、それから殊こと更さらに顔をしかめてみせる。

「さぁね。吸すったり嗅かいだりするんじゃないの？　ド変へん態たいね。気色悪いったらないわ」

　それが自分への気き遣づかいである事を、論は分かっている。結瑠はいつも、論に優やさしいから。

　だから論ろんは、ついつい甘あまえてしまう。

「それは……愛なのか？」

「……歪ゆがんでるけど、愛でしょうね」

　そんな事を、結ゆえ瑠るの口から言わせてしまう。結瑠が傷きずつくと分かっているのに。

　やはり、駄だ目めだ。

　論には、愛する女の部屋の空気を欲ほしがる男の気持ちが、欠片かけらも理り解かいできなかった。

「そうだ！　ウミエル、今のが【解答アンサー】でいいか？」

　思い出したように、晴はる希きが天使に向かって声を上げる。そう言えば正式な【解答】の宣せん言げんはまだしていなかった。結瑠はルールを知らないのだから無理もないが。

〈んー、なんだか締しまらないけど……でも、今日の私は機き嫌げんがいいから、ＹＥＳ！〉

　ウミエルが答えて魔ま法ほうの杖つえを振ふると、色のついた影かげ絵えが動き出した。昨日と同じ、天使のナレーション付きの再さい現げんドラマ。ドラマは最後、不気味に笑う影の男を映うつして終わる。

　その不気味な笑みとは対たい照しよう的てきに、ウミエルは無む邪じや気きな笑みを口元に浮うかべていた。

〈久ひさしぶりに、たくさんの人と遊べました〉

　嬉うれしそうに言って、魔法の杖を横に振る。霧きりのように消えていく影絵。

　続いて、闇やみの中の巨きよ大だいな壁かべに、音を立てて新たな亀き裂れつが走る。

〈おめでとうございます……【状況シチユエーシヨン解明・クリア】！〉

　ウミエルが叫さけび、魔法の杖を振り上げて。

　水すい晶しようが割われるような透とう明めいな音と共に、闇やみの世界の天てん蓋がいが砕くだけ散った。




　　　　　○




　論が目を開けると、弁べん当とう箱ばこがあった。

　顔を上げる。目の前では論と同じように、すすめも顔を上げている。

　論の手がまだ自分のすぐそばまで伸のばされている事に気付き、慌あわてて身を引くすすめ。この反はん応のうは、また論を【空間エリア】に引き込こんでしまわないようにという気き遣づかいなのか。それともただ単たんに、いきなり触さわってきた事を忌き避ひしているだけなのか。論には分からない。

　同時に、すすめの隣となりでは晴希が、論の隣では結瑠が顔を上げている。どうやら皆みな、無事に帰ってこられたようだった。

「……あ、触さわれる……」

　目を覚ました結瑠が最初にした事は、論に触れるかどうかを確認する事だった。腕うでに触ふれている結瑠の手に、論も自分の手を重ねる。

「な、死んでないだろ？」

「うん……でも、今の、何だったの……？」

　その質しつ問もんに答える術すべを、論ろんは未いまだに持っていない。答えられるとすれば、それは。

　論は静かにすすめと晴はる希きに目を向ける。

「……さすがに、教えてもらえるんだろ？」

「…………」

　それでも晴希は質問に答えず、ただ黙だまって席を立つ。

「おい……」

　思わずその腕うでを摑つかんでしまう論。俺とした事が、紳しん士し的てきな振ふる舞まいではない……そう思いながらも、さすがにこれ以上はぐらかされるのは耐たえられなかった。

「……話す事なんか何もない！　夢ゆめだ、忘わすれろ！　すすめ、行くぞ！」

　論の手を振ふり払はらい、すすめを連れて教室を出ようとする晴希。

　だが、すすめは立ち止まり、論の方に向き直って合成音声の端たん末まつを取り出した。

　今度は登録している音声ではない。一文字ずつ入力しているのが論にも分かる。

　使い慣なれた手つきで素す早ばやく指を動かし、数秒後、その端末から発せられた音声は。

〈迷めい惑わくです〉

　淡たん白ぱくで、明めい確かくな。

〈これ以上、私に関かかわらないでください〉

　それ以上ないほどの、拒きよ絶ぜつの言葉だった。

　一いつ般ぱん的てきな高校生なら、こんな事を言われた時点で相手との交流を諦あきらめてしまっても仕方がないだろう。もう無む駄だだと相手に見切りをつけるか、自分は本当に迷惑なのだと自じ重ちようするかの違ちがいはあるにしても。

　だが。

　すすめにとっては幸か不幸か、論は一般的な高校生ではなかった。

「お前の迷惑なんて関係ない」

　人間関係は円満に。

　常つねに心がけている自みずからの在あり方を、今だけ論は放ほう棄きしてしまう。

「これは俺への出題だ。出題された以上、俺はその問題を解とき尽つくす」

　でなければ、そうしなければ。

　論は、自分が人間である事すら認みとめられなくなってしまうかもしれないのだから。

　迷惑だと言った相手に、お前の迷惑など関係ないと言い返される。これはすすめにとっても衝しよう撃げきだったようで、指先を固まらせたまま反論しようともしない。晴希もまた、呆ぼう然ぜんと論の顔を見ているだけだ。

「論」

　ぺし、と論の頭を叩たたいたのは、結ゆえ瑠るだった。

　論が振ふり返ると、結瑠のつり目がちの瞳ひとみが、二人の眼鏡めがねのレンズ越ごしにも歪ゆがむ事なく、真っ直すぐに論ろんを射い抜ぬいている。

「駄だ目めよ論。それは、愛じゃない」

　愛、と口にしたその一いつ瞬しゆん、結ゆえ瑠るの表情に痛いたみが走る。

　それを見て、ようやく論は冷静さを取り戻もどした。

「……すまない。瑞みず平ひらにも来くる栖すにも、迷めい惑わくをかけるつもりなんてないんだ」

　言って律りち儀ぎに頭を下げる論に、晴はる希きが戸と惑まどった視し線せんを向ける。

「ただ、夢ゆめだと思うのも忘わすれるのも、無理だって分かるだろ？　だから……気が向いた時でいい。少しずつでもいい。あれがいったい何なのか、教えてほしい」

　すすめと晴希の関係は確たしかに特とく異いだが、論と結瑠の関係もまた、違ちがった意味で特異である。それに気付いた晴希から、立場の逆ぎやく転てんした問いが投げかけられる。

「……何なんだ、お前ら」

「それはこっちの台詞せりふでもあるんだけど？」

　強気に言い返すのは結瑠。論が押おすなら結瑠が引き、論が引くなら結瑠が押す。それはもうずっと昔からの二人の関係だった。状じよう況きようは全く理り解かいできていないながら、結瑠は的てき確かくな判はん断だんで論のフォローに回っている。

　睨にらみ合う結瑠と晴希。

　論は頭を上げて、その視線をすすめへ向ける。

　論の視線を受けたすすめが、逡しゆん巡じゆんの果てに端たん末まつに何かを入力しようとしたその時。

　昼休みの終しゆう了りようを告げるチャイムが、四人の会話を強きよう制せい的てきに終わらせた。

「……少し、考えさせてくれ」

　晴希の言葉に論が頷うなずく。

　そして四人は準じゆん備び室しつを出て、各おの々おのの教室へと戻った。

　すすめと二人で教室へ戻った事に対する、周りの生徒達からの好こう奇きの視線と、カメラ小こ僧ぞうからのシャッター音。

　その全てが、論はひどくうっとおしかった。




　　　　　五




　夜。

　論は自室の机つくえで独ひとり、愛、という言葉を辞書で調べている。

　これは「分からなかったらすぐ辞書引く！」という母親の教えによる。

　ある時期を境さかいとして、論は親からの毎年の誕生日プレゼントに新しい辞書を要求するようになった。今では一〇冊さつを超こえた辞書のどれかで、すっかり記き憶おくしてしまっている『愛』の語義を調べるのが論の日課である。




　あい【愛】


　　◇かわいいと思う心。「親の──」「愛情」

　　◇異い性せいを恋こい慕したう心。「──の告白」「恋れん愛あい」

　　◇好み、親しむ気持ち。「愛読・愛好」

　　◇惜おしむ。「割かつ愛あい」

　　◇大事にする。「自愛」






　昼間の【状況シチユエーシヨン】を思い出す論ろん。ペットボトルを使い、女の部屋の空気を手に入れようとしたストーカー。結ゆえ瑠るはそれを歪ゆがんだ愛だと言った。

　この辞書に照らし合わせると『異性を恋い慕う心』に当たるのか？　それとも『好み、親しむ気持ち』か？　結果的には『大事にする』にもなるのかもしれない。

　だが、駄だ目めだ。

　何冊の辞書を読んでみても、何冊の恋愛小説を読んでみても、毎朝結瑠と愛の言葉を交わしてみても……論には未いまだ、それがさっぱり理り解かいできなかった。

　論は、愛が理解できない。

　人が当たり前のように理解している、その事が。

　例えば、結瑠がかわいい、というような事は分かる。大切だという事も、理り屈くつでは理解できる。しかしそれが『愛』なのだという感覚が、全くもってぴんとこない。

　恋愛、友愛、家族愛、動物への愛、物への愛、自分への愛……そのどれもが分からない。

　譲ゆずれないものはあるか？　ＮＯ。失くしたくないものはあるか？　ＮＯ。離はなれたくない人はいるか？　ＮＯ。夜も眠ねむれないほど考えてしまう誰だれかや何かがあるか？　強しいて言うならば、この『自分が愛を理解できない』という事実を狂くるおしいほどに考えて眠れない夜はあるが。

　例えばもしも明日、親や結瑠が交こう通つう事じ故こで死んだとしたら。

　論には、自分が悲しむ姿すがたが想そう像ぞうできない。残念に思うだけだろう。あれだけ自分の事を愛してくれている、らしい、結瑠が相手でもそうなのだ。

　自分の中には、愛がない。

　それはもう、論にとって疑うたがいようのない事実だった。

　そして実のところ、その原げん因いんにも心当たりがある。

　幼おさない頃ころ、論はふざけて家の屋根に上り、落ちて庭の敷しき石いしに後頭部をぶつけた事がある。

　きっとあの時、頭ず蓋がい骨こつに走ったひびの隙すき間まから、自分の中にあった愛が零こぼれ落ちてしまったのだ。論はずっとそう思っている。

　それまでは普ふ通つうに笑ったり泣いたり怒おこったりしていたような気がするのだが、それ以い降こう、論の中からは人ひと並なみの情じよう緒ちよが失われた。

　論ろんはしばらく、自分自身の異い常じように気付かなかった。

　だが、小学生になってしばらく経たった頃ころには、周りの生徒達と比くらべる事で、明らかに自分がどこか欠落している事に気付き始めた。

　みんなが笑っている時に、俺だけ笑えない。みんなが泣いている時に、俺だけ泣けない。みんなが怒おこっている時に、俺だけ怒れない……

　それから論は、猛もう烈れつに勉強と運動に打ち込こむようになった。

　自分は根本的な部分で人として欠けてしまった。ならば、別の部分でその欠落を埋うめなければ──幼おさないながらにそんな事を考えたのだろうと、今になって思う。

　それに加え、勉強や運動は仕組みが理り屈くつで理り解かいでき、その結果が成せい績せきとして表れる事に大きな安心感を抱いだくようになっていた。成績が上がる度たびに人間に戻もどれるような気がしていた。

　だから論は、問題を解とく。

　学校の勉強に限かぎらず。クイズを。パズルを。迷めい路ろを。頭の体たい操そうを。推すい理り小しよう説せつを。

　問題を解くという事は、対象を理解するという事だ。

　こうやって問題を解き続けていれば、数学の答えのように、完成したパズルのように、迷路の出口のように……いつか『愛』が理解できるのではないか。そう思って。

　結果、勉強や運動で人の上を行くようになった論は、対人関係に気を遣つかうようになった事もあり、今ではなんとか人並みの感情を演えんじる事ができている。

　だが、それは所しよ詮せん薄うすっぺらな張はりぼてでしかないのだと思い知らされる事がある。

　例えば今日の、すすめとのやり取りだ。

　迷めい惑わくだ、と言ったすすめに対して論は、お前の迷惑など関係ない、俺は問題を解く、と言い返してしまった。

　結局のところ、自分の事しか考えていない。

　結ゆえ瑠るの言った通りだ。そんなのは愛じゃない。

　論はたまに、自分の中に大きな空くう洞どうがあるのを感じる。

　普ふ段だんは、勉強や運動の成績で作られた薄っぺらい板と、小説やハウツー本で学んだ対人関係のいろはで作られた頼たよりないつっかい棒ぼうで、その空洞に蓋ふたをしている。

　けれどたまに、日にち常じようの中で『愛』らしきものを目にする時。それが理解できない時。

　自分の中の空洞が真空になって、蓋も棒も空洞の中に吸すい込まれて、自分の体さえも内側に潰つぶれてしまうんじゃないかというような途と方ほうもない不安と恐きよう怖ふを、感じる事がある。

　もしかしたら──

　その不安と恐怖が、論に残された、最も愛に近い感情なのかもしれない。













　　　　　幕間








　【匿とく名めいの手紙】




　さる×月×日、Ｏオー大学医学部より、二〇代女性の篤とく志し献けん体たいが一体、とよのえ病院へ極ごく秘ひ裏りに搬はん送そうされし旨むね、貴き殿でんにお伝えしたく候そうろう。かかる事実の意味せしむるところ、貴殿におかれては了りようせられしものと信じ、腐くさりある内ない腑ふを浄じようせんがための一刀たらんと筆を執とるもの也なり。


輝かが智ち何なに某がし








　　　　　○





　【調査報告書】




　ご依い頼らいの三件けんに関しまして、いずれも事件の数日前に大きな額がくの借金を全ぜん額がく返へん済さいしているという事実が確かく認にんできました。詳しよう細さいな調ちよう査さ結けつ果かは別紙をご参照ください。なお、返済金の出で所どころに関しては三件とも不明ですが、調査は可か能のうかと思われます。

　これ以上の調査をお望みであれば、一週間以内にお手続き頂いただければ追加の必ひつ要よう経けい費ひ及および調査費用のみで継けい続ぞく案あん件けんとしてお請うけしますので大変お得です。

　一週間を過すぎますと新しん規きの案件となり、別べつ途と依い頼らい料りよう金きんが発生しますのでご注意ください。









[image: 【第三問】]
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　Ｏオー県立社会教育総合センター、九重ここのえ青少年の家。

　豊とよ野の重え町より車で約二時間。くじゅう連山の一つである下しも泉せん水すい山ざんの麓ふもと、標高九三五メートルの山さん岳がく地ち帯たいにその施し設せつはある。

　周囲を牧草地や森、温泉などの大自然に囲まれており、ウサギやキツネ、タヌキやシカなどの野生動物が顔を出す事も珍めずらしくない。集しゆう団だん宿しゆく泊はく体たい験けん、自然体験活動、環かん境きよう学がく習しゆうといった活動を通じ、心身ともに健康で情じよう操そう豊ゆたかな児童生徒の育成を目指す社会教育施設である。

　その駐ちゆう車しや場じように、豊野重高校の二年生を乗せた四台のバスが次々と到とう着ちやくした。

　五月。新学年が始まって一ヶ月足らずのこの時期、豊野重高校では毎年、生徒達の親しん睦ぼくを深める事を目的とした一泊二日のオリエンテーション合宿が催もよおされている。

　そして今年の二年生の合宿先が、ここであった。

「大自然！　いいね！　はいみんなポーズ！　チーズ！」

　早速カメラ小こ僧ぞうが自じ慢まんの腕うでを存ぞん分ぶんに発はつ揮きしてパシャパシャと写真を撮とりまくっている。いつもは空の彼方かなたにかすんでいる山々の稜りよう線せんがはっきりと見えているというだけでも、写真を撮りたくなる気持ちも分かるというものだ。

　豊野重町も田舎いなかである事には違ちがいないが、この場所に比くらべればまるで都会のようにも思えてくる。到着後、宿泊施設に荷物を置き次し第だい早々に開始された山歩きでは、最初は面めん倒どう臭くさがっていた生徒達も、町中では見られない大自然の風景にすぐに目を輝かがやかせるようになった。

　これより催される各種活動は、あらかじめ決められた班はんによって行われる。人数や男だん女じよ比ひの関係で多少の違いは出るが、基き本ほん的てきには男子三人、女子三人の六人組だ。

　論ろんの所しよ属ぞくするＡ組の四班は基本通りの六人組。出席番号順で決められた事もあって元々教室での席が近く、すでにある程てい度どは打ち解とけているメンバーだ。

　ただ一人を、除のぞいては。

　和わ気き藹あい々あいとしている五人の集しゆう団だんから、一人だけ後ろに外れてついてくる人物──言うまでもなく、瑞みず平ひらすすめである。

　合宿中、生徒達は学校指定のジャージ姿すがたですごす。当然すすめもそうなのだが、やはり頭にはフードを被かぶっており、ほっかむりのようになっている。いつもの白しろ手て袋ぶくろが軍手になっている事もあり、山菜を採とりに来たおばちゃんのようにも見えた。

　班のメンバーは五人とも初めてすすめと同じクラスになったので、特別すすめを嫌きらっている者はいない。特に女子生徒などは健けな気げにもコンタクトを取ろうとするのだが。

「み……瑞平さん、アメ食べない？　私、いっぱい持ってるから……」

　無表情で（とは言っても、前まえ髪がみとマスクで見えないのだが）首を横に振ふるすすめ。

「そ……そっか……甘あまいんだけどな……」

　引きつった笑みでそのアメを自分の口に放り込こむ女子生徒Ａ。

「あ……ほ、ほら見て瑞みず平ひらさん！　なんかかわいい鳥がいるよ？　何だろう！」

　無表情で端たん末まつを取り出し、軍手を外すすすめ。なんと軍手の下にまでいつもの白しろ手て袋ぶくろをはめていた。流石さすがに軍手をはめたままでは操そう作さできないのだろうが、その時のために手袋を二重にしているという徹てつ底てい振ぶりには流石の論ろんも呆あきれを覚えてしまう。

　果たして、そうまでして何を言いたいのかと思えば。

〈メジロです〉

「そ……そうなんだ……わざわざ、ごめんね……」

　すすめに「はい」か「いいえ」で答えられない質しつ問もんをするという事は、つまり端末を使わせてしまうという事である。やってしまった感に襲おそわれて落ち込む女子生徒Ｂ。

　そんな彼女達を見ていて、男達も放っておけなくなったらしい。

「も、物知りなんだね瑞平さん！　今度勉強教えてもらおうかな!?」

　無表情で首を横に振るすすめ。

「だ……だよね……ごめん……」

　男子生徒Ａの玉ぎよく砕さいを見て、残った男子生徒Ｂが勇ゆう敢かんな行動に出る。

「み、瑞平さん、遅おくれてるけど疲つかれてるんじゃない!?　引っ張ぱってあげようか!?」

　そう言って手を差し伸のべる男子生徒Ｂ。おおっ、と他のメンバーが色めき立つ。

　無表情で端末を取り出し、手早く操作するすすめ。

〈触さわらないでください〉

「……ご、ごめんね……」

　かくして第一回・瑞平さんと仲良くなろうオリエンテーリングは、話しかけた四人の内のなんと三人までもが謝あやまってしまうという惨さん憺たんたる結果に終わった。

　爽さわやかな山の空気にどんよりとした澱おりが溜たまる。論は軽くため息をついて足を緩ゆるめ、後ろを歩くすすめに追いつかせようとする。

「なぁ瑞平」

　そろそろ並ならんだか、と思い横を向いて声をかけるが、そこにすすめの姿すがたはない。

　後ろを振り向く。

　すすめはさらに歩みを遅おそくし、論から距きよ離りを取っていた。

　さらに遅くする論。

　さらにさらに遅くするすすめ。

　論が止まる。

　すすめも止まる。

　振り返り、すすめの方へと歩き出す論。

　後ずさりするすすめ。

「っ！」

　山道を後ろも見ずに後ずさりするものだから、すすめの足が木の根に引っかかり、その体が大きく後ろへと傾かしいだ。

　慌あわてて駆かけ寄より、その体に手を伸のばす論ろん。軍手をはめているので直ちよく接せつ触ふれる心配はない。

　鍛きたえた体はこういう時に頼たよりになる。一いつ緒しよになって倒たおれるような事もなく、論はしっかりとすすめの腰こしを抱だきとめていた。

　その様子を見守っていた班はんのメンバー達が、おおっ、と小さな歓かん声せいを上げる。

　しかしその直後、すすめに突つき飛ばされる論を見て、ああ……と再ふたたびどんよりムードに戻もどっていくのだった。

　山歩きが終わると屋内の研けん修しゆう施し設せつを使った対たい話わ系けいのイベントが催もよおされ、続いて多目的広場を使った体力系のイベントとなる。カメラ小こ僧ぞうも大だい活かつ躍やくだ。

　またもや抜ばつ群ぐんの運うん動どう神しん経けいを見せつけた論は体育会系の部活員から勧かん誘ゆうされまくって大人気だったが、すすめは少しでも他人に触れる可か能のう性せいのある事は一切せず、その時には班員達も流石さすがに積極的に絡からもうとはしなくなっていた。

　自然と、班内における論の立場はすすめ担たん当とうになっていく。どれだけ拒きよ絶ぜつされても大して気にした風もなくコミュニケーションを取ろうとし続けるので、すすめ自身も拒絶する事に疲つかれ始めたようだった。とは言え、やはり最さい低てい限げんの距きよ離りは保たもっていたが。

　直接触れると【空間エリア】が発動する。はっきりそうと決まったわけではないが、それはもう間ま違ちがいないだろうと論は考えている。だとすれば、迂う闊かつに他人に近づけないのは仕方ないのかもしれない……とは思うのだが。

　休きゆう憩けい中ちゆう、独ひとりでぽつんと膝ひざを抱かかえて座すわっているすすめを見つけた論は、これまでの経けい験けん上じようでここまでなら大だい丈じよう夫ぶ、という距離に腰を下ろす。

　いつものすすめならそれでも立ち上がって逃にげていたかもしれないが、今日のすすめはもう疲れてしまったのか、その場でじっとしたままだった。

　学校の昼休み、準じゆん備び室しつで二度目の【空間】に入ってから、二週間が経けい過かしている。

　その間、「少し考えさせてくれ」という晴はる希きの意思を尊そん重ちようし、論は【空間】に関してすすめや晴希を問い詰つめる事を一切していない。

　すすめや晴希にとって、自分はまだ単たんなる同級生でしかない。重大な秘ひ密みつを打ち明けられるような相手ではない事は、冷静に考えればすぐに分かる。

　ならばまずは、少しずつでも打ち解とける事。

「一いつ緒しよに遊ばないか？」

〈遠えん慮りよします〉

「そうか」

　無む理り強じいはしない。【空間エリア】の事を聞き出そうともしない。

　論ろんはただ黙だまって座すわったまま、横目でちらりとすすめの顔を窺うかがう。自由に遊びまわるクラスメイト達をいったいどんな目で見つめているのだろう、と気になったのだ。

　だが、心を隠かくすベールのような前まえ髪がみに覆おおわれて、すすめの瞳ひとみは見えなかった。
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　運動の時間が終わると、屋外にある炊すい飯はん棟とうでの夕食作りだ。

　メニューはお約束のカレー。論ともう一人の男子生徒が二人で火起こし担たん当とうとなり、薪まきを取りに行って帰ってみると、なぜかかまどの前にすすめが立っていた。

「……どうした？　火起こしは俺達の担当だろ？」

　まさか仲間外れにされたのだろうか、気のいいやつらだがついに我が慢まんできなくなったのだろうか、と考える論に、すすめは端たん末まつを取り出して答える。

〈お米を洗あらう時は手て袋ぶくろを外せと言われました〉

「当たり前だ」

　これはもしかして瑞みず平ひらのギャグなのだろうかと一いつ瞬しゆん思い、まさかとすぐに否ひ定ていする。きっと手袋を外す事と料理担当を外される事で迷まよわず後者を選んだのだろう。

「あー、えっと……じゃ、じゃあ俺が調理の方に行くからさ、瑞平さんは論と一いつ緒しよに火起こしやってよ！　ね、決まり！」

　そう言って男子生徒は返事も待たず、薪だけを置いて逃にげるように去って行った。明らかに押おし付けられているが、論にとっては好都合と言えなくもない。

「……火起こし、やってみるか？　俺がやるのを見てるか？」

　言外に、一緒にやるかという意味を込こめて持ってきた薪を軽く持ち上げて見せると。

〈仕事はします。薪を置いて離はなれてください〉

　まるで身みの代しろ金きんの受け渡わたしのような言葉のチョイスに、論は肩かたをすくめてその場に薪を置き、言われた通りに三歩の距きよ離りを取った。

　再ふたたび白手袋の上から軍手をはめたすすめは、苦戦しながら薪の束を解とき、その中からかなり太めの一本を取り出して、マッチで火をつけようとする。

　だが、どうやらマッチに火をつける方法が分からないらしい。左手に持った薪を右手に持ったマッチでこすり、首を傾かしげている。

「……マッチの使い方、知らないのか？」

　すすめの動きが止まった。

　返事はないが、論の言葉が正しい事は明らかだ。それを認みとめて教えを請こうべきか否いなか、激はげしく内ない部ぶ葛かつ藤とうしているのかもしれない。

「こうやるんだよ。見てろ」

　マッチ箱を手に取り、マッチを擦すって火をつける論ろん。すすめがその様子を興きよう味み深ぶかそうにじっと見つめている。

「ほら。やってみな」

　言いながら論はすすめの目の前にマッチ箱を置いた。ゆっくりとそれを取り上げ、おっかなびっくり論の真ま似ねをするすすめ。

　何度目かの失敗の後、ついに小さな音を立ててマッチが燃もえ始めると、すすめは慌あわてたようにマッチと論に交こう互ごに顔を向けた。まるで小動物のような仕し草ぐさだ。

　そんなすすめの様子を見て、こいつは本当にお嬢じよう様さまなんだな、と論は思った。

　すすめとの出会いから約一ヶ月が過すぎ、論がすすめに関して知った事が一つある。

　瑞みず平ひらすすめは、Ｏオー県が誇ほこる一大電子機器メーカー、瑞平エレクトロニクスの社長令嬢だ。

　瑞平家は、豊とよ野の重え町を含ふくむ地ち域いき一帯を実じつ質しつ的てきに支し配はいしている地ち方ほう財ざい閥ばつの一部でもあり、地元の政せい界かい、経けい済ざい界かいとも密みつ接せつな繫つながりを持っている。すすめが学校で奇き妙みような格かつ好こうをしていても教きよう師しに咎とがめられないのにはそういう理由もあるのだ。

　そんな家の娘むすめだから、マッチで薪まきに火をつける機会などなかったのだろう。すすめはなんとか火をつけたマッチを太い薪に近づけ、端はしを炙あぶり始める。当然、薪に火がつくよりも先にマッチが短くなってしまい、危あやうく軍手の指先を焦こがしかける。

「……いきなりそんな太い薪に火がつくわけないだろ。貸かしてみろ」

　すすめの手から薪を取り上げる論。弾はじかれたように手を離はなしたすすめは、勢いきおい余あまって後ろにぺたりと尻しり餅もちをついてしまう。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺も軍手してるから」

　どうせ拒きよ否ひされる事は分かっているので、論はすすめを助け起こす事をせず、淡たん々たんとかまどの準じゆん備びを進める。

　新聞紙と枯かれ葉を丸め、その上に小こ枝えだを何本も重ね、新聞紙に火をつける。

「小枝が燃え出したら、少し太い枝を重ねる。それが燃え出したらもう少し太く。そうやって少しずつ薪を増ふやしていくんだ。分かるな？」

　ぱちぱちと小さく燃え始めた炎ほのおを見ながら、すすめが小さく頷うなずく。

「じゃあ、同じようにやってみろ」

　かまどは一班はんに二つ割わり当てられている。論に倣ならい、すすめがもう一つのかまどに火を入れるのを見て、論は初めてすすめとまともなコミュニケーションが成立したような気がした。

　それからしばらく、二人は言葉を交わす事もなく、火に薪をくべ続ける。

　炎を見守る二人の距離は、普ふ段だんからは考えられないほどに近い。

　今なら、少し踏ふみ込んでみても大丈夫かもしれない。

　そう思った論が、すすめに話しかけようとしたところで。

「あ、いたいた。おーい論ろんー」

　名を呼よぶ声に振ふり返ると、無む邪じや気きに手を振りながら結ゆえ瑠るが近づいてきた。別クラスの結瑠とは当然班はんも違ちがうので、会うのは朝以来だ。

　よく見るとその後ろには晴はる希きもいて、すすめと一いつ緒しよに座すわっている論に警けい戒かい心しんたっぷりの視し線せんを投げつけてくる。

「なんでお前が一緒なんだよ……すすめ、何もされなかったか？」

　こくりと頷うなずき、立ち上がって論からいつもの距きよ離りを取るすすめ。なんとなく、手なずけた猫ねこがまた離はなれてしまったような落らく胆たんを感じる論。

「なんだお前ら、自分の班はいいのか？」

「カレー作るのに五人も六人もいらないでしょ。野菜だけ切って抜ぬけてきたわ」

「一緒に来たのか？　いつの間にか仲良くなったんだな」

「は？　仲良くなんてなってないわ。勝手について来ただけよ」

「ああ、お前いたのか？　チビだから見えなかったよ」

「あ？　もう一回言ってみなさいよアンタぁ……」

「なんだ？　やんのか？　泣かせるぞコラ？」

　どうやら本当に仲良くなってはいなかったらしい。一五センチ以上ある身長差をものともせずに睨にらみ合う二人を、平へい和わ主しゆ義ぎを心がける論がどうどうといなす。

「やめろ二人とも。せっかくの親しん睦ぼくを深める合宿なんだ、仲良くしようじゃないか。で、結瑠は何か用があったのか？」

「デートのお誘さそい。ご飯食べたらお風ふ呂ろ入って、それから天てん体たい観かん測そくでしょ？　その時間、二人で抜けない？」

　この研けん修しゆう施し設せつにはスタードームという設せつ備びがある。二〇〇ミリの天体望遠鏡が設置されており、人数的に全員は無理なので昼のオリエンテーリングで好こう成せい績せきを収おさめた上位一〇班が順番で使用する事ができる。そしてそれ以外の生徒達には、外で肉にく眼がんによる星空観賞という名の自由時間が与あたえられていた。

「あの時間も班行動だろ？　それに俺の班はスタードーム使うぞ？」

「守るやつなんかいないわよ。スタードームは一班につき一〇分ずつでしょ？　その時だけ班にいればいいじゃない」

「ふむ……まぁいいか」

　基き本ほん的てきに、論は結瑠の誘さそいを断ことわらない。満足げに微笑ほほえむ結瑠。

　そんな二人の横で、晴希はすすめに身を寄よせてぼそぼそと小声で話している。何を話しているのか、論には全く聞こえない。論とすすめの間にはあり得ないその距離の近しさが、二人の関係の深さを感じさせた。

　その距離に少しでも近づくべく、論は二人に提てい案あんする。

「どうせ二人も抜ぬけるんだろ？　よければ四人で話さないか？」

「……例の話なら、まだ……」

「いや、そうでなく。単たん純じゆんに、同どう級きゆう生せいとして親しん睦ぼくを深めないかって事だ」

　最終的には、いずれ【空間エリア】の事を話す気になるような友好的な関係を築きずくためという目的はある。だがそれは、単純に仲良くしようという事でもあった。

「あー……」

　頭をかきながら、晴はる希きが何かを答えようとしたその瞬しゆん間かん、唐とう突とつなシャッター音と共に眩まぶしいフラッシュが炊たかれた。

「おっ、瑞みず平ひらさん見っけ！　薪まきを持ってる姿すがたも似に合あうね！　お友達と一いつ緒しよにはいチーズ！」

「勝手に撮とんなっつってんだろ！」

「ごふぅっ！」

　突とつ如じよ現あらわれたカメラ小こ僧ぞうを、晴希の美しい回し蹴げりが速すみやかに排はい除じよする。やはり空手の心こころ得えがあるのかもしれない。それでもカメラには手を出さない辺りは晴希の理性なのだろうか。

　そんなカメラ小僧について来たわけでもないのだろうが、調理場の方から論ろんの班はんのメンバーが鍋なべと釜かまを持って歩いて来た。

「おーい論、火ぃついたかぁ？」

「あっちは準じゆん備びできたらしいな……ほら、お前らももう戻もどれ。来くる栖す、よければさっきの話」

「……まぁ、考えとくよ」

「じゃあ論、後でね」

　論に手を振る結ゆえ瑠るとすすめに手を振ふる晴希。二人が去っていくと同時に班員達が近づいて来て、無事に火がついたかまどに鍋と釜を載のせる。

　傍かたわらに倒たおれたままのカメラ小僧が、ぱしゃりとシャッターを切った。
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　大だい浴よく室しつの利用人数は一度に三〇人まで。利用時間は特に区切られておらず、就しゆう寝しんまでに各自自由に入る事となっている。

　昼間に運動をした事もあって女子は食事を早く済すませて先に入る者も多く、ゆったりと食事をした結瑠が浴室に入った時はスペースに多少の余よ裕ゆうができていた。

　源げん泉せんかけ流しのお湯でかけ湯をし、シャワーの前に腰こしをおろす。誰だれか親しい相手はいないかしらと浴室内を見み渡わたすが、眼鏡めがねを外しているため輪りん郭かくがぼやけて顔まではよく分からない。

　まぁいいか、と頭を洗い始めてしばらくすると、すぐ隣となりに腰を下ろした女子がいた。

　細く目を開けてその体を盗ぬすみ見る結瑠。身長の低い自分と比くらべて手足がすらりと長く、腰回りも引き締しまっている。スポーツでもしているのだろうか。

　そしてなんと言っても、自分とは比くらべるべくもないその立りつ派ぱなお胸むねである。これは学年内におけるバストヒエラルキーでもかなり上の方ではないのだろうか。

　運命の理り不ふ尽じんさを呪のろい、手早く髪かみを洗あらって、湯ゆ桶おけに溜ためたお湯を勢いきおいよくかぶる。泣いているのではない、シャンプーが目に染しみただけなのだ。

　この恨うらめしい肉体の持ち主は誰だれなのか、と横顔を睨にらむように見る結ゆえ瑠る。眼鏡めがねがなくともこの距きよ離りなら顔も見える。しかし、どうにも見覚えがない。いや、微かすかに見覚えが……

　無ぶ遠えん慮りよな視し線せんに気付き、相手も結瑠と目を合わせてきた。しかし相手の方も結瑠が分からないようで、二人でしばしじっと見みつめ合う。

　やがて、先に気付いたのは相手の方だった。

「……ああ、お前か」

　その声を聞いて、やっと結瑠にもそれが誰なのか分かる。

　隣となりにいたのは、サイドポニーを下ろした晴はる希きだった。

「小さくて見えなかったって？」

「いや、眼鏡してないだろ。だから分かんなかった」

「あ、そう言えばそっか」

「お前はよく分かったな。あたし髪下ろしてるのに」

「分からなかったわよ。声で気付いたの」

「ああ」

　それ以い降こう、二人は黙だまって体を洗い始める。別に無理して会話する必要もないと互たがいに思っていたのだが、ふと、結瑠は晴希の隣にいるべき人物がいない事に思い当たる。

「……そう言えばあの子、瑞みず平ひらさん。お風ふ呂ろはどうするのよ」

　あれから結瑠は【空間エリア】について論ろんから一通りの話を聞いている。自分も一度体験した以上、それを疑うたがうという選せん択たく肢しはなかった。

　論の話によると、すすめの肌はだに触ふれると【空間】が発動するという事だった。ならば集しゆう団だんで入浴などできるはずもないのは当然だが、だからと言って女子高生が運動をした後にお風呂に入らないなどというのはもっと考えられない。

「さっき小浴室でシャワーだけ済すませた。誰も入らないようにあたしが見み張はって」

「あんた従じゆう者しやみたいね……寝ねる時は？」

「空あいてる部屋に忍しのび込こんで二人で寝る」

「楽しそうでいいわね」

　皮肉のような言い方になってしまったが、結瑠は本当に少し楽しそうだなと思っていた。

　幼おさない頃ころ、論と二人で押おし入いれに忍び込んで寝ていたところ、朝起きて二人がいない事に気付いた親が大おお騒さわぎして、結果的に二人仲良く怒おこられた事を思い出す。

　結瑠が口元をほころばせていると、晴希の思いもよらぬ真ま面じ目めな声が返ってきた。

「すすめはそもそも合宿を休むつもりだったみたいだけど、あたしが説得して来させたんだ。こういうのは、思い出だからな」

　その声音から、晴はる希きがすすめを本当に大切に思っている事が伝わってくる。

「それはいい仕事をしたわね。でも、だったらなおさらあんた達二人だけで終わってちゃ意味ないじゃない」

「…………」

「論ろんの誘さそいに乗ってみる気はない？　知り合ったばかりの同級生と、合宿で夜に抜ぬけ出して星を見るとか、いい思い出になるわよ」

　すぐには答える事なく、晴希は体についた泡あわを流して湯ゆ船ぶねへと向かう。結ゆえ瑠るもその後に続き、隣となりに身を沈しずめる。

　気持ち良さそうに大きく息を吐はいて、会話を再さい開かいさせる晴希。

「……あの話になるだろ？」

　あの話。もちろん【空間エリア】の事だ。

「さぁ。それは論とあんた達次し第だい」

「忘わすれろってのが無理な話なのは分かってる。でも、あんまり言いたい事じゃないんだよ。忘れた事にしてくれないか」

「別に、私はそれでもいいんだけどさ」

　晴希は本音で答えている。だから結瑠も、本音で答える事にする。

「でも、論が答えを知りたがってるから」

　結瑠がすすめと晴希にこだわる理由は、それが全てだ。

「私は論のためならなんでもする。そういう気持ち、あんたにも分かるんじゃないの？」

　返事はない。だが、結瑠の言う通りだ。晴希には結瑠の気持ちがよく分かる。

　晴希も、すすめのためならなんでもする。

　だからこそ現げん状じよう、結瑠と晴希の利り害がいが一いつ致ちする事は決してないのだった。

「論から聞いたんだけど。瑞みず平ひらさん、クラスで孤こ立りつしてるらしいわよ。あんただって今の状じよう態たいがベストだなんて思ってるわけじゃないんでしょ？」

「…………」

「話したくないなら、論は無理に聞いたりしないわ。でも、どうあれ私達はあんた達の秘ひ密みつを知っちゃったわけよ。だったら、仲良くなって損そんはないんじゃないの？」

　難むずかしい顔をして黙だまり込む晴希。結瑠の言葉が間ま違ちがってはいないと分かっているのだ。

　結瑠は答えを急せかさない。温泉の心地ここちよさに目を細めて「ほふー」と間まの抜ぬけた息をついている。露ろ天てん風ぶ呂ろだったら最高だったのに、などとのんきな事を思いながら。

　そんな結瑠につられたのか、それとも温泉の効こう能のうか。

　毒気を抜かれてしまった晴希は、肩かたの力を抜いて表情をほころばせた。

「……大たい抵ていのやつは、すすめに冷たくあしらわれたら近ちか寄よってこなくなるんだけどな……変なやつだな、あいつ」

「それ、論ろんには言わないであげてよ。ああ見えて傷きずつきやすいんだから」

「とてもそうは思えないけどな」

　二人で小さく笑い合う。

　それはほんのささいな、それでも確たしかに初めて、お互たがいが向け合った笑顔。

「分かったよ。四人で話そうって、すすめに言ってみる」

「そ」

「あの話はしないぞ。ただの同級生としてだ」

「いいんじゃない？」

　気楽に答え、大きく伸のびをする結ゆえ瑠る。そんな結瑠を晴はる希きがまじまじと見つめ、ぽつりと言う。

「……それにしてもお前」

「ん？　何よ」

「貧ひん相そうな体してるなぁ……」
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「……半分よこしなさいよ」

「んにゃっ!?」

　恨うらめしそうな目で、結瑠は晴希の豊ほう満まんな胸むねを鷲わしづかみにするのだった。
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　夜。

　満天の星空というものは、田舎いなか者ものである論ろん達にとっては大してありがたいものでもない。

　それでもこうして、いつもと違ちがう場所、いつもと違う状じよう況きようで見上げる星空は、いつもと違う感かん慨がいをその胸むねに運んでくる。

　気が遠くなるほどの星のまたたき。それら一つ一つが、どうしてお前はそんな地べたに這はいつくばっているんだ、とでも問い詰つめてくるかのようで、論は無む性しようにここではないどこかへと行かねばならないような衝しよう動どうに駆かられる。

　その代わりに、というわけでもないが、落ち合った論達四人は宿しゆく泊はく施し設せつを離はなれ、昼間に遊んだアスレチックを目指して歩いていた。

　雲ひとつない夜空には満月に程ほど近ちかい月が浮うかんでいる。その月明かりが大地を煌こう々こうと照らしており、この時間でも出歩くのに懐かい中ちゆう電でん灯とうは必要ない。

　論とすすめが二人で班はんを抜ぬける時には、その関係を勘かん繰ぐった残りのメンバーから高校生らしい野や次じが飛んだものだ。

『え!?　二人で抜けるの!?　やだぁ怪あやし～！』

『論お前、嫁よめさんがいるくせに浮うわ気きか!?』

『もしかして瑞みず平ひらさん、普ふ段だんの態たい度どは操みさおを立ててるからとか!?』

『あ～お邪じや魔まだったのかな、俺達お邪魔だったのかなぁ！』

　口々に囃はやし立てる班はん員いん達に、しかしすすめは照れる素そ振ぶりすら見せず、わざわざ端たん末まつを使ってまできっぱりと。

『〈あり得ません〉』

『……で、ですよねー……』

『言っとくが、結ゆえ瑠るも一いつ緒しよだからな』

『すいません……調子に乗りました……』

　彼らの本日二度目の謝しや罪ざいの言葉は、ついに敬けい語ごになってしまった。

　ちなみに論の班がスタードームを使ったのは都合のいい事に一番目だった。晴はる希きの班も天てん体たい観かん測そく班はんに入っているのだが、論達の班が終わってから順番がくるまで一時間以上ある。それで人ひと目めを避さけてアスレチックまで足を伸のばす事にしたのだ。

　そんなこんなで集まった論達四人。どうせなら少しでも空に近い場所を、という事で、アスレチックコースの最も高い所にある『九重ここのえ山のぼり』に登る事にした。これは高さ四メートルほどの台形をした遊具で、一つの斜しや面めんは僅わずかな足場に二本のロープが垂たらされた壁かべ、もう一つの斜面はロープネットになっている。

　まず論ろんと晴はる希きが壁かべの方からするすると危あぶなげなく登り、ネットの方から結ゆえ瑠るとすすめがふらふらと危なっかしく登る。最後は論と晴希がそれぞれの相あい棒ぼうを抱だきあげるようにして、四人は遊具の頂ちよう上じように落ち着いた。

　長方形の屋根になっているそこに四人で横に並ならんで腰こしをおろす。一番端はしがすすめ、そこから順に晴希、論ときて、反対の端が結瑠だ。

　四人はぼんやりと、星空を見上げている。
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「ねぇ論、望遠鏡どうだった？」

「ああ、流石さすがにすごかったな。月のクレーターがはっきり見えた」

「ウサギいたか？」

「あんた馬ば鹿かじゃないの」

「お前もっと心にゆとりを持てよ」

「喧けん嘩かするな。お月様が見てるぞ」

「クレーター、ここから見えないかしら」

「お前馬鹿じゃないのか」

「あんたもっと心にゆとりを持ちなさいよ」

「喧嘩するな。お星様も見てるぞ」

「なーすすめ……おっと」

「どしたの？」

「しー……」

　人差し指を口の前に立てる晴はる希き。論ろんと結ゆえ瑠るが左側を見ると、すすめは柱にもたれてこっくりこっくりと舟ふねをこいでいた。

「疲つかれたんだな……悪い、少し静かに話してもらっていいか？」

　無言で頷うなずく論と結瑠。別に無理に話す必要もないと二人は思っている。同じ場所で同じ時間を過すごすだけで、心の距きよ離りは縮ちぢまるものだ。

　そして三人は再ふたたび、ぼんやりと夜空を見上げる。

　やわらかな沈ちん黙もくが辺りを包つつみ、虫達の合唱を演えん出しゆつする。時折宿しゆく泊はく施し設せつの方から生徒達の笑い声が聞こえると、まるで自分達が現げん実じつの世界からはみ出しているような気がしてくる。

　そんな時、論は夜空の片かた隅すみにちらりと、星が流れた事に気付いた。

「なぁ、今……」

　流れ星、見えたか？　そう聞こうとして左を向いた論の目に、それは映うつった。

　柱にもたれて眠ねむっていたすすめの体が、向こう側へ傾かたむいている。

　一番端に座すわっているすすめのさらに向こう側、つまり、四メートル下の地面へ。

「瑞みず平ひらっ！」

　叫さけびながら、論は立ち上がって手を伸のばした。だが、間に晴希がいるため届とどかない。

　事じ態たいに気付いた晴希も慌あわててすすめの体に手を回す。その手は確たしかにすすめの体を抱だくが、目を覚ましたすすめが慌てて晴希の体にしがみつき、結果的にバランスを崩くずしてしまい、二人の体は一いつ緒しよになって滑すべり落ちる。

　迷まよわず、論はそこから跳とんだ。

　四メートル下の地面へ落下してゆくすすめと晴希の体に飛びつき、自分の体が下になるように柱を蹴けって体たい勢せいを変える。

「論！」

　結瑠の叫さけび声が聞こえる。

　そして落下の衝しよう撃げきが来る前に、論の世界は暗転した。
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〈ようこそ【状況シチユエーシヨン空間・エリア】へ！〉

「……なるほど」

　一いつ瞬しゆんだけ混こん乱らんし、論はすぐに状じよう況きようを把は握あくした。

「落下中、俺はすすめの顔かどこかに触ふれたのか。それで【空間エリア】が発動したと」

〈ＹＥＳ！〉

　天てん真しん爛らん漫まんに答える仮か面めんの天使、ウミエル。楽しそうにくるくると魔ま法ほうの杖つえを振ふり回しているのを見ると、一いつ瞬しゆん前の騒そう動どうが馬ば鹿か馬ば鹿かしく思えてくる。

　隣となりにはどうやら一いつ緒しよにどこか触ふれてしまったらしい晴はる希きもいて、困こん惑わくと心配が混じり合ったような表情を論ろんに向けている。

「あのさ……どうなったか、よく分かってないんだけど……」

「あー……まぁ、うまくいってれば、二人とも俺の体の上に落ちてるはずだ」

「えっ!?　それ大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「分からん」

「分からんって……なんでそんな危あぶない事したんだよ!?」

「なんでと言われてもな……咄とつ嗟さに体が動いただけだ」

「……馬鹿じゃないのかお前……」

　困惑と心配に呆あきれが加わった微び妙みような表情で、言葉を探さがせずに暴ぼう言げんを吐はいてしまう晴希。

　だが、論は平然と。

「そう言うなよ。友達を助けるのは馬鹿じゃないだろう」

　当たり前のように言われ、晴希は目を丸くして固まった。

「でも、怖こわいのは怖いな。結けつ構こう高かったよなあそこ」

「そ……そうだよ。下へ手たしたらお前……あ、でもここにいるって事は……」

〈ストップです〉

　何かを思い出したような晴希を遮さえぎり、ウミエルが魔法の杖を振る。

〈そこから先は、みんなで話しましょう〉

　論と晴希の目の前で闇やみが霧きり状じようになり、人の形になって、結ゆえ瑠るが現あらわれた。

「結瑠も来たのか」

「え……？　論？　論！」

　論の姿すがたを見るなり、結瑠は論に駆かけ寄よってきた。

「大丈夫なんか!?　怪け我がしてへんか!?　ああもう、なんで触さわれんのや！」

　論の体を心配しながら、その体に触れられない事に苛いら立だつ結瑠。完全に関かん西さい弁べんになっているのはそれだけ取り乱みだしている証しよう拠こだ。

「落ち着け。大丈夫……だと思う、多分」

「なんで!?　もうあんなんやめてって言うたやん！　なんであんな事するんよ！」

「すまん、つい」

「ついやないわ！　もう私あんなん嫌や、嫌やぁ……」

　感情の堰せきが破やぶれ、結瑠の両目から大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれだす。

　結瑠がどうして泣いているのか、そのくらいは論にも分かった。幼おさない頃ころ、論が屋根から落ちた時の事を思い出しているのだ。

　あの時から、論ろんと結ゆえ瑠るの関係は歪ゆがんでしまった。あの瞬しゆん間かんの傷きずは今もなお、論と結瑠を苦しめ続けている。

「泣かないでくれ、結瑠……俺が悪かったから……」

「知らん……もう論なんか知らん……」

　眼鏡めがねの下に指を突つっ込こんで、子供のようにしゃくり上げながら泣く結瑠と、困こまったようにそれをあやす論。

　結瑠の泣き声が小さくなるのを見計らって、晴はる希きが申もうし訳わけなさそうに口を挟はさんだ。

「あの……多分、みんな大だい丈じよう夫ぶだと思う」

　そんな無む責せき任にんにも聞こえる言葉に、論と結瑠は説明を求める視し線せんを向ける。

　二人の無言の問いに答えたのはウミエルだった。

〈現げん実じつで怪け我がをしたなら、ここでも怪我をしています。でも、論くんも晴希もなんともないでしょう？　だから大丈夫〉

「瑞みず平ひらは？　いつもここにはいないみたいだが」

〈この【空間エリア】そのものが彼女です。彼女に何かあれば【空間】自体が発動しません。つまり、今ここにみんながいる事が、みんなが無事な証しよう拠こです〉

　この【空間】の支し配はい者しやである天使がそう言うなら間ま違ちがいないだろう。論はその言葉が免めん罪ざい符ふであるかのように、結瑠に許ゆるしを請こう。

「大丈夫、だそうだ。だから結瑠、許してくれ。悪かった。反はん省せいしてる」

「……知らんわアホ……」

　口を尖とがらせてそう答えたものの、結瑠の涙なみだは止まったようだった。

「……関かん西さい弁べん」

　ぽつりと晴希が言った言葉に、結瑠の表情が固まった。

「だったよな？　今……」

「……母が、関西の人間なのよ。それで、私も気が高ぶると……忘わすれてよ」

「気が高ぶると……ふーん」

「……何よ」

「別に？」

　知られたくない事を知られてしまった……と、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる結瑠。対する晴希は、さも興きよう味みありませんよとでも言うようなすまし顔だが、その情報をしっかりと記き憶おくしたであろう事は想像に難かたくなかった。

「さ、そういう事ならさっさと外に出ないとな。ウミエル、問題はあるんだろ？」

〈もちろんです！〉

「ならかかってこい。その問題、解とき尽つくしてやる」

〈でもその前に結瑠ちゃん、ルールの説明は必要ですか？〉

「一回やったし、論ろんからも聞いたからいいわ……ルール以外なら、いくらでも説明してほしい事はあるけどね。それは聞いても無む駄だなんでしょ？」

〈はい無駄です！　では【状況シチユエーシヨン開始・スタート】！〉

　ずっぱりと切って落とす様はいっそ心地ここちよい。

　ウミエルが魔ま法ほうの杖つえをひと振ふりすると、闇やみの中に影かげ絵えの状じよう況きようが現あらわれた。

〈ある男と女の関係を知って、少女は徒競争で勝つ事を諦あきらめました〉

　闇の中に、三つの人影が現れる。真っ黒なので顔や服ふく装そうは分からないが、成年した男性と女性、それと小学生くらいの少女に見える。

〈なぜでしょう？〉

　……いくら待っても影絵は変化せず、ウミエルも何も言わない。

「……ん？　今ので問題は終わりか？」

〈はい！〉

　頷うなずくウミエル。すでにシンキングタイムは始まっているらしい。

「短いパターンか……簡かん単たんそうだな」

「甘あまいぞ。問題文に情報が少ないと余よ計けい難むずかしいって事もあるんだからな」

「で、私達はこの子にＹＥＳかＮＯで答えられる質しつ問もんをして、なんで勝つ事を諦めたかを当てればいいのよね？」

「そういう事。順番とかは別にないから、何か思いついたらどんどん質問してくれ」

　晴はる希きの言葉に早速考え始める結ゆえ瑠る。なかなかの順じゆん応のう性せいだ。論も結瑠よりは一回多く経けい験けんしているので、積極的に質問していく。

「とりあえず、まずは二人の関係からだな。男と女は恋こい人びとか？」

〈ＹＥＳ！〉

「お、いきなり大当たりか」

　影絵の男女が動いて手を繫つないだ。恋人同士だと示しめす仕し草ぐさだろう。出だしは順調だ。

　男と女が恋人同士だと知って、駆かけっこに勝つ事を諦めた少女。そこから想そう像ぞうできるストーリーはどんなものか？

「……少女は、男に片かた想おもいをしていた？」

〈ＮＯ〉

　かけっこに勝ったら片想いの相手に告白すると決めていた……そんな甘あま酸ずっぱいストーリーを想像したのだが、残念ながら外れのようだ。

　論の質問が止まったのを見て、次は晴希が質問する。

「徒競走で勝つ事以外でも、この話は成立する？」

　晴希の質問はやはり一味違ちがう。そう言えば前回の水を捨すてる男でもこんな質問の仕方をしていたな、と思い出す論。問題の中から重要なポイントを確かく定ていさせるやり方だ。

〈ＹＥＳ！〉

「ＹＥＳ？　という事は、えっと……重要なのは少女が何かを諦める事そのもので、何を諦あきらめるかは重要じゃない？」

〈ＹＥＳ！〉

　これは何なに気げに重要な情報だった。論ろんは恋こい人びとと徒競走との因いん果が関かん係けいを考えようとしていたのだが、もうそれは考えなくてもいいという事だ。

　ここで、黙だまって考えていた結ゆえ瑠るが顔を上げる。

「……少女が何かを諦めると、男と女の関係は変わる？」

　初めての結瑠の質しつ問もん。これはいい視し点てんだ、と論は思う。もしこれがＹＥＳなら、関係がどう変わるのかを突つき詰つめて……

〈ＮＯ〉

　結瑠としても自信があったのだろう。その答えに落らく胆たんを隠かくせない。だが結瑠は諦あきらめず、今の答えを次の質問に続ける。

「男と女が恋人同士だったから、少女は諦めたの？」

　その質問に、ウミエルの反はん応のうが止まった。

〈うーん……それはー……〉

　どう答えたものか悩なやんでいる。これも一つの情報だ。ウミエルは今、何に悩んでいるのか？

〈その質問では答えられません！　もう少し詳くわしく聞いてください！〉

「もう少し詳しく……？」

　詳しくも何も、これ以上ないほど明めい確かくな質問だったと思うのだが。

　今の質問内ない容ようで、もっと詳しくできる部分と言えば──

　これだ、と直感的にひらめく論。

「男と女が、どんな恋人同士か、というのは重要か？」

〈ＹＥＳ！　論くんＹＥＳ！〉

　予想以上の手て応ごたえだ。さぁここから次の情報に繫つなげていかねばならない。

「そうだな……男と女は、不幸な恋人同士だった？」

〈ん～……まぁ、ＹＥＳでいいでしょう！　一いつ般ぱん的てきな恋人よりは不幸だと思われます〉

　では、不幸な恋人とは何か？　論、結瑠、晴はる希きの三人で顔を見合わせ、順番に質問を重ねる。

「男がヒモだった」

〈ＮＯ〉

「男がＤＶだった」

〈ＮＯ〉

「女がヤンデレだった」

〈ＮＯ〉

「男がホモだった」

〈ＮＯ〉

「男がＥＤだった」

〈ＮＯ〉

「女が二次元だった」

〈ＮＯ〉

　二周したところで結果は全ぜん滅めつ。それはそれとして、勢いきおいに任まかせて結ゆえ瑠るが口にした言葉を論ろんは聞き逃のがさない。

「結瑠。女子高生がＥＤとか言うな」

「な、何よ……医学用語じゃない……」

「顔赤いぞ？　ＥＤって何だ？」

「あんたは黙だまってなさい」

「なんだよ……まぁいいや。不幸な恋こい人びとって、他に何がある？」

「いや待て、ウミエルは明らかに不幸であるような言い方はしてない。悩なやんだ末に、一般的な恋人よりは不幸だと思われます、だ。かなり遠回しな言い方じゃないか？」

「つまり……考え方によっては不幸とも言える、って程てい度どかしら？」

　一般的な恋人よりは、考え方によっては不幸とも言える恋人。

　それはいったい、どんな恋人だろう？

　ぴんと来たのは、結瑠が最初だった。

「……遠えん距きよ離り恋れん愛あいだった？」

〈ＹＥＳ！　ＹＥＳ！　結瑠ちゃんＹＥーＳ！〉

　特大のＹＥＳが返ってきた事に、小さくガッツポーズをする結瑠。

　影かげ絵えが動き、手を繫つないでいた恋人達が遠くへと引き離はなされてゆく。これは、この【状況シチユエーシヨン】を【解明クリア】するための極めて重要な情報を手に入れたと考えていいだろう。

　あとはもう簡かん単たんだ。手に入れた情報を元に、問題を読み直してみればいい。

（男と女が遠距離恋愛中の恋人同士である事を知って、少女は徒競争で勝つ事を諦あきらめた、って事だな。ただし重要なのは何を諦めるかではなく、諦める事そのもの。つまりそれは……）

　論の思考が停止する。

（つまりそれは……さっぱり分からん）

　結瑠と晴はる希きに視し線せんを送る。二人とも、揃そろって首を横に振ふる。

「うーん……男と女と、少女の関係は重要？」

〈ＮＯ。赤の他人です……ん？　でもある意味ＹＥＳかも？〉

　苦し紛まぎれの晴希の質しつ問もんは、ますます謎なぞを深める結果となる。恋人達と少女は赤の他人。赤の他人が遠距離恋愛をしていたところで、なぜ少女が勝つ事を諦めるのか。ある意味ＹＥＳとはどういう事か。

　質しつ問もんが完全に止まってしまう。手に入れた情報を並ならべた結果、ストーリーを想そう像ぞうする事すらできなくなってしまった。

「……こういう時は、基き本ほん質問だな」

　経けい験けん者しやである晴はる希きの言葉が、初心者である論ろんと結ゆえ瑠るの興きよう味みを誘さそう。

「基本質問？」

「うん。質問する事が何も思いつかなくなった時は、ものすごく基本的な事を聞いてみるんだ。何の関係もない事も多いけど、重大なヒントが手に入る事もある」

「ものすごく基本的な事……例えばどんな事だ？」

「そうだな、例えば……」

　少し考え、晴希が一見何の関係もなさそうな質問を口にする。

「国は関係あるか？」

　だが、その質問によって三人はボトルネックを突とつ破ぱする事になった。

〈ＹＥＳ！　いいよ晴希！〉

「よっしゃあ！」

「国……？　どういう事？」

「どこの国の出来事かが重要、って事か？」

「そういう事！　ウミエル、これは日本の話か？」

〈ＹＥＳ！〉

「外国では成立しない？」

〈ＹＥＳ！〉

「よーしよーしのってきたぞー！　じゃあ次は……時代は重要か？」

〈ＮＯ。よほど大昔とかでなければいつでも〉

「これは外れか……じゃあ次は、場所！　都道府県とか地方は関係あるか？」

〈ＮＯ。日本国内ならどこでも〉

「これも外れか……」

（なるほど、これが基本質問の効こう果かか……）

　何の関係もない事も多いが、重大なヒントが手に入る事もある。晴希が言った事そのままだった。ギャンブル要よう素その強い質問だが、ギャンブルと決定的に違ちがうのは、何度的まと外はずれな質問をしても不ふ利り益えきは何一つないという点だ。

「うーん、あとはー……」

「ねぇ、私も一つ思いついたんだけど。基本質問」

　基本質問攻こう勢せいに結瑠も参戦する。人数が多いほど効果は高いだろう。

「うん、どんどん質問していいぞ」

「そう？　じゃあ……時間は関係ある？　朝とか夜とか」

〈ＮＯ〉

「外れか。じゃあ次は……季節は？　春とか夏とか」

〈ＹＥＳ！　それ重要！〉

「やった！」

　嬉うれしそうにぴょんと飛び跳はねる結ゆえ瑠る。どうやらすっかりこのゲームにハマっているようだ。

「じゃあねえ、春のお話かしら？」

〈ＮＯ〉

「夏？」

〈ＹＥＳ！〉

『日本の夏！』

　結瑠と晴はる希きの声が綺き麗れいにハモった。良きかな良きかな、と頷うなずく論ろん。

　だが、当の二人は。

「ちょっとぉ……マネするんじゃないわよアンタぁ……」

「あ？　あたしの方がちょっとだけ早かったぞ？」

「お前ら……そこは顔を見合わせて笑い合うシーンじゃないのか……」

　なぜこのようにいがみ合わなければならないのか。平へい和わ主しゆ義ぎ者しやであるところの論にとっては実に嘆なげかわしい事である。

　それはともかく。いよいよ重要な情報が出で揃そろってきた。

　日本の夏。遠えん距きよ離り恋れん愛あいの恋こい人びと。何かを諦あきらめた少女。

　これらの情報を繫つなぐ事で、浮うかび上がってくる【状況シチユエーシヨン】は。

「……そうか」

　繫がった。論の頭で。今。

　最初に想そう像ぞうしたストーリーとは全く別の姿すがたをした、その真相が。

「ウミエル、質しつ問もんだ。少女は、心の優やさしい少女だったか？」

〈……ふふ。そういう質問、好きです。もちろんＹＥＳ〉

「なら、おそらくこれが最後の質問だ」

〈お、きましたね！〉

　自信ありげな論に結瑠と晴希の視し線せんが注がれる。二人にはまだ分かっていないようだ。

　一番先に真相へ辿たどり着けた事への僅わずかな優ゆう越えつ感かんを抱いだきながら、論は質問した。




「その恋人は、一年に一回しか会えないか？」




　その質問をした次の瞬間、結瑠と晴希が口を揃そろえて、ああ！　と叫さけんだ。

〈ＹＥＳ！　ＹＥＳ！　ＹＥーーーＳ！〉

　ぶんぶんと魔ま法ほうの杖つえを振ふり回すウミエル。全く天使らしからぬじゃじゃ馬だ。

「ＯＫ、なら【解答アンサー】だ。結ゆえ瑠る、来くる栖す、いいか？」

　晴はる希きは無言で何度も頷うなずき、結瑠は笑って手の平を論ろんに差し出す。

　論は、完成されたそのストーリーを語り始めた。

「七月七日、七夕たなばただ。おそらく少女は、足が速くないのに徒競走の選手に選ばれたんだろう。それで短たん冊ざくに、徒競争に勝てますようにと書いた」

「だが少女は、自分が願いを捧ささげようとしているのが、織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしという一年に一回しか会う事のできない恋こい人びと同どう士しだったと知った」

「だから少女は、願い事をするのを止めたんだ。二人の逢おう瀬せを邪じや魔ましないために」

「これが俺の【解答】だ。どうだ、ウミエル？」

　魔法の杖を振りながら、優やさしい声でウミエルは答える。

〈ＹＥＳ〉

　そして、一気に色の付いた影かげ絵えが動き始める。

〈七月七日、七夕。足が遅おそいのに徒競走の選手に選ばれた少女は、短冊に「足がはやくなりますように」と書きました〉

　影絵の少女が短冊に願い事を書いている。内容は論の答えとはやや異ことなっているが、ストーリーが合っていればそれでいいのだろう。

〈ですが少女は、織姫と彦星が特とく殊しゆな恋人同士だと知り、短冊を吊つるすのをやめました〉

　離はなれていた影絵の織姫と彦星が、近づいて手を繫つなぐ。

　それと同時に少女は、短冊をくしゃりと握にぎりつぶす。

〈『一年に一回のデートなんだから、私の願い事で邪魔しちゃかわいそうだよね』〉

　ウミエルのその台詞せりふを最後に、影絵の三人は霧きりのように消え始めた。

「ま～かわいらしい事」

「お前も昔はこんな時期があったのかもな」

「あ？　何が言いたいわけ？」

　結瑠と晴希がじゃれ合う間に、影絵はすっかり消えていた。

　そしてこれから起こる事を、三人はすでに知っている。

「二人とも、壁かべを見てろ」

　晴希が壁の方を指差した。論と結瑠は言われるままに大きな壁に目をやる。

　その壁に、びし、と音を立てて新たな亀き裂れつが走る。

〈おめでとうございます……【状況シチユエーシヨン解明・クリア】！〉

　ウミエルが叫さけび、魔法の杖の先せん端たんから白い雷光が迸ほとばしる。

　闇やみの世界の天てん蓋がいが砕くだけ散る音と、差し込む光が乱らん舞ぶする中。

〈ねぇ晴はる希き。二人とも、素す敵てきなお友達じゃないですか〉

　ウミエルがそんな事を言ったのを、論ろんは確たしかに聞いていた。




　　　　　五




　地面に直ちよく接せつ寝ね転ころんで、論達四人は空を見上げている。

　論がすすめと晴希をかばって取った行動はどうやら狙ねらい通りにいったらしく、あちこち汚よごれてはいるものの、二人の体には傷きず一つないようだった。

　地面が軟やわらかな土だった事と、平面ではなく斜しや面めんだった事が幸さいわいしたのだろう。論も大きな怪け我がはしていない。眼鏡めがねが外れて落ちていたが割われてもおらず、女子二人を受け止めた腹ふく部ぶに鈍にぶい痛いたみが残るだけだった。鍛きたえておいてよかったと心の底から思う。

　眼鏡を探さがして拾い上げ、再ふたたびその場に寝転ぶ論。すぐ隣となりに結ゆえ瑠るが寄より添そう。

　その間にすすめと目配せして意思を確かく認にんした晴希が、ゆっくりと語り始めた。

「あの【空間エリア】がなんなのか、あたし達にも本当に分からないんだ」

　論達が話せと迫ったわけではない。晴希から自然と話し出した。それは体を張はって二人を助けた論へのお礼なのかもしれないし、もしかしたらそれ以外の理由かもしれない。

「あたしとすすめは、三年前に、その……ちょっとした事じ件けんに巻まき込こまれた事があって。その時にいきなり、あの【空間】が生まれたんだ」

「その、事件っていうのは？」

「……ごめん、それはまだ、ちょっと……」

「そうか。分かった、続けてくれ」

　話したがらない事は無理には聞かない。せっかく話してくれているのだから。

「うん。本当にいきなりだったから、わけ分かんなかった。その時も【状況シチユエーシヨン】が出題されたんだけど全然【解明クリア】できなくて……【空間】を出られないまますごく時間が経たって、あたしはそのままそこで気を失ったんだ。で、気付いたら病院のベッドだった」

　ウミエルが言った、制せい限げん時じ間かんは腹はらが減へって倒たおれるまで、というのはつまりそういう事かと論は理り解かいする。現げん実じつで怪我をしていれば【空間】内でも怪我をしているという事実からすると、おそらく現実の世界で体が衰すい弱じやくし、それが【空間】内の自分に影えい響きようしたのだろう。

「それ以来、すすめは言葉が話せなくなった。あと、肌はだに直ちよく接せつ触れると【空間】に引き込まれるようになったんだ……」

「……だから瑞みず平ひらは、いつもあんな格かつ好こうを？」

　こくんと頷うなずく晴希。

　すすめの異い装そうの意味。制せい服ふくの内側に着き込こんでいるフード。両手にはめた白しろ手て袋ぶくろ。大きなマスク。真っ白なタイツ。もしかしたら、長く伸のばした前まえ髪がみも。

　やはりそれは全て、何も知らない他人が何かの拍ひよう子しにすすめの肌はだに触ふれて【空間エリア】が発動してしまわないように、そのためだったのだ。

　愛される事を捨すて、他人を冷たく拒きよ絶ぜつし続ける事を選んだすすめの白ずくめ。それはもしかしたら、絶対に他人を巻まき込こまないというすすめの決意の色なのかもしれない。

「瑞みず平ひらにも、あの【空間】がなんなのかは分からないわけか？」

　半身を起こしてすすめに問う論ろん。すすめも身を起こし、小さく頷うなずく。それにつられて結ゆえ瑠ると晴はる希きも次々に起き上がる。

「瑞平はいつも【空間】内で何が起きてるか、把は握あくしてるのか？」

　再ふたたび頷くすすめ。それだけでなく、端たん末まつを取り出してさらなる返答を入力する。

〈ですが、私の意い志しで【空間】に介かい入にゆうするのは無理なようです〉

「あの【空間】の支し配はい者しやは、あくまでもウミエルだって事か……」

　少しずつでも話してくれる事はありがたい。だが結局、すすめも晴希も分かっている事は論とほぼ同じようだ。

「……来くる栖す。お前、何回か【空間】に入ってるよな？　慣なれてるように思えたんだが」

「ん？　ああ……今は一、二ヶ月に一回くらいかな」

　その答えは論の予想を遥はるかに上回るものだった。せいぜい三年間の内に何回か、という程てい度どだと予よ測そくしていたのだ。

「もしかして、定期的に入ってるのか？」

「定期的って事はないけど。頭が冴さえてる時とか、すすめの家に親がいない時とか……」

　その答えは、晴希が意図的に【空間】に入っているという事を意味する。

「理由は？　もしかしたら【解明クリア】できずに、また病院行きになるかもしれないだろ？」

「…………」

　論は、この三年の間に晴希が誤あやまってすすめに触れてしまい、意図的にではなく【空間】に入ってしまった事が何回かあるのだと思っていた。

　だが、晴希は自らの意思で何度も【空間】に入っている。それはなぜか？

　少しだけ迷まよった様子を見せて、晴希はぽつりぽつりと答え始める。

「さっきも見せたけど……【空間】を抜ぬける時さ、壁かべにひびが入るだろ」

　同時に頷く論と結瑠。

「どんどん【状況シチユエーシヨン】を【解明】していって、ああやって壁のひびが増ふえていったらさ……」

　晴希の考えている事が、論には分かるような気がした。

　すなわち──

「あの壁、壊こわれるんじゃないかな」

　そう。

　もし【状況】を【解明】する度たびに、あのひびが増えていくのだとしたら。

　行き着く先は、壁かべの崩ほう壊かいなのではないか？

　もしそうだとしたら、壁が壊こわれたらいったい何が起こるのか？

「なんとなくだけど……あの壁が壊れたら【空間エリア】がなくなって、すすめがまた話せるようになるんじゃないかって思うんだ。根こん拠きよはないけど……」

　根拠はない。それはそうだろう。

　だが、それを否ひ定ていする根拠もまた、ない。

「だから……」

　顔を伏ふせて、肩かたを震ふるわせる晴はる希き。

　もしかして泣いているのか、と論ろんと結ゆえ瑠るが心配しかけた次の瞬しゆん間かん。

「お前ら、もうこうなったら協力しろ！」

　勢いきおいよく上げられた晴希の顔に涙なみだなどはなく、あるのは力強い意い志しだった。

「あたし頭悪いからさ、【解明クリア】するのめちゃくちゃ時間かかるんだ。だからあんまり頻ひん繁ぱんに入れないんだけど……でも、お前ら頭いいだろ？　さっきの問題も、あたしだけじゃ多分まだ解とけてない。水を捨すてる男の問題も早かったし、その前の廊ろう下かではお前が一人で一〇分もかけずに【解明】したって聞いたぞ。お前らが協力してくれたら、あの壁、ずっと早くぶっ壊せると思うんだ！」

　一息にまくし立て、少し落ち着いたのか、軽く深しん呼こ吸きゆうする晴希。

　そして論と結瑠に向き直り、地面に正せい座ざして深々と頭を下げた。

「だから……よかったら、協力してほしい。頼たのむ！」

　そう言ったまま、頭を上げない晴希。

　論は結瑠と顔を見合わせ、続いてすすめに視し線せんを向ける。

　すすめはずっとうつむいて前まえ髪がみで目を隠かくしたまま、しかし一度も晴希の話を止めようとはしなかった。それはつまり。

「瑞みず平ひら、お前もそれを望むのか？」

　論の問いに、すすめがやっと顔を上げる。

　前髪の隙すき間まから論に向けられたすすめの瞳ひとみには、やはりまだ拒きよ絶ぜつの色が残っている。

　だが、それでもすすめは、ためらいがちに小さく頷うなずいた。

　つまり、すすめにもまた、問題を解かい決けつしたいという意思があるのだ。

　それは、愛を理解するために問題を解き続ける論と同じように。

　論は考える。

　すすめに言葉を、そして人との触ふれ合いを取り戻もどす。

　そのために、無む償しようで協力するのは──これは、愛ではないか？

　愛だろう。きっと愛のはずだ。

　論はそう信じる、事にする。

　だから論ろんは、晴はる希きの問いにはっきりと答えた。

「分かった。協力させてくれ」

「……ほんとか？」

「ああ」

「論がやるなら、私もやる」

　それまでずっと黙だまって話を聞いていた結ゆえ瑠るが、当たり前のように論の言葉についてくる。

　それに対して申もうし訳わけなく思う気持ちも、論には正直あるが──それで遠えん慮りよしてしまうような時期は、二人はとうに過すぎ去っている。

「だ、そうだ。よろしくな来くる栖す、瑞みず平ひら」

　論と結瑠の返答を聞いて、晴希はゆっくりと顔を上げて。

「……ありがとな！」

　そう言って嬉うれしそうに笑ったその顔は、月光の下で太陽のように輝かがやいていた。

「かわいい」

「かわいいわね」

「なっ!?　なんだよ急に、やめろよ！　あとさ、晴希でいいよ。あたしも名前で呼よぶし」

「そうか？　じゃあ、晴希。これからよろしくな」

「よろしく、論」

　論が差し出した手を晴希が握にぎり返すと、いきなり結瑠が論の腕うでに抱だきついた。

「言っとくけど、論は私のだから。渡わたさないわよ」

「……気になってたんだけど、お前らどういう関係なんだ？　ただの幼おさな馴な染じみじゃないだろ」

「そうよ、私と論はらぶらぶなのよ」

「うむ、将しよう来らいを誓ちかい合った仲だ」

　ぺっとりとくっついたまま、二人同時にびしっ！　と親指を上げてみせる。こういう時の息の合い具合は誰だれにも負けない自信がある二人である。

「けっ、アホらし……いらねーよ、あたしにはすすめがいるからな」

　負けじと晴希も、論達に仲の良さを見せつけるようにすすめを横から抱きしめる。肌はだが触ふれてしまう事を警けい戒かいし、慌あわててフードを引っ張ぱって顔を隠かくそうとするすすめの仕し草ぐさを見て。

「かわいい」

「かわいいわね」

「なんだお前ら……」

　晴希が呆あきれ返ったその時、晴希のジャージのポケットの中で携けい帯たいがメロディを奏かなでた。

「電話か？」

「いや、アラームだ。あたし達の班はんもスタードーム使うから、集合の三〇分前に鳴るようにしといたんだよ。そろそろ戻もどらない、と……」

　取り出した携けい帯たいの画面を見つめ、晴はる希きの表情が固まる。

「……これ、二回目のスヌーズだ」

　スヌーズ。それはアラームが鳴っても気付かなかった時のために、あらかじめ設せつ定ていしていた時間の後で再ふたたびアラームが鳴る機き能のうの事である。

「……間かん隔かくは？」

「一〇分……」

　つまり、集合時間の三〇分前にセットしていたアラームは【空間エリア】内にいる間にとっくに鳴っていたという事だ。どころか、今鳴っているのが二度目のスヌーズという事は、集合時間の二〇分前を告げる一度目のスヌーズも【空間】内だったという事。

　要するに、今鳴っているアラームは、集合時間の一〇分前を意味する。

　遠くに見える宿しゆく泊はく施し設せつの明かり。余よ裕ゆうを持って五分前には戻もどりたいとすれば、のんびり歩いて果たして間に合うだろうか。

「……よーい、ドン！」

　おもむろに晴希が叫さけび、立ち上がって走り出した。

　思わずつられて残りの三人も立ち上がり、晴希の後を追って走り始める。

　数十メートル素す直なおに走った後で、その無意味さに気付いた結ゆえ瑠るが叫んだ。

「ちょっと！　急いでるのあんただけでしょ!?　なんで私達まで走らなきゃいけないのよ！」

「そう言うな！　友達だろ!?」

「調子いいのよアンタぁ！」

「なんだぁ!?　やんのかコラぁ！」

　ぎゃいぎゃいと言い合いながらも並ならんで走ってゆく結瑠と晴希を追いかけながら、論ろんはちらりと背はい後ごを振ふり向く。

　早くも息を切らせながら、すすめがぱたぱたと走ってついてきている。

　義ぎ理り・人にん情じようはどうあれ、晴希以外は無理に走る必要がないのは事実である。足を緩ゆるめてすすめの隣となりに並ぶ論。

「瑞みず平ひら、大だい丈じよう夫ぶか？　歩くか？」

　論の言葉に、小さく、しかしはっきりと首を横に振るすすめ。

　息苦しくなったのだろう。すすめは自らマスクを外し、その顔を月夜に晒さらして走り続ける。

　それを見た論もまた、微かすかに笑って再び走り出した。













　　　　　幕間








　【医い療りよう法ほう人じん　生き峰ほう会かいとよのえ病院　沿えん革かく】




　明治一八年、創そう始し者しやである田た辺なべ佐さ一いち郎ろうが生峰堂と号し当法人を創業

　昭和二五年、田辺病院開設

　昭和三九年、医療法人　生峰会に改かい組そする

　平成二三年、新しん築ちく移い転てん　名めい称しようを『生峰会とよのえ病院』に変へん更こう






　　　　　○





　【十と枝えだ診しん療りよう所じよ　医い療りよう従じゆう業ぎよう者しや名めい簿ぼ】




　院長　　田た辺なべ康やす明あき　　男　56歳さい　常じよう勤きん

　研修医　瑞みず平ひらおしえ　男　24歳　非常勤

　事じ務む員いん　江え野の沢ざわ和かず美み　女　22歳　パート
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　　　　　一




　休日に通学用定期で電車に乗ると、なんとなく得をしたような気分になる。

　そんな事を無む邪じや気きな笑顔でのたまう結ゆえ瑠るを見ていると、これはやはり関西のおばちゃんの血なのだろうか、と思ってしまう論ろん。決して口には出さないが。

　豊とよ野の重え駅で降おりて改札を抜けると、私し服ふく姿すがたの晴はる希きが二人を待っていた。

　すすめと晴希に協力すると決めたのが三日前の木曜。合宿は金曜で終わり、土曜を挟はさんで、今日は日曜日だ。論と結瑠はこれから晴希の案内ですすめの家へと向かうところである。

　すすめの家は高校と同じ豊野重町内にある。駅からは徒歩でおよそ三〇分。同じく町内に住んでいる晴希はいつも自転車で行くのだが、今日は二つ隣となりの町から電車で来る論と結瑠に合わせて、三人で歩いて行く事になった。

　やはり女性同士だと気になるものなのか、結瑠と晴希は普ふ段だん学校で見る事のない互たがいの服ふく装そうチェックを始める。

「あんた、そのキュロット結けつ構こうかわいいじゃない」

「お前こそ、ロングスカートとは意外だったぞ」

「ああ、あんたスカートとか穿はかなそうだもんね。動きやすさ最さい優ゆう先せんって感じ」

「お前はやっぱ、いざって時にはそのスカートびりびり破やぶったりするのか？」

「は？　するわけないでしょ。何よいざって時って」

「いやほら、回し蹴げりする時とかさ」

「あんたと一いつ緒しよにしないでくれる……？」

「穿くって漢字は穴あなに牙きばって書くんだぞ？　足ってのは牙なんだよ」

「あら驚おどろいた。穿くなんて漢字よく知ってたわね」

「お前、本当は知らなかったから悔くやしいんだろ」

「穿うがった見方してんじゃないわよ。似に合あわないわよ」

「うが？」

「馬ば鹿か」

「ああ？」

「何よ」

　全く、なぜこの二人は和なごやかなまま会話ができないのだろう、と論はため息をついて二人をいなそうとする。が。

「ほら二人とも、喧けん嘩かするな」

「別に、喧嘩してるつもりはないけど？」

「そうだぞ。こんなの喧嘩の内に入んないって」

　平然とした顔でそんな事を言われ、二の句くが継つげなくなる論ろん。これが喧けん嘩かでないのだとしたら、二人が本気で喧嘩をしたらいったいどうなってしまうというのか。どうやらこの二人のコミュニケーションは、論のそれとはかなり異ことなるようだ。

　女同士は難むずかしい。それからも嚙かみつき合うような会話を続ける二人を興きよう味み深ぶかい研究対象のように観察しながら、論はほぼ口を開く事なくその背せ中なかについていった。

　そんなこんなで歩く事三〇分。

「着いたぞ、ここがすすめの家だ」

　言って晴はる希きが立ち止まったのは、小こ綺ぎ麗れいな一いつ軒けん家やが立ち並ならぶ住宅街の一角だった。

　瑞みず平ひらの表札が掛かけられたその家は、周りの家よりはやや大きかったが、想像していたよりはずっと庶しよ民みん的てきだった。かの瑞平エレクトロニクスの社長邸てい宅たくというからさぞかし立りつ派ぱな豪ごう邸ていかと思っていたのだが。

「意外と普ふ通つうなのね……」

「俺も同じ事を思ってた」

「こんにちわー。晴希でーす」

　邸宅への感想を囁ささやき合う論達を横に、晴希が気安い様子でインターホンへと呼よびかける。論と結ゆえ瑠るが互たがいの家に入るのに何の遠えん慮りよもないように、幼おさな馴な染じみならではの態たい度どだ。

　玄げん関かんを開けて出てきたのは、上品な微び笑しようを湛たたえた三〇代後半くらいの婦人だった。三人が来る事は事前にすすめが話していたので、初対面の論達にも優やさしい笑顔を向けてくれる。

「いらっしゃい、晴希ちゃん」

「うん。あのねおばさん、この二人が新しい友達」

　ためらう事なく友達だと紹しよう介かいされ、随ずい分ぶんと心を開いてくれたものだ、と感かん慨がい深ぶかい論。結瑠と共に一歩近づき、軽く頭を下げる。

「はじめまして。すすめさんと同じクラスの、鳩はとノの巣す論と言います」

「私は晴希さんと同じクラスの出で嶋しま結瑠です。今日はお邪じや魔まします」

「うわ……晴希さんってお前……」

「うっさい。私だってＴＰＯくらい弁わきまえてるわよ」

　小声で言い合う二人を見て、晴希が言うところの「おばさん」が楽しそうに微笑ほほえむ。

「まぁ、ご丁てい寧ねいに。すすめの母です。すすめがいつもお世話になっております。さ、上がってください。晴希ちゃん、応おう接せつ間まにお連れして下さいね」

「うん。すすめは？」

「中にいると思いますよ。すぐにお茶を持っていきますから」

　すすめの母に促うながされ、三人は玄関を上がる。晴希に対しても敬けい語ごを使っているが、冷たさは全く感じない。物もの腰ごしの柔やわらかさから温おん厚こうな人ひと柄がらが見て取れて、キッチンへと消えるその背中を結瑠が羨うらやましそうに見送っている。

「うちのおかんとは大おお違ちがいだわ……取り替かえてくれないかしら」

「おばちゃんはおばちゃんで好きだぞ」

「論ろんがゲテモノ好きだと私までゲテモノになるんだけど」

「カエルの子はカエル」

「そこはトンビがタカを生んだって言いなさいよ」

　軽口を叩たたき合いながら晴はる希きの後へついていき、応おう接せつ間まの扉とびらをくぐる。

　中は八畳じようほどの広さの洋間で、中央には八人掛がけの大きなダイニングテーブル。

　その椅い子すの一つに座すわっていたすすめが、立ち上がって小さく頭を下げた。手て袋ぶくろはいつも通りだが、今日はフードもマスクもしておらず、私服なのも相まってまるで別人のように見える。

「よお瑞みず平ひら。邪じや魔まするぞ」

「適てき当とうに座すわっていいのかしら？」

　どうぞ、と手で促うながされ、すすめの正面の椅子に腰こしを下ろす論。その左に結ゆえ瑠る、晴希は論の斜はす向むかい。学校の準じゆん備び室しつで昼食を食べた時と同じ席順だ。おそらく、これから四人で集まる時はこの位置がデフォルトになるんだろうな、とぼんやり考える。

　本日の集まりの目的は、【空間エリア】内にて開かい催さいされる推すい理りゲームを効こう率りつよく【解明クリア】できるようにするための、基き礎そ知ち識しき及および基本的な攻こう略りやく法ほうの勉強会といったところである。

　テーブルの上には何冊さつかの本とプリント類るい、そしてノートパソコンが置かれている。すすめがそれに繫つながれたマウスを操そう作さすると、小さなキューブ型のスピーカーから聞き覚えのある声が聞こえてきた。

〈本日は、よろしくお願いします〉

　すすめが使っている携けい帯たい端たん末まつの合成音声だ。携帯よりも音質がクリアで聞き取りやすい。

「パソコンでも使えるのか」

　論が疑ぎ問もんを口にすると、返事をするためにすすめがキーボードを叩たたき始めた。かなり慣なれた手つきのタイピングだ。

　やがてマウスをかち、とクリックすると、再ふたたびスピーカーから合成音声。

〈元はパソコンソフトです。父が専せん用ようの携帯端末を作ってくれました〉

「流石さすがは瑞平エレクトロニクスってとこか。ソフトも自じ社しや製せいか？」

〈ソフトは、ＡＨＳ社より発売されているVOICEROIDボイスロイドというテキスト読み上げソフトです〉

　入力した文章が即そく座ざに音声に変へん換かんされる。ところどころイントネーションが妙みような部分はあるものの、十分に聞き取れるレベルだ。

「そんなのがあるのか。高そうだな」

〈一万円くらいです〉

「ほお……ちょっと、見せてもらっていいか？」

「あ、私も見たい見たい」

　興きよう味み津しん々しんの論ろんと結ゆえ瑠るに、すすめがノートパソコンを動かして画面を見せる。そこには文章を入力するためのシンプルなテキストボックスが表ひよう示じされており、下の部分に「再さい生せい」「停止」などのボタンが並ならんでいる。

　そしてボックスの右側には、胸むねに手を添そえてこちらに微び笑しようを向ける女性キャラクターがいた。

　そのキャラを見て、論と結瑠がぽつりと呟つぶやく。

「……瑞みず平ひらに、似にてるな」

「似てるわね」

　顔が似ているというわけではない。そのキャラは、頭にフードを被かぶっており、首の左右から薄うす紫むらさきのおさげ髪がみを胸むねの前まえに垂たらしている。マスクと前髪を除のぞけば、首から上がすすめと同じスタイルだったのだ。

「すすめはさ、喋しやべれなくなってからこの子に出会って、この格かつ好こうなら何かの拍ひよう子しに触さわられる事が減へるからって、フードを被るようになったんだ」

　すすめに代わって晴はる希きが答える。なるほど、それは似ているのも道理だろう。

「しかし……うさ耳はついてないんだな」

　論の言う通り、キャラクターのフードには長いうさ耳がついている。しかしすすめが学校で被っているフードにはそんなものはついていない。

　パソコンの向きを戻もどし、すすめがキーボードを叩たたく。

〈流石さすがに、恥はずかしいです〉

　頰ほおを染そめてうつむくすすめと淡たん々たんとした合成音声のギャップが、論は少し面おも白しろかった。




　　　　　二




「まずは、あの【空間エリア】内でやらされるゲームが何なのか、ってとこからな。すすめが昨日だいたいの説明をまとめてくれたから、とりあえず聞いてくれ。質しつ問もんがあれば、簡かん単たんな質問ならあたしが答えるけど、難むずかしい質問は後でまとめてな。じゃ、すすめ」

　晴希の言葉にこくりと頷うなずくすすめ。かちかち、とマウスをダブルクリックすると、早速合成音声が再生され始めた。

〈あの【空間】内で行われるゲームには、いくつかの名前があります。水すい平へい思し考こう推すい理りゲーム、シチュエーション・パズル、ラテラル・シンキング・パズル、ＬＴＰ……ですが、一いつ般ぱん的てきなのはおそらく『ウミガメのスープ』という通つう称しようになると思います〉

　一いつ旦たん音声が途と切ぎれ、すすめが確かく認にんするように論と結瑠に目を向ける。二人が頷くのを待って再ふたたびかちかちとダブルクリックし、続きを再生する。

〈なぜ『ウミガメのスープ』と呼よばれているのかというと、数ある水平思考推理の問題の中で最も有名なのが、ウミガメのスープを飲んで死んだ男の問題だからです。二〇〇四年に日本で翻ほん訳やく・発売されたこのゲームの問題集のタイトルも『ポール・スローンのウミガメのスープ』で、最初の問題が『ウミガメのスープ』になっています〉

　手元に重ねてあった本を広げるすすめ。問題集の実物で、四巻かんまである。『腕うでを送る男』、『札束を焼く強ごう盗とう』、『借金をふみ倒たおせ』……タイトルだけでも興きよう味みをそそられる論ろん。

「なるほど。なんでウミガメの天使なのかと思ってたんだが、それが理由か」

　仮か面めんの天使ウミエルは、自分の事をウミガメの天使だと言った。なぜウミガメなのか、論はずっと気になっていたのだ。

〈ただ、このゲームを『ウミガメのスープ』と呼よぶのはほぼ日本だけだそうで、英語圏けんではウミガメではなく『アホウドリのスープ』と呼ばれているそうです。なぜアホウドリがウミガメになったのかは分かっていません。ウミガメのスープと言えば『不思議の国のアリス』が思い浮うかびますが、それとの関連も不明です〉

〈このゲームは発はつ祥しようも定かではありません。日本国内では、一九八七年発行の『BACCHUS』という雑ざつ誌しに掲けい載さいされた景かげ山やま民たみ夫おのエッセイ『海うみ亀がめのスープ』の中でこのゲームに触ふれていますが、数年前によくやっていたという事しか書かれておらず、それより古い情報は見つかりませんでした。問題集の作者であるポール・スローンも、原典を問う質しつ問もんに対して「古くから知られていた都市伝説だ」と答えるに留とどまっています〉

〈他、日本では二〇〇九年に携けい帯たいゲーム機用のソフトとして『スローンとマクヘールの謎なぞの物語』が発売されています。これによって水すい平へい思し考こう推すい理りゲームの認にん知ち度どは若じやつ干かん高まったかと思われますが、それでも知る人ぞ知るマイナーなゲームであるのが現げん状じようです〉

〈以上が、大まかなこのゲームの背はい景けいになります。今後このゲームの事は、便べん宜ぎ上じよう『ウミガメのスープ』あるいは『ウミガメ』と呼こ称しようします〉

　論達の反はん応のうを見つつそこまでを一気に再さい生せいし、すすめは晴はる希きに顔を向けた。一つ頷うなずく晴希。

「とりあえず、ここまでで何か質問はあるか？」

「……聞いても無む駄だだとは思うが、そんなマイナーなゲームをなんで【空間エリア】内でやらされるんだろうな。最初は三年前だったよな？　瑞みず平ひらはそのゲームを知ってたのか？」

　あたしが答えようか？　と目で問う晴希を首を振ふって制せいし、すすめがキーボードを叩たたく。

〈私には兄がいるのですが、ウミガメのスープは三年以上前からずっと兄が大好きなゲームで、たくさんの問題を私に出してくれました。私も夢む中ちゆうになって自分で問題を作ったりしていたので、そのせいかもしれません〉

　質問後半の答えは分かったが、肝かん心じんな前半の答えは分からない。しかし論も最初から期待していなかったので、ひとまずはすすめとゲームの関係が分かった事でよしとする。

「他には？」

「とりあえずいい。結ゆえ瑠るは？」

「私も。まずは最後まで聞きたいわ」

「ん。次はえーと……水平思考の概がい念ねんについて、だな。じゃあすすめ、続き頼たのむ」

　手元のプリントを見ながら晴はる希きが言う。教きよう師しのような台詞せりふだが、実じつ際さいの音としては「すいへいしこうのがいねんについて」と、全て平ひら仮が名なのような響ひびきだった。うわぁアホの子っぽい、と思った論ろんと結ゆえ瑠る、しかしなんとか口に出す事だけは我が慢まんする。

　すすめがマウスをダブルクリックし、再ふたたび講こう義ぎが始まる。

〈次に、水平思考とは何か、というお話をします〉

　水平思考。論には聞き覚えのない単語だ。

〈水平思考とは、英語で『Lateral Thinkingラテラル・シンキング』と言います。その言葉及および概念を提てい唱しようしたのはマルタのエドワード・デ・ボノという学者です。一九七〇年に出しゆつ版ぱんされた彼の著ちよ書しよは日本でも翻ほん訳やくされ、その時『Lateral Thinking』という言葉が『水平思考』と訳されました〉

〈彼は著書の中で思考方法を『垂すい直ちよく思し考こう』と『水平思考』の二つに分類し、この内の水平思考について、型にはまった思考の枠わくを打ち砕くだき、全く新しいアイデアを見出みいだすために非ひ常じように効こう果か的てきな思考方法であると述のべています〉

〈垂直思考とは、一ヶ所に穴あなを掘ほり進んでゆく事。非常にはっきりとした方向線を上がったり下がったりしながら直進する事である〉

〈対して水平思考とは、別の場所にも穴を掘る事。一定の方向に向かったパターンを離はなれて、別のいくつかのパターンへ移い動どうする事である〉

〈前書きでこう例えた後、第一章では一つの具体例が提てい示じされています〉

　そこですすめは一いつ瞬しゆんの間を空け、論と結瑠に目線を送る。

　ん？　と二人が気付いたのを確かく認にんして、次の音声を再さい生せいした。

〈ある所に、莫ばく大だいな借金をしている商人がいた〉

〈金かね貸かしは商人に一つの賭かけを持ちかける〉

〈空の財さい布ふに白い石と黒い石を一つずつ入れ、商人の娘むすめに一つ摑つかみ出させる。摑んだのが白い石なら借金は帳ちよう消けし。だが黒い石なら娘をよこせ、と〉

〈商人はこれに同意し、金貸しは庭から二つの石を拾って空の財布に入れる〉

〈ところが娘は、金貸しが財布に入れたのが二つとも黒い石だったのを見てしまった〉

〈さて、あなたがこの娘だったら、どうするか？〉

　再生を止めて、再びすすめが論と結瑠に顔を向けた。

「……それは、出題か？」

　こくり、と頷うなずくすすめ。論は小さく肩かたをすくめて、申もうし訳わけなさそうに答える。

「簡かん単たんだ……というより、その問題は知ってる。結瑠はどうだ？」

「似にたようなのは知ってる。あんたは？」

「うぇ？　ん～、あたしは知らないなぁ……でも、見てたんなら『黒い石二つ入れたろ！』って言ってもう一回やり直しさせればいいんじゃないのか？」

「馬ば鹿か」

「あん？　なんでだよ」

「それじゃあまともな勝負になって、五〇％の確かく率りつで負けるかもしれないでしょ」

「でも、今のままだと一〇〇％負けるんだぞ？」

「逆ぎやくよ。一〇〇％勝てるわ」

「へ？」

　ぽかんと口を開ける晴はる希き。その横顔を見ているすすめの口元が、なんとなく笑みをこらえているように論ろんには見える。気のせいかもしれないが。

「実じつ際さいにやってみましょうか。ねぇ瑞みず平ひらさん、何か中の見えない小さい袋ふくろとかない？」

　と、聞き終わる前に、すすめの手には黒いビニール袋が現あらわれていた。町内の書店でもらえるものだ。最初からそのつもりだったわけね、と言いたげに小さく笑う結ゆえ瑠る。

「はい、じゃああんた金貸し役ね。その袋に百円玉二つ入れなさい」

　差し出されたビニール袋を受け取った晴希は、腑ふに落ちない表情をしながらも言われた通りに財さい布ふから百円玉を二枚まい取り出しその中に入れる。

「さぁ、私が娘むすめよ。私がその袋の中から十円玉を摑つかみ出せば私の勝ち」

「無理に決まってるだろ。百円しか入ってないんだから」

「言っとくけど、あんたは金貸し役なんだから、十円も入ってるふりしなきゃだめよ」

「え？　ああ、そういう事か……よし、お前が十円を引けば借金はチャラにしてやろう！」

「小こ芝しば居いはいいからほら、袋」

「お前がやれって言ったんだろ!?」

　理り不ふ尽じんな扱あつかいに怒いかりを覚えつつも、大人おとなしく袋の口を結瑠に向ける晴希。

「ねぇ金貸しさん。あなたは本当に、この袋に十円玉と百円玉を入れたのね？」

「ん？　あ、ああ。そうだぞ」

「そう。だったらいいわ」

　結瑠は袋の中に右手を入れ、中に入っていた硬こう貨かの一枚を拳こぶしの中に握にぎり込こみ、晴希から決して見えないように注意しながら手を抜ぬく。

「ほら、見せてみろよ。それが百円なら……あっ！」

　そして結瑠は、手の中の硬貨を晴希に見せないまま、自分の財布に入れてしまった。

「お前っ……」

「さて、私が選んだ硬貨はこれで分からなくなったわ。でも、ビニールの中には私が選ばなかった硬貨が残ってるわけよね。それが百円だったら、私が選んだのは十円だって事になるわ。さ、袋の中を見せて頂ちよう戴だい」

「うぎぎっ……ず、ずるいぞ……」

「何がずるいの？　あなたさっきちゃんと、十円と百円を入れたって言ったわよね？　まさか自分が負けたからって難なん癖くせつけるつもり？　なんて往おう生じよう際ぎわが悪いのかしら、この恥はじ知しらずのごうつくばりの悪あく徳とく金かね貸かしめ！」

「お前がやらせたんだろうがっ！　気き色しよく悪い演えん技ぎやめろ！　あと百円返せ！」

　どたばたと百円を奪うばい合う結ゆえ瑠ると晴はる希き。もしかしたらこの二人、相性が悪いんじゃなくて逆ぎやくに良すぎるんじゃないのか、などと考えてしまう論ろんであった。

　百円玉が無事本来の持ち主の財さい布ふへと返り、すすめの講こう義ぎが再さい開かいされる。

〈著ちよ者しやは、このように別の角度から全く違ちがったものの見方をする事を、ラテラル・シンキング、水平思考と呼よびました。いわゆる発想の転てん換かんです。真っ当な垂直思考の事を「あらゆる人々が努力して用いるべき理想的な思考方法」と讃たたえた上で、なお「新しいアイデアの創そう造ぞうは水平思考にかかっている」と評ひようしました〉

〈ウミガメのスープは、その概がい念ねんを基もとにして水平思考力を鍛きたえるゲームです〉

〈その問題を解とくためには、『ＡはＢである。ＢはＣである。よって、ＡはＣである』というような垂直思考よりも、『ＡはＢである。ＢはＣである。だがＡはＣではないかもしれない。本当は最初からＤだったのではないか。そもそもＥはどこで何をしている』というような発想、つまり水平思考が重要になってきます〉

〈一つの穴あなを掘り続けても何も出てこない場合は、その穴を出て新しい穴を掘ほり始める。いくつも穴を掘ってみる。これが水平思考推理ゲーム、ウミガメのスープだという事です〉

　講義を聴ききながら、論は思い出している。

　リモコンを踏ふんだ女の問題。テレビや部屋の状じよう態たいにばかり気を取られていたが、重要なのは部屋の中にいる女の状態だった。

　水を捨すてた男の問題。水をどうするのかにばかり気を取られていたが、重要なのは水を捨てた後の入れ物であるペットボトルの方だった。

　それら【状況シチユエーシヨン】を【解明クリア】する決め手となったのは、論理的な思考と言うよりは、直感的な発想だった。その柔じゆう軟なんな発想を導みちびくのが、すなわち水平思考なのだ。

「ここまで、何か質しつ問もんあるか？」

「ない。よく分かった」

「そうね、あとは実じつ践せんで覚えた方が早そう」

　ゲームというのは結局、説明書を読むより実じつ際さいにプレイするのが上達の近道である。もちろん今日は、実践までが予定に入っていた。

「それにしても……瑞みず平ひらは昨日一日でこれだけの音声を用意したのか？」

　論の問いに、こくんと頷うなずくすすめ。

　ここまでの講義で使われた説明の中に、その場で入力された物は一つもなかった。つまりすすめは、前日に全てのテキストを用意し、テキスト読み上げソフトに喋しやべらせ、その一つ一つを音声ファイルとして録ろく音おんし、それを順番に再生していたのだ。

「……実は瑞みず平ひらさんって、結けつ構こうオタクっぽい？」

　からかうように笑う結ゆえ瑠る。心外だったのか図星だったのか、らしくもなく焦あせった様子でかたかたとキーボードを叩たたき始める。

〈晴はる希きに、用意するよう言われたので。せっかくですし、学ぶのであれば詳くわしい方がいいかと思いまして〉

「なーんて言ってるけど、本当はすすめが自分からやるって言ってくれたんだぞ。それでここまでやってくれるんだから、すすめはいい子だなぁ」

　結瑠に便乗して、からかうようにすすめの肩かたをぽんぽんと叩く晴希。

　すすめは頰ほおを膨ふくらませ、晴希の肩をぺしんと叩き返す。手て袋ぶくろ越ごしとは言えすすめが自みずから触ふれるというだけで、二人の関係の深さが窺うかがえた。

　からかわれているだけでは気の毒だと思った論ろんは、素す直なおな気持ちをすすめに伝える。

「勉強になった。大変だっただろ、ありがとうな」

　瑞平すすめという人間の本ほん質しつは、やはり冷たく人を遠ざけるようなものではないのかもしれない。論はそう思う。

　そのささやかな感かん謝しやにすすめは戸と惑まどい、何か答えようとキーボードの上に手を持っていく。

　しかしなんと答えればいいのか分からずに、結局。

〈好きな事ですので〉

　まずは短くそれだけ答え、やはりそれだけではあまりに素そっ気けないと思ったのか、再ふたたびキーボードを叩いて。

〈私も、楽しかったです〉

　そしてフードを深く被かぶるような仕し草ぐさをして、今はフードがない事に気付いて無意味に手をにぎにぎし、顔を隠かくすようにうつむいてしまった。照れているのだろうか。

「かわいい」

「かわいいわね」

　論と結瑠にまじまじと見つめられ、ますます縮ちぢこまってしまうすすめ。結局のところ、結瑠と一いつ緒しよになってすすめをからかっている論だった。

「はいはい、すすめをからかうのはここまでな。じゃあ、実じつ際さいに遊んでみよう！」

　言って楽しそうに手を打ち鳴らす晴希。【空間エリア】の事はなんとかしたいと思いつつ、晴希もウミガメのスープで遊ぶ事は好きなのだろう。

「すすめ、問題どれだ？　……これな。はい」

　すすめから受け取ったプリントを論と結瑠に配る晴希。そのプリントに問題文が書かれているのを見て、論が疑ぎ問もんを口にする。

「今日は【空間】には入らないのか？」

「うん。だって、」

　答えようとする晴はる希きの言葉を遮さえぎって、室内にノックの音が響ひびいた。

「すすめちゃん、お茶が入りましたよ」

　扉とびらの向こうから柔やわらかな声。すすめの母だ。

　庶しよ民みんの家ではなかなかお目にかかれない食器ワゴンに人数分のお茶とお菓か子しを載のせて入ってきた母は、一人一人に微笑ほほえみかけながら配はい膳ぜんし、ごゆっくり、と声を残して出ていった。

「……すすめの親は【空間エリア】の事を知らないんだ」

「本当か？　よく三年間もばれなかったな」

「って言うけどさ、自分の親に触さわったり触られたりとか、そうそうしないだろ？」

「……なるほど、言われてみれば」

　もし【空間】内にいる時にすすめの母が入ってくれば、四人で気を失っている所を見られてしまう。面めん倒どう臭くさい事になるのは明らかだった。

　各おの々おの軽くお茶でのどを潤うるおし、すわゲーム開始、というその直前、唐とう突とつに結ゆえ瑠るが口を開いた。

「ねぇ、質しつ問もんはどっちにすればいいの？　瑞みず平ひらさん？　それともあんた？」

「それはすすめ。あたしは一いち応おう、お前達と同じで解かい答とう者しやの立場だ。ただ、今回あたしはアドバイス役だから、なるべく質問はしないぞ」

「そう。で、瑞平さんはパソコンで答えるの？」

　素そ朴ぼくな疑ぎ問もん。すすめは喋しやべる事ができない。かといっていちいちパソコンで答えるのも面倒だろうし、ただ単たんに首を振ふるのだろうか？

　そんな結瑠の疑問に対する答えは、全く予想外のものだった。

「ふふーん、それに関してはいい物があるんだよ……な、すすめ？」

　こくこく、と頷うなずくすすめ。

　そしてすすめは、今までずっと膝ひざに載せていたクッションのような物を、目の高さに掲かかげた。

　それを見て、論ろんと結瑠は絶ぜつ句くする。

　すすめが掲げたクッションのような物。それは、片かた面めんに『ＹＥＳ』、反対面に『ＮＯ』と大きくプリントされた、枕まくらだった。

　とあるＴＶのバラエティ番組にて、ゲストとして出しゆつ演えんした視し聴ちよう者しやの新しん婚こんさんが記念品にもらえる他、ネット通つう販はんや量りよう販はん店てんなどでも類るい似じ品ひんが売られている。

　通つう称しよう──『イエスノー枕』。

　それは本来、夫婦が夜の営いとなみの合意に使うためのアダルティなアイテムで、高校生女子が持っているなど実にけしからぬ代しろ物ものであった。
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「いいだろー！　ちょっと前にあたしが見つけて、すすめに買ってあげたんだ！」

「……なあ晴希。お前、それが何だか知ってるのか？」

「ん？　知ってるぞ、枕だろ。でもこんな使い方しても別にいいだろ？」

　あ、知らないなこれ、と論は悟さとった。

「……ねえ瑞みず平ひらさん。あなた、それが何か知ってるの？」

　結ゆえ瑠るの質しつ問もんにすすめはしばし逡しゆん巡じゆんする様子を見せ、うつむきがちに、躊躇ためらいがちに、ゆっくりかたかたとキーボードを打つ。

〈せっかく、買ってくれたので〉

　あ、知ってるなこれ、と論ろんは悟さとった。




　　　　　三




「基き本ほん的てきなルールは大だい丈じよう夫ぶだよな？」

　論ではなく結瑠に確かく認にんする晴はる希きに、大丈夫、と頷うなずく結瑠。

「問題が出されたら、私達はそれに関してＹＥＳかＮＯで答えられる質問をして情報を集めて、問題文の状じよう況きようを解かい明めいすればいいんでしょ？」

「うん。質問の回数と時間の制せい限げんは無い。あとゲームに使う用語なんだけど、あたし達は問題の事を【状況シチユエーシヨン】、謎なぞを解とく事を【解明クリア】って言ってる」

「なるほど、それは【空間エリア】内と同じだな」

「そう。それで【状況】を【解明】できたと思ったら【解答アンサー】って宣せん言げんして、推すい理りのまとめをする。それが正解なら【状況シチユエーシヨン解明・クリア】。現げん実じつならお終しまいで問題を振ふり返ったりして、【空間】内だったら壁かべが割われて外に出られるって事」

　晴はる希きの説明に補ほ足そくしようと、すすめが素す早ばやくキーボードを叩たたく。

〈これらの用語や【解答アンサー】のルールは、私の兄が創そう作さくしたオリジナルのものです。もともとの水すい平へい思し考こう推すい理りゲームには存そん在ざいしませんので、ご注意を〉

　どうやら兄上はよほどウミガメのスープがお気に入りだったらしい、と納なつ得とくする論ろん。それらの用語をそのまま使っているすすめは、兄の創作したルールが好きなのだろう。

「あとは？　何かある？」

「あーとーはー……あるっちゃあるんだけど、今はまだいいかな。な、すすめ？」

　頷うなずくすすめ。ウミガメには他にも応おう用ようルールが存在するのだが、それは基き本ほんルールに慣なれてからでいいだろう、という二人の判はん断だんだった。

「最後に一つ言っておくとすれば……このゲームは、基本的に何でもありだって事だな」

「何でもあり？　どういう事だ？」

「やってれば分かるよ。でも、今回は二人には解とけないかもな～？」

「ほう……甘あまく見るなよ。その問題、解き尽つくしてやる」

「ん、その意気だ。じゃあ始めるか、【状況シチユエーシヨン開始・スタート】！」

　問答無用の晴希の合図。これ以上は実じつ践せんで、という事だ。論と結瑠は疑ぎ問もんを一いつ旦たん吞のみ込み、プリントに印字された問題文に目を通した。





　【問題】


　　女はいつも、赤信号の横おう断だん歩ほ道どうを渡わたっていた。

　　ある日、一人の男が彼女に続いて赤信号の横断歩道を渡った。

　　それ以来、女は赤信号の横断歩道を渡るのをやめた。

　　そして今度はその男が赤信号の横断歩道を渡るようになった。

　　いったいどういう事だろう？








「……意味が分からんな。これは瑞みず平ひらが作った問題か？」

　キーボードを叩たたく代わりに、すすめは手にしたイエスノー枕まくらの片かた面めんを掲かかげてみせる。

　──ＹＥＳ

　なるほど。確たしかにウミガメのスープで遊ぶ時、イエスノー枕は面おも白しろいかもしれない。

「ウミガメは、ぱっと見た時になんだこれ？　ってなる問題ばっかりなんだ。その方が問題が解けた時になるほど！　ってなって楽しいからな」

「ふーん。で、まずはどんな質しつ問もんをすればいいわけ？　アドバイス役って言うくらいなんだから、何かセオリーみたいなものがあるんでしょ？」

「そうだな、とりあえずは思いついた事をどんどん聞けばいいんだけど……何も思いつかない場合は、まずは基き本ほん質しつ問もんだな。登場人物の年ねん齢れいや性別、職しよく業ぎようとかが重要かどうかを聞いてみるといいぞ。ＹＥＳだったら大きいヒントになるから」

「なるほどね。じゃあ、登場人物の性別は重要？」

　──ＮＯ

「年齢は重要？」

　──ＮＯ

「職業は？」

　──ＮＯ

「……ちょっとあんた」

「も、問題によってはもちろんこういう事もあるって！　それに、ＮＯだった事はそれ以上深く考える必要がないんだから、やっぱりヒントになるし！」

「ふん、まぁ許ゆるしてあげるわ」

「お前なんでそんなに偉えらそうなんだよ。潰つぶすぞ？」

「すぐ下品な言葉を使う人って嫌いやね」

「自分の事を棚たなに上げるな」

「あ？」

「なんだよ」

「お前ら、もっと和なごやかにゲームを楽しもうじゃないか……晴はる希き、他にはあるか？」

「色々あるぞ。登場人物の関係、問題文に出てない重要人物はいるか、この前みたいに国とか季節とかが重要になる事もあるし、時代が重要な場合も結けつ構こうあるし……でもまぁ、問題文から直ちよく接せつ質問が思いつく時は、とりあえずどんどん聞いてみればいいよ。質問するほど情報は増ふえるし、そしたら新しい質問も思いつくしな」

「ふむ、そうだな……」

　問題文を読んだ時点で、論ろんは一つ思いついた事があった。直接【解答アンサー】には結びつきそうもないが、とりあえず質問してみる事にする。

「女は、自殺しようとしていた？」

　赤信号の横おう断だん歩ほ道どうを渡わたる理由として、すぐに思いついたのがそれだった。

　──ＮＯ

（駄だ目めか。やはりそう簡かん単たんにはいかないな）

　論に続き、結ゆえ瑠るがとりあえず晴希に言われた基本的な質問を重ねる。

「男と女の関係は重要？」

　──ＮＯ

「問題文に出てない重要人物はいる？」

　──ＮＯ

「時代は重要？」

　──ＮＯ

「……あんたのアドバイス、何の役にも立たないんだけど」

「だから問題によるって言っただろ……」

「とりあえず、デコピンくらいしていいわよね」

「おい論ろん、躾しつけがなってないぞこの眼鏡めがねザル」

「躾が必要なのはあんたでしょ脳のう筋きんゴリラ」

「ああ？」

「何よ」

「はいはい仲良く喧けん嘩かしな」

　すでにあしらい方が適てき当とうになりつつある論。

「……男と女が赤信号を渡わたる目的は同じなの？」

　続く結ゆえ瑠るの質しつ問もんに、すすめはやっと枕まくらをくるりと回転させ、先さき程ほどまでよりも少し高く掲かかげて前後に振ふって見せた。ニュアンスを表すなら「ＹＥＳ！」といったところだろう。つまりはいい質問だという事だ。

「ふむ……じゃあ、女が渡るのをやめたのは、目的が達成されたからか？」

　──ＹＥＳ！

「そして今度は男がその目的のために渡り始めた？」

　──ＹＥＳ！

　やっと少しずつ有用な情報が集まり始めてきた。だが、肝かん心じんの目的が思いつかない。自殺でないのだとすれば、赤信号の横おう断だん歩ほ道どうを渡る目的とは何なのか？

　再ふたたび何事かを思いついた様子なのは結瑠だった。しかしその考えにはまだ疑ぎ問もんが残るようで、一つずつ確かく認にんするように質問をする。

「……まず女が赤信号の横断歩道を渡っていて、男がそれに続いて渡り始めて、女が渡るのをやめて、男はそれ以い降こうも渡り続けた……これで間ま違ちがいない？」

　──ＹＥＳ

「うーん、そっかぁ……やっぱり違うかな……」

「何か思いついたのか？」

「えっとね、女が目的を達成して渡るのをやめて、次に男が渡り始めたなら、何か順番待ちをしてたのかなって思ったんだけど……でも問題文の通りだと、女が渡るのをやめる前にもう男が渡り始めてるのよね……」

「なるほど……まぁ、念のために聞いてみたらいい」

「そうね。男は何か順番待ちをしてたの？」

　──ＮＯ

「よね。残念」

　肩かたをすくめる結ゆえ瑠る。だが論ろんは、結瑠の考えの全てが的まと外はずれだとも思えなかった。順番という言葉が、なんとなく重要なキーワードのような気がしたのだ。

「自殺はＮＯ、か……ねぇ、自殺じゃなくて事じ故こっていうのは？　女の目的は保ほ険けん金きんで、でも自殺だと保険金が下りないから事故死を装よそおって……あーいや、違ちがうわね」

　言い終えるよりも早く、結瑠は自みずからの考えの矛む盾じゆんに気付き発言を撤てつ回かいする。

「そうだな。事故死を装うってのは、結局自殺って事だ。まぁ、言葉遊びの可か能のう性せいもあるから一いち応おう聞いておくか。女の目的は事故死だったか？」

　答えがＮＯである事を前ぜん提ていとした論の質問。だが、すすめは枕まくらを胸むねに抱だいたままＹＥＳともＮＯとも答えようとせず、迷まよった末にマウスをかちかちと動かした。

〈答えられません。聞き方を変えてください〉

「答えられない？　ああそうか、事故死だけじゃ自殺なのか本当に事故なのか分からないからな。そうだな、女の目的は事故を装った自殺だったか？」

　そう聞き直すと、今度は迷わず枕が上がる。

　──ＮＯ

「だな」

「そうよね……いい線いってると思ったんだけどなぁ」

　大きく息を吐はき出す結瑠。推すい理りはまたやり直しだ。

　何にしても、まずは赤信号の横おう断だん歩ほ道どうを渡わたる目的を突つき止めるべきだろう。自殺ではない。事故死でもない。では、いったい──

　論の思考は、そこで不意に止まった。

（……待て）

　そして論は、自らの過あやまちに気付く。

「結瑠……駄だ目めだ、違うぞ」

「え？　何が？」

「女が赤信号を渡るのをやめたのは、目的を達成したからだ。だが女の目的は、自殺でも事故死でもない。よって女は自殺も事故死もしていない」

「そうね。何も間違ってないと思うけど」

「そうだな。俺もそう思う。ただ──」

　結瑠と目を合わせ、論は言う。

「それは、垂すい直ちよく思し考こうだ」

「……あ」

　そう。二人は講こう義ぎその二『水平思考の概がい念ねんについて』を、すっかり失念していた。

「これは水平思考推理ゲーム。今、違う場所に穴あなを掘ほるとするなら……」

　垂すい直ちよく思し考こうは間ま違ちがってはいないが、真実だとは限かぎらない。次にするべき質しつ問もんは。

「女は、事じ故こ死ししたか？」

　その質問に、すすめは今までで一番高く手を上げ、枕まくらを二回振ふってみせる。

　論ろん達の方を向いている面は、もちろん。

　──ＹＥＳ！　ＹＥＳ！

　それは間違いなく、この【状況シチユエーシヨン】を【解明クリア】するための壁かべを一枚まい越こえた瞬しゆん間かんだった。

「女は事故死した。だがそれは女の目的ではなく、本当に不ふ慮りよの事故だった。どうだ？」

　──ＹＥＳ！

「じゃあ……女はそれとは別に、赤信号を渡わたる事で何らかの目的を達成したのね？」

　──ＹＥＳ！

　ボトルネックを抜ぬけたように、二人の頭に新たな推すい理りが組み上がっていく。散らばっていた積み木を積んでは崩くずし、それが脳のう内ないでまとまった形を取ったのは──

「あ、分かった！」

　結ゆえ瑠るが勢いきおいよく手を上げた。今までの質問ではそんな事をしていなかったのに、今ではまるで授じゆ業ぎよう参さん観かん日びの小学生のようだ。

　すすめが手の平を向けて促うながし、結瑠は自信に満ちた表情で質問する。

「女は、当たり屋だった？」

　当たり屋というのは、交通車両に対して死なない程てい度どの接せつ触しよくを故こ意いに試み、交通弱者の立場を利用して損そん害がい賠ばい償しよう金きんを要求する、一種の詐さ欺ぎを生業なりわいとする者の通つう称しようである。

　つまり結瑠は、女は常じよう習しゆうの当たり屋であり、いつものように賠償金目当てに車に飛び込こんだところ、タイミングを誤あやまって本当に死んでしまい、しかし命と引き換かえに賠償金を得るという目的は達成したのではないか、そう考えたのだ。

　果たして、その回答は──

　──ＮＯ

「……あら？」

　実は論も一度は同じ事を考えた。だが、残念ながらそれはあり得ないのである。

「結瑠、その場合男はどうなる？」

「男は当たり屋仲間で、女が死んだ後にその仕事を引き継ついだ……で、いいんじゃないの？」

「一つ忘わすれてるぞ。男と女の関係は重要か、って質問。答えはＮＯだったろ」

「あ」

「二人が当たり屋仲間だったなら、その関係は最重要だ。ＮＯのはずがない」

「ああ、そっかぁ……すっかり忘れてたわ。かっこ悪いなぁ……」

　先さき程ほどまでの威い勢せいはどこへやら、しゅんと萎しおれて小さくなってしまう結瑠。その頭を論がぽんぽんと撫なで、どんまいだぞ結瑠、と慰なぐさめる。

　しかし、とは言っても論ろんに他の推すい理りがあるわけではなかった。何らかのギャンブル、子供の度ど胸きよう試だめし、政せい治じ的てきパフォーマンス……様々な推理を組み立ててみたものの、最も納なつ得とくがいったのは当たり屋なのであった。

　問題を解とく事がアイデンティティとも言える論。だがしかし彼は、自力で解けない問題があった場合、実はあっさりと参考書や解かい答とうを見る人間である。そうしてから復ふく習しゆうし、その問題の解き方をしっかりと覚えるのが論のやり方だ。

　論が口くち癖ぐせのように言う「問題を解き尽つくす」という言葉。それは論にとって、ただ単に「答えを知る」と言い換かえてもいいのだ。

　さて、ではこの場における参考書や解答と言えば。

　途と中ちゆうからずっと黙だまってゲームの流れを見守っていた晴はる希きに、論は目を向けた。

「晴希、何かアドバイスはないか？」

　待ってました、と言わんばかりの得意気な笑顔で晴希が答える。

「あたし、多分答え分かったぞ」

「マジか」

「あんたに負けるなんて、私も堕おちたものね……」

「どういう意味だ……」

　本気で悔くやしそうな結ゆえ瑠るをじとりと睨にらみ、しかし気を取り直して晴希は言う。

「でもまぁ、あたしの答えが合ってるとしたら、二人に分からなくても仕方ないかなって思うよ。もしかしたらと思って黙ってたんだけど、流石さすがに無理だったみたいだな」

「どういう事だ？　特とく殊しゆな知ち識しきが必要なのか？」

「そうじゃないよ。ただ、二人ともウミガメはまだ三回目か四回目だろ？　だったら流石にこの発想は無理だなって」

「もったいぶってないでさっさと言いなさいよ」

「んー……」

　さぞかし鼻を高くしながら答えを教えるのかと思いきや、意外にも晴希は何か迷まようように口を尖とがらせる。しばらくしてからぽんと手を叩たたき。

「じゃあ、これから一つだけ、すごいヒントになる質しつ問もんをするよ。そうすれば二人もまた違ちがう推理ができるはずだから、もうちょっと考えてみないか？」

「おお、俺としてはそれ、ありがたいな」

「あら、お情けを下さるの？」

「そんなんじゃないって。あたしだって一人じゃ多分まだここまで辿たどり着いてない。二人がどんどん色んな情報を見つけてくれたからだ」

　いつもの調子で軽口を叩く結瑠に、思いの外真ま面じ目めな口く調ちようで返す晴希。

「お前達はやっぱりすごいよ。ほとんど初心者なのに、あたしよりずっと真相に近づくのが早い。でもこのゲームは、あたしみたいな頭の悪いやつが思いつきで口にした事がヒントになって、頭のいいやつが何かに気付いたりするんだ。そんな風に、みんなで謎なぞを解かい明めいしていくのが楽しいんだよ」

　晴はる希きの目線は論ろん達ではなくすすめの方に向いている。すすめもうつむいて何かに思いを馳はせているようで、それはきっと三年以上前、兄と共に純じゆん粋すいにこのゲームを楽しんでいた時の記き憶おくなのだろう、という事が論にも分かった。

「だから、あたしのヒントでお前らの推すい理りがどう変わるのか、見てみたいんだ」

「……ま、そういう事なら私も別に……」

「でもまぁ、よく考えたらいい質しつ問もんしてたのはほとんど論だったけどな」

「あんた、そこは今そっとしとくとこでしょ」

「いや、俺だって結ゆえ瑠るのサポートがないとああ上う手まくはいかなかったさ」

「論！」

「おおマイハニー」

　ひし、と抱だき合う二人に晴希が苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

「そういうのは二人だけでやってくれよ……まぁとにかく、これから一つだけ質問するから、よく聞けな。って、これが間違ってたらかなり恥はずかしいけど……ん、んん！」

　軽く咳せき払ばらいし、若じやつ干かんの緊きん張ちようをにじませながら、そして晴希は質問した。

「女は、生きてるか？」

　その質問がなぜヒントになるのか、論にも結瑠にも、すぐには分からなかった。

　生きているかも何も、すでに女が事じ故こ死ししたのは確かく定ていしている。今いま更さらそれを確かく認にんしてどうしようと言うのか？

　だが、すすめの答えは。

　──ＮＯ！　ＮＯ！　ＮＯ！

　女が事故死した事が明らかになった時よりも、一回多く振ふられる枕まくら。それだけ今の晴希の質問が重要だったという事だ。

「……どういう事？　女が死んでる事なんて、もう分かってるじゃない……」

　結瑠はまだぴんとこない。だが、論は一つのおかしな点に気付いた。

「いや……待て結瑠。女が事故死したのはいつだ？」

「え？　それは……赤信号を渡わたるのをやめた時でしょ？」

「それだと、問題文の前半ではまだ生きてた事になる」

「うん……でも途と中ちゆうで死んだんだから、生きてるかって質問はＮＯでいいんじゃないの？」

「いや、思い出せ結瑠。俺達が、女は自殺か事故死か質問した時の事だ」

「えっと……あ、そう言えば……」

　女の目的は事故死か？　と聞いた時。すすめは枕を上げずに〈答えられません。聞き方を変えてください〉とパソコンで答えた。その事じ故こ死しが、本当の事故死なのか事故死を装よそおった自殺なのか明言しなかったからだ。

「女は生きているか。その答えは、問題前半ならＹＥＳ、問題後半ならＮＯだ。どっちとも答えられるんだから、同じように〈聞き方を変えてください〉となるはずだ。だが瑞みず平ひらは、迷まよわずＮＯと答えた。という事は」

　それが意味する答えが、結ゆえ瑠るにもおぼろげに見えてくる。

「……女は、最初から死んでいた？」

「そうだ。そして女は事故死している。つまり……」

　最初から事故死していた女が、赤信号の横おう断だん歩ほ道どうを渡り続けていた。それはどういう事か。

　そして論ろんは、俄にわかには受け入れがたいその答えを確かく認にんするため、質しつ問もんした。




「女は、その横断歩道で事故死した幽ゆう霊れいだった？」




　──ＹＥーーーーーＳ！

　文字にすれば、ちょうどそんな感じになるだろう。すすめは枕まくらを頭の上にまで掲かかげて、何度も何度もＹＥＳの面を振ふっている。

「ちょっと……幽霊って、そんなのありなわけ？」

　流石さすがにどうなんだ、と僅わずかに非ひ難なんの色を滲にじませた結瑠の声に、晴はる希きはあらかじめ用意していたかのように流りゆう暢ちように答える──否いな、あらかじめ用意していたのだろう。

「これが昔の推すい理り小しよう説せつとかならダメかもしれない。でも、これはウミガメのスープ、水平思考推理ゲームだ。解かい答とう者しやが気の済すむまで、解決に必要な情報を集める事ができる」

　ゲームを始める前、このゲームは基き本ほん的てきに何でもありだ、と晴希が言っていた事を思い出す論ろん。あれはこういう事だったのだ。

「だから、どんな設せつ定ていの推理問題でもフェアになる。女ってのは動物かもしれないし人形かもしれない。双ふた子ごだろうが幽霊だろうが超ちよう能のう力りよく者しやだろうが宇う宙ちゆう人じんだろうが、なんでもありだ。それもウミガメの面おも白しろいとこなんだよ」

　目をきらきらと輝かがやかせて言う晴希に、思わず頰ほおをほころばせる論。

「お前も、このゲームが好きなんだな」

「うん。でも、今あたしが言った事は全部すすめの受け売りだよ。このゲームが本当に好きなのは、すすめとお兄さんだ」

　言われてすすめの顔を見る論。その瞳ひとみは、やはり前まえ髪がみに隠かくれていてよく見えない。

　だけど、きっと晴希と同じように、きらきらと輝いているのだろう。論はそう思う。

「……まぁ、最近は推理小説でも幽霊とか魔ま法ほう使つかいとか出るしね。別にいいか」

　人ひと並なみに読書を嗜たしなむ結瑠は、最近どころか少し古めの推理小説にもそういった作品があって高い評ひよう価かを得ている事を知っている。ましてやこれはゲームである。ノックスの十じつ戒かいだのヴァン・ダインの二に十じつ則そくだのを持ち出すのは土ど台だい無ぶ粋すいな話だろう。

「さて、だったら話は大きく変わってくるわね。男は生きてるの？」

〈答えられません。聞き方を変えてください〉

「ん……だったらこうね。男は最初は生きてたけど、途と中ちゆうで死んだ？」

　──ＹＥＳ！

「男には女の幽ゆう霊れいが見えてたんだな？」

　──ＹＥＳ！

「そうか、だったら『女の目的は事じ故こ死しだったか』って質しつ問もんに答えられなかったのには、もう一つの理由があるわね」

「そういう事だな。つまり、女の目的は男の事故死だった？」

　──ＹＥＳ！　ＹＥＳ！

　次々と明らかになってゆく、新しい事実。

　二人の頭の中で、問題文の状じよう況きようが今までの想像と全く違ちがう光景となって再さい生せいされてゆく。すでに二人には、同じ一つの答えの姿すがたが見えていた。

「やっぱりすごいな二人とも！　なぁ、もう【解答アンサー】いけるんじゃないか？」

　興こう奮ふん気ぎ味みに促うながす晴はる希き。だが、そこで二人は怒ど涛とうの質問ラッシュをぴたりと止める。

「……晴希、【解答】は頼たのんだ」

「そうね。それがいいわ」

「え……？　なんで？　もう二人とも、答え分かってるだろ？」

　戸と惑まどう晴希に、論ろんと結ゆえ瑠るは澄すました顔で返す。

「最初に答えに辿たどり着いたのはお前だろ？」

「みんなで謎なぞを解かい明めいするのが楽しいんでしょ？」

　晴希が、ただでさえ大きな目を丸く見開いた。

　そしてその表情をすぐに嬉うれしそうな笑顔に変えて、隣となりに座すわるすすめの方に向き直る。

「分かった。すすめ、【解答】だ」

　どうぞ、と手の平で促うながすすすめの口元にもまた、ほんの僅わずかに笑みが浮うかんでいた。

　晴希は一つずつ確かく認にんするように、ゆっくりと【解答】を述のべていく。

「……女は、横おう断だん歩ほ道どうで事故に遭あって死に、地じ縛ばく霊れいになった」

「そして道連れを作るために、赤信号の横断歩道を渡わたり始めた」

「ある日、その幽ゆう霊れいが見えた男が、幽霊につられて赤信号の横断歩道を渡ってしまう」

「男は事故死して、目的を果たした女の幽霊は消えた」

「そして今度はその男が地縛霊になって、自分がされたのと同じように、道連れを作るために赤信号の横断歩道を渡り始めた……」

「これがこの【状況シチユエーシヨン】の真相だ。すすめ、どうだ？」

　晴はる希きの【解答アンサー】を聞いたすすめは、枕まくらを膝ひざの上に戻もどし、マウスをカチカチと操そう作さする。

　そして、もはや聞き慣なれた感のある合成音声が、その【解答】の合ごう否ひを告げた。

〈シチュエーション・クリア。おめでとうございます〉

　ぱちぱちぱち、とすすめの小さな拍はく手しゆの音。

　残念ながら、合成音声とその小さな拍手だけでは、得られるカタルシスは【空間エリア】内のそれには遠く及およばない。

　だが論ろんは、その素そ朴ぼくな祝福を意外に悪くないと感じていた。




　　　　　四




「じゃあ瑞みず平ひら、また明日な」

　玄げん関かん先さきで、論達三人を見送るすすめが小さく頷うなずく。

　ゲームを終えた後、今後の活かつ動どう方ほう針しんを簡かん単たんに決めたり雑ざつ談だんをしたり、なんだかんだで時じ刻こくは午後五時。

　論が以前に考えた通り、晴希は幼おさない頃ころから空手を習っているそうだ。今日も六時から稽けい古こがあるという事なので、ここでお開きとなった。

「すすめ、バイバイ！　……っと」

　だが、元気よく手を振ふって歩き出そうとした晴はる希きの足が唐とう突とつに止まる。その背せ中なかにぶつかりそうになった論が急ブレーキをかけた結果、論の背中に結ゆえ瑠るがぶつかった。

「なんだ、どうした？」

「急に止まるんじゃないわよ。歩き方忘わすれたの？」

「……忘れた！」

「はあ？」

「悪い二人とも、忘れてた事があった！　もっかい上がってくれ！」

　言いながら、晴希は強引に論と結瑠を再ふたたび瑞平邸ていの玄関内へと押おし戻もどした。わけも分からぬままに再さい度ど靴くつを脱ぬぎ、キッチンから不思議そうに顔を出したすすめの母に曖あい昧まいな笑みを浮うかべて頭を下げる論。結瑠とすすめも首を傾かしげながらついてくる。

　廊ろう下かの角を曲がって母から見えなくなった地点で、晴希はすすめに向かって小声で囁ささやいた。

「……いる」

　その一言だけで、すすめには何の事だか分かったようだ。目に見えてその体が強こわ張ばる。

「いるって……なんだ？」

　論の問いには答えず、晴希はすすめの肩かたを抱だいて二階への階かい段だんを上り始めた。

「二人も来てくれ……説明はそこで」




　　　　　○




　二階の壁かべに張はりつき、論ろんと結ゆえ瑠るは身を隠かくしながら窓まどの外に目を凝こらしている。

「……分かるか？」

　晴はる希きに問われ、二人は揃そろって首を横に振ふる。

「分からん」

「私も分かんない」

「ったく、これだから眼鏡めがねは……とにかく、いるんだよ。あの公園に」

　論も結瑠も、視し力りよくは眼鏡をかけてやっと〇・八程てい度ど。公園があるのは分かるし、そこに人がいるのも分かるのだが、ここからその公園までは直ちよく線せん距きよ離りにしておよそ五〇メートル。とてもその顔かお形かたちまでは分かるはずもない。

　だが、裸ら眼がん視力で両方二・〇という健けん康こう優ゆう良りよう児じの晴希が言うには、それは確たしかに論の知っている人物らしい。

「本当にあれが、うちのクラスのカメラ小こ僧ぞうなのか？」

　玄げん関かんを出た時、公園からすすめの家の方を見ていたというその人物は、論とすすめのクラスメイトであるカメラ小僧──本名、江え野の沢ざわ直なお人とだと言うのである。

「一年の時、あたし達はあいつと同じクラスだった。その時から何かとすすめにつきまとってたんだよ。最近は少しずつ酷ひどくなってて、後をつけられたりしてたんだけど……ついに家まで来やがったか……」

「……ストーカーってやつか？」

　直人が勝手にすすめの写真を撮とろうとして晴希にしばかれているのを、論は学校や合宿で見ている。学園コメディの一ひと幕まくのような軽い気持ちで見ていたが、まさかそんな深しん刻こくな話だとは思ってもみなかった。

「警けい察さつ……は、まだ早いにしても、親とか先生に相そう談だんはしたの？」

「した事もあるんだけど……あいつ、ストーカーって言うには何て言うか……妙みように、明るいやつでさ。人ひと懐なつっこくて友達も多いみたいだし、先生達にも受けがいいみたいで。実じつ際さい、学校でも普ふ通つうに声かけてきたりして、なんか調ちよう子し狂くるうんだよな……」

　確たしかに、論の知る江野沢直人という生徒は、クラスのムードメーカー的な存そん在ざいである。もちろん勝手に写真を撮る事はマナー違い反はんだが、別にその写真を使って何か悪い事をしているような様子もない。むしろ合宿では引っ張ぱりだこだったくらいだ。

「でも、流石さすがに家に来るのはやりすぎだ。なぁ、こんな事まで頼たのむのは虫がいいって分かってるんだけど……どうすればいいか、二人も考えてくれないか？」

　眉まゆ根ねを寄よせた晴希の表情は、いつにない弱々しさを感じさせる。すすめも小さく肩かたをすぼめ、怖こわがっているのか窓まどから顔を背そむけている。

　流石さすがにここでその懇こん願がんを跳はね除のけるほど、論ろんも結ゆえ瑠るも冷たくはなかった。むしろ論に至いたっては、無む償しようの奉ほう仕し＝愛である、というような考えもあり、積せつ極きよく的てきにすすめの力になるべきだと考えてさえいた。

「危あぶなそうなやつじゃないなら、何のつもりか直ちよく接せつ聞いてみたらいいんじゃない？　学校ならあんまり無茶しないでしょ。私達も一いつ緒しよにいてあげるから」

「学校だと、とにかく明るくはぐらかされるんだよ。前なんか、教室の真ん中で土ど下げ座ざされた事あるんだぞ？　大声で『お許ゆるしくだせえお代だい官かん様！』って。もう何も言えなくなってさ……あたし達も、あんま目立ちたくないし……」

　晴はる希きの気持ちはよく分かる。ただでさえすすめは悪い意味で目立つ要よう因いんを持っているのだ。

「危ないやつかどうかはともかく、変なやつなのは確たしかね……」

　結瑠にしても、できれば人目のある場所でそんな変人と関わりたくないのは当然で、どうしたものかと頭をひねっている。同じ女性という立場もあって親身な様子だ。

　ここで論は、一つ名案を思いついた。

「……なぁ結瑠。ちょっと、瑞みず平ひらの横に立ってみてくれないか？」

「ん？　ここ？」

　論に言われるまま、すすめの隣となりへと移い動どうする結瑠。

「ふむ……」

　並ならんだ二人を見て、論は何度か頷うなずく。

　ところで、この中で一番身長が高いのは論であり、一七五センチだ。次は晴希の一六八。

　一番低いのは結瑠の一五二だが、次に低いすすめは僅わずか一センチ違ちがいの一五三。二人とも体つきは華きや奢しやな方で、服のサイズもほぼ同じだと思われる。

　早い話、すすめと結瑠は、非ひ常じように似に通かよった体たい格かくをしているのだ。

「……なぁ晴希」

「ん？」

「俺の家、実は美容室でな。親父が美容師やってるんだ」

「へぇ、そうなんだ……でも、なんで今そんな事？」

「……こういうのはどうだ？」

　そして論は三人に、思いついた計画を打ち明けた。













　　　　　幕間







　一人の少年が、ある目的の元に天てん井じよう裏うらを這はい回っている。

　ひどく蒸むし暑く、汚きたなく、不ふ快かいだ。

　なぜ自分がこんな事をしなければならないのかと不満に思いながら、それでも日々の平へい穏おんを取り戻もどすため、少年は奥おくの方へ懐かい中ちゆう電でん灯とうを向ける。どこだ？　いったいどこに──

　闇やみ雲くもに探していた少年の視し界かいの隅すみで、ちらりと、懐中電灯の光を反はん射しやする物がある。

　近づいて手に取ってみると、それは少年がよく知る人物の日につ記き帳ちようだった。

　どうしてこんなところに、と震ふるえる手で日記帳を開く。

　その日記には、かつて自分の父が狂くるおしいほどに求めた真実が書き記しるされていた。

　そこが天井裏である事も忘わすれて無む我が夢む中ちゆうでページをめくっていると、どうやら最後の日記らしいページに辿たどり着く。そのページ以い降こうは、どこまでめくっても白紙のままだった。

　少年は、最後の日記が書かれているページに呆ぼう然ぜんと目を落とす。

　そこにはただ一言、こう書かれている。
















　殺してしまった
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　放課後。

　教室で同どう級きゆう生せいと雑ざつ談だんをしながら、論ろんは結ゆえ瑠るからの連れん絡らくを待っている。

　すでに二〇分が経けい過かし、もうそろそろか……と思っていたら、ちょうどポケットの中で携けい帯たいがメールの着信を告げた。

　差出人は結瑠。本文はただ一言【ＯＫ】。

「すまん、そろそろ行くわ」

　立ち上がる論に、周りからの冷やかすような視し線せん。

「また嫁よめさんか？」

「まあな」

「尻しりに敷しかれてんなぁ」

「悪くないもんだぞ」

　高校二年の生活が始まってからまだ一ヶ月と少しだが、論と結瑠の関係はすでにクラス中の誰だれもが知るところとなっていた。毎日毎日一いつ緒しよに登下校している上に、当の本人達が一切隠かくそうとしないのだから当然の話ではある。

「じゃあ、また明日な」

「おう。嫁さんによろしくな」

「たまには嫁さん抜ぬきで付き合えよ！」

「早めに誘ってくれ。いきなり独ひとりにすると寂さびしがるんだ」

「爆ばく発はつしろちくしょう……」

　同級生と軽口を叩たたき合い、手を振ふりながら教室を出る。向かうは廊ろう下かの端はしの準じゆん備び室しつだ。すでにそこが四人の活かつ動どう拠きよ点てんのようになっている。

　途と中ちゆう、廊下の窓まどに数人で腰こし掛かけて談だん笑しようしている生徒達の中に例のカメラ小こ僧ぞう──江え野の沢ざわ直なお人との姿すがたを見つける。首からカメラを提さげている以外はごく普ふ通つうの高校生の放課後といった光景だが、準備室の扉に注意を向けている事は間ま違ちがいない。

　論は気にしたそぶりを見せず、普通に準備室まで歩いていって扉をノックした。

「すまん、遅おくれた」

　数秒して扉が開いたので中に入る。念のために再ふたたび施せ錠じようする事も忘わすれない。

　そして、並ならんで立っていた二人の姿を見て、思わず瞠どう目もくした。

「……おお」

　フードを被かぶって前まえ髪がみで目を隠かくし、おさげを胸むねの前に垂たらした結瑠と、セミロングのウルフカットに学がく生せい帽ぼうを被り、伊だ達て眼鏡めがねをかけたすすめ。

　遠目や後ろからなら絶ぜつ対たいに気付かれないほど、二人は見事に入れ替かわっていた。
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「すごいな。一いつ瞬しゆんどっちか分からなかったぞ」

「どう論ろん、似に合あう？」

「悪くない。いつもの結ゆえ瑠るの方がかわいいけどな」

「……わ、分かってるじゃない……」

「いちゃつくなら後でやれ。論、すすめの方はどうだ？」

　すすめは、いつもは前まえ髪がみで隠かくれている目を出して伊だ達て眼鏡めがねをかけている。もちろんマスクもしていない。結瑠と同じ髪かみ型がたのウィッグも被かぶり、スタイルとしてはいつもの結瑠に念のために学がく生せい帽ぼうを被せた形だ。これを一目で瑞みず平ひらすすめだと見み抜ぬく者はそういないだろう。

「帽子も眼鏡も似合ってるな。瑞平は、普ふ段だんから目を出した方がいいんじゃないか？」

　返事に窮きゆうし、落ち着かない様子で手をぱたぱたさせて顔を隠そうとするすすめ。

「しっかし、よくこんないい感じのウィッグが用意できたもんだな」

「親父、そういうの好きだからな」

　美容師である論の父に、すすめと結瑠の髪形のウィッグを用意できないかと頼たのんだところ、わずか二日でこの完成度だ。趣しゆ味みを仕事にした人間の職しよく人にん芸げいであった。

　ちなみに学生帽は論の私物だ。一いち応おうこの学校の制せい服ふくの一部なのだが、着用している生徒はほとんどいない。しかし今回はこの入れ替わりのため、休み明けから結瑠が被って登校してきている。それを印象付けるため、被かぶったままで論ろんのクラスへも顔を出していた。

「色々と論のおかげだな」

「そう思うなら、二人とも次から髪かみ切きる時は論のとこに来なさいよ。私も小さい頃ころからずっとおじさんに切ってもらってるのよ」

「すすめの髪はあたしが切ってるから、教えてもらいに行こうかなぁ」

「おう、いつでも来い。ところでウィッグはどうだ？　ずれたりしないか？」

「私は大だい丈じよう夫ぶ」

「すすめがちょっと、髪が長いからどうしようもなくてさ。結局そのまま下ろして制せい服ふくの中に隠かくしてるから……気持ち悪いよなすすめ、ちょっと我が慢まんな？」

　こくん、と素す直なおに頷うなずくすすめ。見た目の印象はかなり変わっているが、やはり物もの腰ごしは本人そのままだ。まさかそんな事で入れ替かわりがばれはしないだろうが。

「よし、じゃあ確かく認にんするぞ。まずは俺と瑞みず平ひらが、俺と結ゆえ瑠るのふりをして教室を出る。俺はそのまま瑞平を家まで送っていく。一〇分後、結瑠と晴はる希きが瑞平と晴希のふりをして教室を出る。それでもし江え野の沢ざわが後をつけてくるようなら、俺にメールする。俺は瑞平を家まで送った後で、お前達の後ろに回り込んで江野沢を二に重じゆう尾び行こうする。で、公園に誘おびき寄よせて挟はさみ撃うちだ」

　二重尾行というのは漫まん画がからのアイデアだ。論の身しん体たい能のう力りよくはかなり優ゆう秀しゆうだし、晴希は幼い頃から空手を習っている有ゆう段だん者しやなので、荒あら事ごとになっても大丈夫だろうという計算だった。

「うまい事いったら江野沢に何のつもりなのかを確認して、必要なら瑞平に迷めい惑わくをかけないよう約束させる。江野沢の尾行がないようなら適てき当とうなとこで変へん装そうを解といて解かい散さんする。その場合はまた明日、江野沢が釣つれるまで何日か繰くり返しだ。何か質しつ問もんは？」

　三人とも首を横に振ふる。この計画は先日すすめの家で論が出したアイデアで、各おの々おのが今日までじっくりと心の準じゆん備びをしていた。

「よし。じゃあまず俺と瑞平が出る。瑞平、準備はいいか？」

　緊きん張ちようした面おも持もちでこくりと頷うなずき、すすめは若じやつ干かん深めに学がく生せい帽ぼうを被った。髪かみ型がたと眼鏡めがねもあり、これがすすめだとはまず思えない。至し近きん距きよ離りから見られたらばれるかもしれないが、廊ろう下かの向こうからちらりと見ただけでは絶ぜつ対たいに大だい丈じよう夫ぶなはずだ。

　自然な様子で扉とびらを開ける論。

「じゃあ、また明日な」

　そう言って教室を出る。不自然に名前を呼よんだりはしない。すすめもその後に続き、できるだけ論に近づいて歩く。

　目線は動かさず、視し界かいの端はしで直なお人とを確認する論。まだ窓まど枠わくに腰こし掛かけて同級生と談だん笑しようしているが、明らかにこちらを意い識しきしているのが分かる。だがそれ以上誰だれも出てくる様子がないため、直人の注意は二人から外れた。

　まずは第一段だん階かい、成功。




　　　　　二




　瑞みず平ひら邸ていへの道を、一定の距きよ離りを開けて歩く論ろんとすすめ。周囲に人の姿すがたはないが、万が一直なお人とがこちらを尾び行こうしている可か能のう性せいを考え、まだ変へん装そうは解といていない。

　二人の間に会話はない。すすめが喋しやべれないというのももちろんあるが、それ以上に論は、特に沈ちん黙もくを苦とするタイプではなかった。

　とは言え、すすめの家まで徒歩で約三〇分。その間ずっと黙だまりこくっているというのもなんとなくもったいない気がする。

　せっかくなので、論は一つ質しつ問もんしてみる事にした。

「なぁ瑞平」

　少し先をゆっくり歩いていた論が、さらに歩みを遅おそくしてすすめの隣となりに並ならぶ。何かの間ま違ちがいで触ふれてしまう事を警けい戒かいし、さりげなく横に距離を取るすすめ。

「ウミガメのスープ。よっぽど好きなんだな」

　突とつ然ぜんの言葉に戸と惑まどいながらも、すすめは素す直なおに頷うなずく。

「ウミガメの、どんなとこが好きなんだ？」

　論が気になっているのは、単たん純じゆんにそれだった。

　論も今まで、数多くのクイズやゲームを解いてきている。だが、それらは全て「問題を解く事で欠落を埋うめる」という一種の強きよう迫はく観かん念ねんのようなもので、それらを好きだと、愛しているという気持ちはやはりさっぱり湧わいてこない。ただ、問題が解けた時に、また一つまともな人間に近づけた、そんな心地のいい錯さつ覚かくを覚えるだけだ。

　だが、すすめにとっての『ウミガメのスープ』はよほど特別なものらしい。心の中の世界でまでそのゲームをやっているとは。

　これはもう、瑞平すすめは『ウミガメのスープ』を愛していると言ってもいいのではないか。論はそう思ったのだ。

　問われたすすめは、当然ながら言葉で答える事ができないので、合成音声の端たん末まつを取り出して何かを入力している。もちろんこんな質問の答えなど登とう録ろくしていない。簡かん単たんに答える事もできず、指先が迷まよいながら慌あわただしく動いている。

　その手はいつもの白しろ手て袋ぶくろに覆おおわれている。外していたのは学校を出てから僅わずかな時間だけで、ある程てい度ど歩いたらまたはめ直していた。論に、他人に、決して触れないために。

「……ゆっくりでいい。長くてもいい。少しずつでいい。聞かせてくれ」

　そんなすすめに、論は静かにそう言った。

　すすめの指が止まり、その目が論の横顔を見る。

　論はただ前方を見つめ、のんびりとすすめの隣を歩いている。

　やがてすすめはこくりと小さく頷うなずき、ゆっくりと、端たん末まつに自分の想いを入力し始めた。

〈争うのが、嫌きらいなんです〉

　それは、そんな言葉から始まった。

〈兄が言っていました。ウミガメのスープは、勝ち負けのないゲームだと〉

〈解かい答とう者しやはもちろん、答えを解とく事を目指して参加します。でも出題者も、答えを解かれるために問題を作るんです〉

〈解答者も、誰だれが解いたから勝ち、というのはありません。みんなで情報を集めて、みんなで推すい理りして、みんなで答えに辿たどり着く。そこに勝ち負けはなく、言ってみるなら、その問題がちゃんと解けたなら、それは全員の勝ちなんです〉

〈ウミガメの問題は、最初に聞いただけでは意味が分からないでしょう？　問題も答えも、出題者と解答者が一いつ緒しよになって作っていく。兄はただ単たんに、勝ち負けがない、という言い方をしていましたが、私はこのゲームを、世界で一番優やさしいゲームだと思うんです〉

〈優しいのは、好きです。だから私は、ウミガメのスープが好きなんだと思います〉

　優しいから好き。それは、論ろんが思ってもいない答えだった。

　論がこのゲームに興味を持ったのは、どこかの学者が言った通り、これは全く新しい発想を得るためのゲームだと思ったからだ。水平思考と呼よばれるその思考方法ならば、全く違ちがう視し点てんから『愛』を理解できるのではないか、そう思ったからだ。

　だが、やはり論には。

　すすめがなぜウミガメのスープを好きなのかが、心で理解できなかった。

　論は、自分の胸むねの中に冷たい風が吹ふき始めるのを感じた。

　胸の中に開いた大穴を塞ふさいでいる蓋ふたが、がたがたと揺ゆれ始める。

　すすめの前で、愛を理解できないという不安と恐きよう怖ふに震ふるえる醜しゆう態たいを晒さらす前に、なんでもいいから頭に浮かんだ事を口に出す。

「そう言えばその機械、手て袋ぶくろしたままで操そう作さできるんだな」

　それはそれで気になっている事だった。論の経験によると、スマートフォンのようなタッチパネルは手袋をはめたままでは操作できないはずなのだが。

　するとすすめはおもむろに右手を上げて、論の顔の前で指を開いて見せた。

「……？」

　よく見ると、その指先に若じやつ干かん色の違う部分がある事に気付く。

　論がそれに気付いた事を確かく認にんし、すすめは再ふたたび端末を操作する。

〈指先に導どう電でん性せいの繊せん維いを縫ぬい込こんでいます。これにより、手袋をはめたままでも静せい電でん容よう量りよう式しきのタッチパネルを操作する事ができます〉

　ほほう、それは寒い冬などには便べん利りだろう、と感心する論。

「それも瑞みず平ひらエレクトロニクスの発明か？」

〈確たしかにこの手て袋ぶくろは父が作ってくれましたが、こういう商品は普ふ通つうに市し販はんされています〉

「知らなかったな……お父さんが社長なんだよな？　やっぱりお兄さんが後を継つぐのか？」

　それは特に何の意図もない、場つなぎのための質しつ問もんだった。

　だがそれを訊きかれた瞬しゆん間かん、すすめの表情がはっきりと強こわ張ばった。

「……瑞みず平ひら？」

　その様子に気付き、足を止めてすすめの方を窺うかがう論ろん。

　立ち止まり、うつむいたすすめの指が、ゆっくりと一文字ずつ端たん末まつに文章を入力する。




　あには、ｙ




　突とつ如じよ、静せい寂じやくを裂さいて鳴り出した携けい帯たいの着信メロディにすすめはびくりと身をすくませ、入力していた文字を全て消した。

「結ゆえ瑠るか」

　ポケットから携帯を取り出す論。着信はメールで、江え野の沢ざわ直なお人とがまんまと結瑠達の後を尾び行こうし始めた事を告げるものだった。

「第二段だん階かい成功だ。瑞平、俺は行く。もう一人で大だい丈じよう夫ぶだな？」

　こくりと頷うなずくすすめ。もうすすめの家は目もく視しできている。あと数十メートルだ。

「変へん装そうを解といてから家に入るんだぞ。お母さんが驚おどろくからな。俺達はあそこの公園に江野沢をおびき出すから、気になるなら窓まどから見てろ。後で連れん絡らくする」

　これから論は、来た道とは違ちがうルートで学校方面へ戻もどり、結瑠達を尾行している直人のさらに後ろに付かなければならない。当然急ぐ必要がある。

　別れの言葉もそこそこに、論はすすめに背せを向けて走り始める。

　その背中を見送りながら、すすめはしばしその場に立ち尽つくしていた。




　　　　　三




「……間違いない？」

「大丈夫。今向こうの角に隠かくれてる……あ、ちらっと見えた」

「あんた本当に目がいいわね……どうなってんのよ……」

「あたしに言わせれば、目が悪いやつの方がどうなってんだって感じなんだけどな」

　手鏡を使って背はい後ごの様子を確かく認にんする晴はる希きと結瑠。会話はあくまで小声である。

「あ、論から返信きた。今こっちに来てるって」

「ん。なるべくゆっくり歩くか」

　結瑠と晴希は今、すすめの家への帰き路ろを歩いている。結瑠はすすめのふりをしているので、なるべくおっとりとした動き方を意い識しきしながら。

　隣となりを歩く晴はる希きを見ながら、ふと浮うかんだ疑ぎ問もんを投げかける結ゆえ瑠る。

「そう言えばあんた、なんで男子用のネクタイしてるの？　いっつもそうなの？」

「ん？　ああ、うん。こっちのがあたしに似に合あうかと思ってさ。かっこいいだろ？」

　言いながら指でネクタイを少し緩ゆるめるその仕し草ぐさは、確たしかに並なみの男子生徒よりもさまになっているように見えた。後こう輩はいの女子にモテそうだな、そんな事を結瑠は思う。

「ネクタイってすぐに緩められていいわね。私も手て袋ぶくろ外したいわ……」

　すすめの大きな特とく徴ちようの一つが、一年中はめている白手袋である。当然ながらすすめに変へん装そう中ちゆうの結瑠も手袋が外せないのだが、スマートフォンの操そう作さがやり辛くて仕方がない。手袋をしたまま操作できるのが面おも白しろかったのも最初だけだ。

　ちなみにマスクの方はすでに顎あごまで下げられている。どうせ後ろからは見えはしない。

「悪いな、こんな事までさせてさ」

「論ろんに感かん謝しやしなさいよ。私は論の言う事聞いてるだけなんだから」

「お？　みんなお前が尻しりに敷しいてるって言ってるぞ」

「実は尽つくすタイプなのよ。愛しのだんな様ですもの」

「はいはい、ごちそうさま」

「あげないわよ」

「いらない。あたしにはすすめがいるからな」

「あんたも一いち途ずよねぇ。レズなの？」

　いつもの軽口の延えん長ちようで結瑠が言ったその言葉に、あろう事か晴希は考え込こむ様子を見せた。

「レズ……レズなぁ。どうなんだろな」

「やめてよちょっと……」

「いや、たとえレズでもお前はないから安心しろ」

「それはそれでムカつくんだけど」

　軽く笑って、晴希は前方を眺ながめながら、ぼんやりと話し始める。

「あたしも別にさ、女が好きってわけじゃないんだ。付き合った事はないけど、男の子を好きになった事だってあるし。でも、すすめはあたしにとって、とにかく特別なんだよ」

　予想外に真面目に語り出した晴希に、結瑠も茶々を入れるのをやめて耳を傾かたむける。

「小さい頃ころからずっと一いつ緒しよで、明るくて、優やさしくて、あたしにないものなんでも持ってて……あたしがすすめに勝てるのなんて、今も昔も腕うでっぷしだけだよ」

　おどけて力こぶを出す真ま似ねをする晴希。しんみりしすぎるのを嫌きらったのかもしれない。

　それにしても、晴希が語るすすめの印象は結瑠のそれとは随ずい分ぶんと違ちがっている。それが今のようになってしまった原げん因いんは、やはり。

「でも、三年前。あたしはすすめを守れなかった」

　三年前。すすめの【空間エリア】が発動したきっかけだというとある事じ件けんの事なのだろうと結ゆえ瑠るは推すい測そくする。結瑠も論ろんも、結局その事件が何なのかはまだ聞いていない。

「それからは、もっと強くなろうと思って空手に打ち込こんだ。今でもそう。もう絶ぜつ対たいにすすめをあんな目に遭あわせたくないし、変な男にも譲ゆずりたくない……あ、念のために言っとくけど、襲おそわれたわけじゃないからな」

　それを聞いて胸むねを撫なで下ろす結瑠。最悪の可か能のう性せいとして性せい犯はん罪ざいを想定していたため、無理に聞く事もできなかったのだ。

「あたしはこれからもずっと、すすめを守っていきたいと思ってる。でも、それは恋こいとか愛とかとはなんか違ちがうだろ？　まぁ、友情のすごいやつ！　みたいな？」

　最後に、冗じよう談だんめかして笑ってみせる。真ま面じ目めな話はこれで終わり、という合図だろう。

「……ちょっと、羨うらやましい気がする」

　だが結瑠は、何の気まぐれかその真面目な空気を継けい続ぞくさせる事を選んだ。

「ん？　まさかあたしに惚ほれたのか？」

「馬ば鹿か。そうじゃなくて、あんたはその気持ちを疑うたがわないんだな、って」

「お前は自分の気持ちを疑ってるのか？　それとも論ろんの？」

　自分から振ふっておいて、そう聞かれたら結瑠はどう答えようか悩なやむ。今なら冗談で流す事もできる。もしかしたら晴はる希きもその猶ゆう予よを与あたえるためにおどけてくれているのかもしれない。

　だけど。

「……正直、論が私の事どう思ってるかなんて、分からないし」

　結瑠はなんとなく、少し正直に話してみる気になった。

「なんだ？　将しよう来らいを誓ちかい合った仲だって言ってたじゃないか」

「そうなんだけどね」

「好きって言ってくれないとか？」

「たくさん言ってくれる」

「砂すな吐はく場所ないかなー……」

「でも、私が言わせてるようなものだし」

　結瑠のその発言の意味は、もちろん晴希には分からない。

　だが晴希は追つい及きゆうせずに、らしくもなく優やさしい言葉を返す。

「あたしにはお前ら、ちゃんと好き合ってるように見えるけどな」

「そう……？」

「うん。それに、お前だって自分が論の事を好きなのは間違いないんだろ？　だったらそれでいいんじゃないか？」

「うん。だけど……」

　口をつぐむ結瑠。晴希も言葉を急かすような真ま似ねはしない。もう喋しやべらないならそれはそれでいい、と言うように、黙だまって隣となりを歩いている。

「……あんたさ、論ろんの事、正直どう思う？」

「正直に？」

「正直に」

「怒おこらないか？」

「今は怒らない」

「後で怒るのかよ……」

「いいから。答えて」

「分かったよ。正直に、なぁ……あーっと……」

　言葉を探さがしながら、言いにくそうに、それでも晴はる希きは正直に答えた。

「……いいやつだと思うよ。でも正直……なんかちょっと、気色悪い」

　結ゆえ瑠るの表情に痛いたみが走る。だが、言ってしまった以上ここで止めるのは意味がないと思い、晴希は正直に続ける。

「お前といちゃついてるのとか見てると、たまに胡う散さん臭くさいんだよ。なんて言うか……舞ぶ台たい役やく者しやが演えん技ぎしてるみたいに感じる事がある」

「……あんた意外と、人の事見てるのね」

　晴希に論を悪く言われて、しかし結瑠は一切否ひ定ていしなかった。

「論ね、小さい頃ころ、家の屋根から落ちた事があるの。その時、石に後ろ頭をぶつけたのよ」

「うん」

「その時から、論、あんな風になっちゃった」

「そっか」

「……私を、助けてくれたの。二人でふざけて屋根に上って、バランス崩くずして落ちそうになった私を助けて、代わりに論が落ちたの」

　その事実を親以外の誰だれかに話すのは、これが初めてだった。

「……それでか。合宿の夜に論が落ちた時、あれだけ取り乱みだしてたのは」

「うん。また何かを失くしちゃうんじゃないかって、怖こわかった」

　今、結瑠の瞳ひとみに涙なみだは浮かんでいない。まるでとうに流し尽つくしてしまったかのように。

「あれから私、論に愛してるって言い続けてる。論はいっつも、なんだそれ、って顔をする。それでも私は言い続けるの。私の想いが本当に伝わるまで。でも」

　そして結瑠は、とてつもなく寂さびしそうな顔をして。

「これって、本当に愛なのかな？」

　どこか遠くを見つめたまま、そう呟つぶやいた。

　笑い飛ばしてしまいたいほど、よくある悩なやみだ。それが愛かどうかなど、誰が、どんな根こん拠きよで断だん言げんする事ができるだろう。ましてやたかだか高校二年生の少年少女に。

　それは結ゆえ瑠るや論ろんにとって、泣きたくなるほど難むずかしい問題だった。

「……愛とかは、よく分かんないけど」

　そしてこれも、よくある話。

　そういう問題に強いのは、決まって馬ば鹿かなのだ。

「お前あたしに、論は渡わたさないって言っただろ。あんな風に強気でいろよ。とりあえず、分かるまで誰だれにも渡さずに捕つかまえてりゃいい。今はそれでいいだろ」

　笑う事もなく。晴はる希きはただ、一切の不安を感じさせない強い表情で、結瑠を導みちびく。

「大だい丈じよう夫ぶ。あたしだって分からないけど、すすめを誰にも渡すつもりなんかない。その点では、あたし達は仲間だ」

　それが晴希なりの励はげましである事を疑うたがうほど、結瑠もひねくれた人間ではなかった。

「……なんとも頼たよりない仲間だこと」

「うるせー、こっちの台詞せりふだ」

　そしていつものように軽口を叩たたき合う二人。

　意い識しきしていたのか、していないのか。

「ありがとね、晴希」

「なんだ、柄がらにもなくかわいいじゃないか」

「私はいつでもかわいいわよ」

「へいへい、そうだな結瑠」

　二人が互たがいに名前で呼よび合ったのは、これが初めての事だった。

「っと、メールだわ……論からね」

　まるで二人の会話が終わるのを待っていたかのようなタイミングで着信した論からのメールには、無事に直なお人との背はい後ごに着いたという事が書かれていた。

「第三段だん階かい、成功よ」

「ＯＫ。ならちょっと、ペース上げるか」

　最終段階へ向けて、結瑠と晴希は少しだけ歩く速度を速めた。
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　すすめの家から五〇メートルほどの位置にある公園。

　今そこに、すすめの変へん装そうをした結瑠と晴希が到とう着ちやくした。

　その公園から道どう路ろを挟はさんで向かい側、二軒けん隣となりの民家の陰かげに、江え野の沢ざわ直人が身を潜ひそめている。

　さらにその二〇メートル後方、直人を真後ろから確かく認にんできる位置に、論が待機している。

　論から晴希へ、メールが送信される。

　【準じゆん備び完かん了りよう】

　晴はる希きから論ろんへ、即そく座ざに返信。

　【了りよう解かい。三〇分ちょうどに行動開始】

　時計を見る。三〇分まであと三分。

　直なお人とは後方の論に気付かず、公園の方ばかりを気にしている。

　決して直人を視し界かいから外さないように、時計代わりのスマートフォンを目の高さに持ち上げて時計を確かく認にんしながら、ついに時じ刻こくは三〇分を迎むかえる。

　あくまでも静かに、自然に二人は歩き出した。

　公園にいる晴希が、結ゆえ瑠るに手を振ふって公園の外、直人の方へと歩き出す。

　同時に論もまた、いち通行人のように何なに気げない足取りで直人の方へと歩き出す。

　晴希が向かってくる事に気付いた直人が、慌あわてた様子で辺りを見回し、後ろを振り向いて、論に気付いた。

　この住宅街には、豊とよ野の重え高校の生徒が多く住んでいる。だから、同じ制せい服ふくを着た男子生徒が歩いていても何の不思議もない。

　だが。

　ここ数日、ずっとすすめの周りに張はり付いていた直人には、それが最近すすめと親しくなった鳩はとノの巣す論であるという事が分かってしまった。

　弾はじかれたように走り出す直人。同時に、晴希と論もスタートを切る。

　前と後ろを挟はさまれた直人は、右か左に逃にげるしかない。だが右にも左にも民家が並ならび、唯ゆい一いつの逃とう走そう経けい路ろは一五メートル先、車が通れない狭せまい横道だけだ。

　それでも諦あきらめず、直人は横道を目指して走る。五メートル。一〇メートル。目前に晴希が迫せまる。だがぎりぎりでかわし、直人は捕つかまる前に横道に飛び込こむ。

「うおっ!?」

　そして、なぜかその横道の真ん中に並ならべられていたゴミ袋ぶくろに突つっ込んで派は手でに転んだ。

　何が起きたのか一いつ瞬しゆん理り解かいできず、立ち上がろうともせずに頭を振る直人。

　顔を上げた時にはもう遅おそい。直人はすでに、前後を論と晴希に挟まれていた。

「あ……」

「よし、来い。なんのつもりか全部吐はいてもらうぞ」

「今日は容よう赦しやしないからな……家まで来るのはやりすぎだ」

「あの、すんませんほんと、若わかい情熱が暴ぼう走そうして……」

　この期ごに及およんでふざけようとする直人には一切取り合わず、論と晴希はその両りよう脇わきを抱かかえて公園まで引きずっていく。もちろんその前に、並ならべておいたゴミ袋を片かた付づける事も忘わすれない。

　公園内。ブランコに座っている結瑠の前まで引っ立てられた直人は、もはや抵てい抗こうもせずその足元に押おさえつけられ、卑ひ屈くつな笑みを浮うかべた。

「痛いたい痛い痛い、ごめんなさい瑞みず平ひらさん、謝あやまるからやめさせて？　この人達こわい」

　許ゆるしを請こうように、顔を上げる。

「ねぇ瑞みず……平ひら、さん……？」

「……流石さすがに、この距きよ離りだとばれるみたいね」

　言って結ゆえ瑠るは、フードを跳はね除のけてマスクを外し、ウィッグと白しろ手て袋ぶくろを投げ捨すてた。そして眼鏡めがねを取り出して装そう着ちやくし、直なお人とを一いち瞥べつする。

「あーよく見える。一いち応おうはじめまして、かしら？　出で嶋しま結瑠よ、よろしくね」

　すすめだと思って尾び行こうしていた相手の正体を知り、直人は目を白黒させた。

「さて……人を想う気持ちはそれぞれだが、相手に迷めい惑わくをかけるのはいかんぞ。特にこの晴はる希きが怒おこっててなぁ。俺達の質しつ問もんに正直に答えないとどうなるか、」

「待て……瑞平さんは？　瑞平さんはどこだ？」

　聞いているのかいないのか、直人は図々しくも論ろんの脅おどしを遮さえぎって言う。

「瑞平さんなら、私の変装して一足先に帰ってるわよ。残念だったわね」

「今は窓まどからこっち見てるんじゃないか？　言っとくけど、会わせてなんてやらないからな」

　だが直人の反はん応のうは、三人の予想とは少し違ちがったものだった。

「あの子を、一人で帰したのか……!?」

　まるでこちらを責せめるかのようなその口く調ちようにご機き嫌げんを損そこねた結瑠が、直人の背せ中なかに靴くつの底を振ふり下ろして踏ふんづけた。
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「瑞みず平ひらさんを付け狙ねらう変へん質しつ者しやは私の足の下なんだから、別に問題ないでしょ」

「あっ、何これ何か新しい感覚に目覚めそう……」

　その反はん応のうもまた予想外。気持ち悪そうに背中から足をどける結ゆえ瑠る。

「……って、そうじゃない！　おい、瑞平さんが家に帰ってるか確かめろ！」

「はぁ？　何を偉えらそうに……」

「いいから早く！」

　そのただならない剣けん幕まくに、真っ先に身を翻ひるがえしたのは晴はる希きだった。

　すすめの家の玄げん関かんまで走り、インターホンを鳴らす。中から出てきたすすめの母と短い会話を交わし、こちらへ走って戻もどってくる。

　その時には、その表情は一気に緊きん迫ぱくしたものに変わっていた。

「どういう事だ、なんですすめが家にいないんだ！」

　論ろんと結瑠と、直なお人と。三人の顔色が変わった。

　興こう奮ふん気ぎ味みの晴希が、論に摑つかみかかるようにして問いかける。

「おい論、お前、すすめを家まで送ったんじゃなかったのか？」

「……正せい確かくに言うと、あそこのカーブミラーのとこ辺りまでだ。家まであと少しだし、江え野の沢ざわはお前達のとこにいるし、大だい丈じよう夫ぶだと判はん断だんした」

「違ちがうんだよ、俺じゃない！　俺はただ、瑞平さんを守りたくて見み張はってただけなんだ！」

　その言葉に混こん乱らんし、晴希は詰つめ寄よる相手を論から直人へと替かえる。

「どういう事だよ？　見張るってなんだ？　守るって誰だれから！」

　だが、その晴希の剣けん幕まくにも負けない勢いきおいで、直人は論達の手を振ふりほどいて立ち上がる。

　そして、叫さけんだ。

「父さんなんだ！　先週、俺の父さんが釈しやく放ほうされた！　でも父さんはまだ諦あきらめてない！」

　直人の言葉の意味が、咄とつ嗟さに理り解かいできない三人。特に論と結瑠には何の事だかさっぱりだ。

　だが、すぐに晴希の顔色が変わった。

「お前……まさか……三年前の、犯人の息子か……!?」

　三年前。やっと論達の知っているキーワードが出てきた。

「三年前って……瑞平が喋しやべれなくなったきっかけの事じ件けんか……？」

　顔を歪ゆがませる晴希。だが、流石さすがにこの状じよう況きようで黙だまっている意味はないと思ったのか、観念したように口を開く。

「……三年前、あたしとすすめは誘ゆう拐かいされた事があるんだ。狙ねらいはすすめであたしはおまけだったんだろうし、二人ともすぐ無事に助け出されて犯はん人にんも捕つかまったんだけど……」

「……このストーカーが、その犯人の息子なの？」

　直人に訝いぶかしげな目を向ける結瑠。話の展てん開かいが急すぎてついていけていない。だが、直人は今何が起きているのかを把は握あくしているようで、ひどく焦あせっている。

「父さんは三年間刑けい務む所しよに入ってた。でも、帰ってきても全然諦あきらめてなかった。むしろ恨うらみが増ましてるように見えた。だから、また瑞みず平ひらさんを誘ゆう拐かいしようとするんじゃないかって思って、最近は瑞平さんをずっと見み張はってたんだ……なのに……くそっ」

　直なお人との言葉を信じるべきか否いなか、晴はる希きが悩なやんだのは一いつ瞬しゆんだった。

　なぜなら、この誘拐事じ件けんはある権けん力りよくによって完全に隠いん蔽ぺいされ、誰だれにも知られぬまま終わっているからだ。この事件の事を知っているのは事件の関係者のみで、その中に晴希やすすめと同学年の少年など一人しかいない。

「……もしかして、去年からずっとつきまとってたり、写真撮とったりしてたのは……」

「……俺も、誘拐に協力したようなもんだ。ずっと後こう悔かいしてた。ずっと謝あやまりたかった。でも、そんなのできなくて……だから、俺は俺にできるやり方で、瑞平さんを守ろうと思ったんだ。いつでも傍そばにいられるように、何かあったらすぐに証しよう拠こ写しや真しんを撮れるように、そうしても怪あやしまれないように、って……」

　絶ぜつ句くする晴希。お調ちよう子し者もののカメラ小こ僧ぞう、すすめを付け狙ねらうストーカーが、まさかそんなつもりだったなど、想像ですらしろという方が無理な話だった。

「じゃあ……すすめはまた、誘拐されたっていうのか……？」

「くそっ、これならいっその事、もっと堂々とつきまとってれば……！」

　混こん乱らんする晴希と焦あせる直人。冷静でいられたのは第三者である論ろんだ。事じ態たいはまだ把は握あくできていないし直人の言葉の真しん偽ぎも分からないが、今やるべき事は分かっていた。

「二人とも落ち着け。まだ瑞平が誘拐されたって決まったわけじゃない。瑞平は結ゆえ瑠るの変へん装そうをしてたんだ。あれが瑞平なんて分かるはずが──」

　言いかけて、論は背せ筋すじが凍こおりつくような冷たさを覚えた。

　別れ際ぎわ、自分がすすめになんと言ったか。それを思い出す。

『変装を解といてから家に入るんだぞ。お母さんが驚おどろくからな』

　もし、直人の父が誘拐目的でこの近辺を見張っていたら。

　もし、その目が見ている前ですすめが変装を解いたら。

　論の言葉に希望を取り戻もどしつつあった晴希の瞳ひとみが、凍りついた論の表情を見て再ふたたび不安の色に染まってゆく。

「……論？　どうしたんだよ、すすめはちゃんと変装してたんだろ？」

「……すまん。瑞平には、家に入る前に変装を解くように言った……」

「っ！」

　思わず、論に向かって拳こぶしを振り上げる晴希。防ふせぐ事も避よける事もできたが、あえて論はそのどちらもせずに拳を待ち受ける。

　だが、晴希の拳が振り下ろされる直前、間に結瑠が割わって入った。

　鋭するどいその視し線せんに、ぎりぎりで晴希の拳が止まる。

「冷静になりなさい。もし誘ゆう拐かいされてたとしても、瑞みず平ひらさんは犯はん人にんに触ふれるだけで【空間エリア】に引きずり込こむ事ができる。あの中なら危き害がいを加えられる事はないわ。それより、瑞平さんの居い場ば所しよを確かく認にんする方法はないの？」

　こういう時に強いのは冷れい酷こくな者だ。結ゆえ瑠るの冷たい声が晴はる希きの頭の熱を冷まし、今するべき事、できる事を思い出させる。

「そうだ！」

　晴希はポケットから携けい帯たいを取り出し、何やら操そう作さを始めた。

「瑞平さん、携帯を持ってるの？」

「電話じゃない。合成音声の端たん末まつに警けい備び会がい社しやとかが使ってるＧＰＳを組み込んでるんだ。その場所があたしの携帯からでも分かる」

　携帯はすぐにＧＰＳの反はん応のうを拾う。その精せい度どは誤ご差さ半径一〇メートル以内。今すすめがいるであろう場所の住所を読み上げると、直なお人とがすぐに声を上げる。

「そこ……やっぱり俺の家だ！」

「決まりね。タクシー呼よぶから案内しなさい。下の道までは歩くわよ」

　言うや否いなや、結瑠は電話をかけながら歩き始めている。直人が晴希の方を振ふり向き、晴希が頷うなずいたのを見て、直人も結瑠の後について歩いていく。

「なぁ、警察に連絡しないのか!?」

「それは後よ。【空間】の事があるから、まずは私達で助けてみる。無理なら大人おとなしく通つう報ほうするわ……あ、タクシー一台お願いします。場所は……」

　すたすたと遠ざかっていく結瑠の背せ中なか。論ろんはまだその背を追おうとはせず、同じくまだ動こうとしない晴希に向き直る。

「晴希、俺は」

「論」

　口を開こうとした論を遮さえぎり、晴希はいきなり深々と頭を下げた。

「さっきは悪かった。頭に血が上ってた。まだ、力を貸かしてくれるか？」

　その感情をなんと呼ぶべきか、論には分からない。

　だが、論はその時、瞬しゆん間かん的てきに自分の中に何か熱いものが流れたのを感じた。

「当たり前だ。絶ぜつ対たいに助け出す」

　そして二人、結瑠の後を追って走り出した。

「なぁ論。結瑠、いい女だよな」

「ああ、俺には過すぎた嫁よめだ。でもお前もいい女だと思うぞ」

「そういうの、あんま結瑠以外に言うなよ」

「なんでだ？」

「それが『愛』ってもんなんだよ」

　晴はる希きの言う事が、やはり論ろんには分からない。

　けれど今はなぜか、あの途と方ほうもない不安と恐きよう怖ふを感じる事はなかった。

　早足で前を歩く結ゆえ瑠るに追いついたところで、論があらためて晴希に問う。

「タクシーが来るまで少し時間がある。三年前の事じ件けんの事を教えてくれ」

「……分かった」

　そして晴希は、誰だれも知らない誘ゆう拐かい事件の事を語り始めた。
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　三年前。豊とよ野の重え町で一つの誘拐事件が起きた。

　誘拐されたのは、この地方を牛ぎゆう耳じる巨きよ大だいな地ち方ほう財ざい閥ばつ『輝かが智ち財ざい閥ばつ』に連なる家か系けいであり、地元に本社を置く一大電子機器メーカー『瑞みず平ひらエレクトロニクス』の社長令れい嬢じよう、瑞平すすめと、その友人である来くる栖す晴希。どちらも当時中学二年生。

　学校からの帰り道、二人は突とつ如じよとしてその消息を絶たった。

　町の有力者の親族とその友人という事で、警けい察さつは極ごく秘ひ裏りに、しかし積極的に捜そう索さくを進める。

　そして発生から四日後、事件はあっさりと解かい決けつした。

　町外れにある、経けい営えい者しやが夜よ逃にげして廃はい墟きよとなった板ばん金きん工こう場ば跡あと。そこへ出入りしている人ひと影かげを見た、と付近を通りかかった町民から通報があり、警察が踏ふみ込こんだところ、誘拐されたすすめと晴希が発見され、無事保ほ護ごされたのだ。

　その時、誘拐犯人である四〇代の男性もその場で逮捕された。

　犯人の名前は、江え野の沢ざわ和かず人と。

　また、現げん場ばからはさらにもう一人、共犯者と目もくされた人物が同時に確かく保ほされている。

　それが、犯人の息子である当時中学二年生の少年、江野沢直なお人とだった。

　直人は最初は共犯者とされていたが、調ちよう査さの結果、誘拐に直ちよく接せつ的てきな関かん与よはしておらず、人ひと質じちの少女達の警けい戒かい心しんやストレスを緩かん和わするために犯人によって利用されただけだと分かり、直人は罪つみに問われない事となった。

　父親である主犯の和人にしても、初犯であった事と結果的に何の被ひ害がいも出さなかった事で、それほど重い罪にはならないだろうと思われていた。

　だが、傍ぼう聴ちようすら許されぬ裁さい判ばんで和人に下された罰ばつは懲ちよう役えき三年、執しつ行こう猶ゆう予よなしの実じつ刑けい判はん決けつ。

　異い例れいの重い刑罰に対し、関わった者達は口を揃そろえて「輝智に手を出すからだ」と囁ささやいた。

　この事件に関しては一切の報ほう道どうがされず、誰だれも知らない内に発生し、誰も知らない内に終わった。事件を知るのは、犯人、被害者とその親族、一部の警官と裁判の関係者のみ。もちろん警察の動きを嗅かぎつけたマスコミもいたが、それが輝智財閥の関わる事件だと分かると、圧あつ力りよくをかけるまでもなく自主的にその記事を封ふう印いんした。

　この事じ件けんは今もなお、実じつ際さいに事件解かい決けつに携たずさわった者達に大きな謎なぞを残す事となっている。

　まず一つ目の謎は、犯はん人にんから被ひ害がい者しや宅たくへの要求が一切なかった事。

　すすめ達が誘ゆう拐かいされてから発見されるまで、犯人からはすすめの家へも晴はる希きの家へも何一つとして連れん絡らくがなかったのだ。もちろん、結局犯人は何も手にしていない。

　犯人の目的について、事件関係者は一いち様ように口を閉とざしている。

　二つ目の謎は、犯人と被害者の状じよう態たいについて。

　警けい察さつが踏ふみ込こんだ板ばん金きん工こう場ば跡あとで、和かず人と、直なお人と、すすめ、晴希の四人は全員揃そろって眠ねむっているところを一いつ斉せいに確かく保ほされたのだが、その時四人が四人とも、衰すい弱じやくしきっていた。

　四人はまず病院へと搬はん送そうされ、検けん査さの結果、全員が丸三日間も飲まず食わずだったらしい事が判はん明めいした。

　ちなみに現げん場ばでは、誘拐事件が発生した当日に近所のコンビニで購こう入にゆうされた飲食物が発見されているが、そのほとんどが手つかずのままだった。

　被害者だけならともかく、なぜ犯人まで何も口にしていないのか。

　犯人からの要求がなかった謎と、犯人と被害者が飲まず食わずだった謎。

　その答えが三つ目の謎であり、この事件の最大の謎でもある。

　主犯の和人は、その二つの謎の答えとして、取調べでこう語っている。

　自分達は、天使に閉じ込められていた、と。

　海に臨のぞむ高い崖がけの上にある小さなレストラン。そこで、一人の客が海に身を投げた。

　自分達は板金工場ではなくそのレストランに閉じ込められ、なぜ客が自殺したのか解明する事を強きよう制せいされていた。だから要求も飲み食いもできなかった、と言うのだ。

　当然ながらそのような事実は確かく認にんできず、犯人は精せい神しん鑑かん定ていにかけられるも異い常じようなし。結局それは、心しん神しん喪そう失しつを装よそおう事が目的の程てい度どの低い虚きよ偽ぎであると判断された。

　全てがあやふやなまま、犯人には重い刑けい罰ばつが下され、事件は一切の報ほう道どうをされないまま終わりを告げる。関係者達の間で謎の事件として記き憶おくされたのも当然の事だろう。

　そして三年後、現在。

　和人は仮かり釈しやく放ほうも認みとめられず、刑期の全てを終えて、釈放された。
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　話し終えた晴希が、小さく息をついた。

「……そんな事件、全然聞いた事ないわね」

「輝かが智ち財ざい閥ばつは色々めちゃくちゃだからな。緘かん口こう令れいが敷しかれてるんだよ」

「その犯人が言った、レストランで事件の解決を強制されたってのは……」

「うん……それが最初の【空間エリア】だった」

　黙だまって続きを促うながす。結ゆえ瑠るも、とりあえずは最後まで話を聞こうと口を閉とじている。

「誘ゆう拐かいされた日、あたし達は目め隠かくしをされて手足を縛しばられて、喋しやべったら殺すって言われてた。だから何も喋らずに、ただ体をくっつけてじっとしてたんだ……」

　晴はる希きの声は僅わずかに震ふるえている。誘拐被ひ害がい者しや本人の言葉が、論ろんや結瑠に事じ件けん当時の空気が伝わってくるような錯さつ覚かくを起こさせる。

「そこには同い年くらいの男の子が見み張はり役にいて、犯はん人にんがいない時に話しかけてきたんだけど、喋ったら殺されると思ってたから、ずっと我が慢まんしてた……あれ、お前だったんだな」

「ごめん……助けたかったんだけど、あの時は俺、父さんに逆さからえなくて……」

　申もうし訳わけなさそうに直なお人とが言う。直人に悪意がなかったのは確たしかなようだ。

「しばらくして、犯人が食べ物を買って帰ってきたみたいだった。犯人はすすめにおにぎりか何か食べさせようとして、でもすすめが口を開かないから、手で口を開かせようとしてきたんだって。そしたら……多分犯人だと思うけど、床ゆかに倒たおれる音が聞こえたんだ」

　その時犯人に何が起きたのか、今の論にはよく分かる。

「あたしは何が起きたのかさっぱり分からなくて、怖こわくて、すすめが心配で……でも手足が縛られてたから、とにかくすすめに擦すり寄よったんだ。その時、体のどこかがすすめに触さわったんだと思う。多分、お前も父親に触ったんじゃないか？」

「そうなんだ。いきなり倒れたから心配で……」

「それで、二人とも【空間エリア】に入ったんだな」

　頷うなずく晴希。そこへ直人が遠えん慮りよがちに口を挟はさむ。

「……エリアって、なんだ？」

「後で説明する」

　直人の疑ぎ問もんは切り捨すてる。今は説明している場合ではない。

　論は、自分が人と比くらべて非ひ常じよう時じにも冷静でいられる自信がある。しかし、ただでさえ誘拐という犯はん罪ざいに巻まき込こまれて怯おびえている中学二年生の少女が、いきなりそんな意味不明な状じよう況きように陥おちいったら……混こん乱らんの度合いは想像もつかない。

　だが少なくとも、なぜ【空間】などというものが生まれたのか、その理由はなんとなく分かったような気がした。

「終わったと思ってたのに……また、誘拐されるなんて……」

　両手で顔を覆おおって震える晴希。その姿は、論達が知っているいつもの晴希に比べて別人のように弱々しい。

　だが、やはり芯しんの部分では変わらないようだ。顔を上げた晴希は、唐とう突とつに直人の襟えり元もとに手を伸のばして、そのまま摑つかんで締しめ上げた。

「……お前の親は、なんですすめを誘拐するんだよ？　すすめが何したってんだ!?」

「ぐぇ……それ、も……説明する、から……！」

　苦しそうに声を絞しぼり出す直なお人と。晴はる希きはそのまま絞しめ殺してしまいたくなるほどの情動をなんとか抑おさえ込こみ、突つき飛ばすようにして直人を解かい放ほうする。

「げほっ、げほっ……ええと、とにかく、見てもらいたいものが……」

　言いながら、背せ負おっていたカバンからクリアファイルを取り出す直人。その中には大きく引き伸のばされた写真が数すう枚まい入っているようだ。

「父さんが集めてた資し料りようを写真に撮とったんだ。まずはこの新聞記事なんだけど……」

「待て、タクシーが来た。続きは移い動どうしながらだ」

　直人の言葉を論ろんの手が遮さえぎる。結ゆえ瑠るが大きく手を振ふってタクシーを止める。

　そして四人を乗せたタクシーは、すすめが連れ去られた江え野の沢ざわ家へ向かって走り出した。
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　カーテンを閉しめ切った江野沢家のリビング。そのソファの上に、すすめは両手両足を縛しばられた上で目め隠かくしをされて座すわらされている。

　縛られたり目隠しをされたりする時に、もしかしたら【空間エリア】に入れるのではないかと考えたが、その作業中は誘ゆう拐かい犯はんも手て袋ぶくろをはめており、直ちよく接せつ触ふれられる事はなかった。

「……痛いたくないか」

　近くで誘拐犯の声がする。縛る時も犯人は気を遣つかっていたようで、解ほどけそうにはないが痛いという事もない。素す直なおに頷うなくすすめ。

　もちろんすすめは、相手が自分を付け狙ねらっていた江野沢直人の父、江野沢和かず人とである事などは知る由よしもない。最初は直人にさらわれたのかと思っていた。だが、声の感じからしてどうもずっと年上のようなので、もしかしたら三年前の誘拐犯と同一人物なのではないか、と今では考えており、それは正せい解かいだった。

「大人おとなしくしてれば、危き害がいを加えるつもりはない」

　もう一度頷く。恐きよう怖ふで頭がうまく働かない。どうせ口はきけないのだから、とにかく大人しくして犯人を刺し激げきしないようにしよう。それだけを考えた。

「要求は、三年前と同じだ」

　ここでやっとすすめは、やはり三年前の誘拐犯と同一人物だと確かく信しんする。三年前、わけも分からない内に【空間】が発動し、全てが謎なぞのままで終わってしまったあの事じ件けん。

「お前は、自分がさらわれた理由が分かるか」

　あの事件は結局犯人から何の要求も出されず、裁さい判ばんも異い例れいの早さで終わってしまい、いつの間にか犯人は刑けい事じ施し設せつに収しゆう容ようされていた。すすめもそれ以上事件の事を知ろうとはしなかったため、誘拐の目的は今でも謎のままである。首を横に振ふるすすめ。

　すると和人は、数秒何かをためらった後、手を伸ばしながらすすめに近づいていった。その気配を感じ、何かされるのかと身をすくめるすすめ。

　だが和かず人との手は、すすめの目め隠かくしを外しただけだった。

　おそるおそる目を開き、犯はん人にんの顔を見るすすめ。

　和人は実じつ際さいには四〇代なのだが、疲つかれ果てたような瘦やせこけた顔は五〇代から六〇代くらいにも見える。だが、異い様ような執しゆう念ねんにぎらぎらと燃もえるその瞳ひとみだけは、圧あつ倒とうされるような力強さをすすめに感じさせた。

「今いま更さら、顔を見られたって関係ない。どうせ俺が犯はん人にんだって事はすぐにばれる」

　言いながら、和人はすすめの前に数すう枚まいの紙の束を突つきつけた。

「ばれたっていい。また捕つかまって刑けい務む所しよに入ったって、俺はいいんだ。ただ……娘むすめさえ戻もどってくれば、それでいいんだ……！」

　娘？　和人の言っている事がすすめにはさっぱり分からない。仕方なく目の前の紙に目を通す。一番上にあるのは、新聞記事のスクラップのようだ。





　【診しん療りよう所じよで火事　焼け跡あとから六遺い体たい】




　×日未明、豊とよ野の重え町の個人診療所で火事があり、焼け跡から六人の遺体が見つかった。

　警けい察さつによると、この診療所の院長、研けん修しゆう医い、事じ務む員いん、及および入院児童三人と連れん絡らくが取れていないという事で、確認を急いでいる。

　出火の原げん因いんについては現げん在ざい調ちよう査さ中ちゆうだが、火は診療所内に一時保ほ管かんされていた大量の医療用エタノールに引火して爆ばく発はつ的てきな燃ねん焼しようを引き起こしたと考えられており、遺体の損そん傷しようが酷ひどく確認は困こん難なんを極める事が予よ測そくされるという。




　×日、警察は先日起きた診療所の火事で焼け跡から発見された六人の遺体について、全員の身元が確認されたと発表した。

　遺体は診療所の院長（56）、男性研修医（24）、女性事務員（22）、入院男児（８）、入院男児（７）、入院女児（５）の六人。遺体は近日中に遺族へ引き渡わたされるとの事。




　×日、警察は先月起きた診療所の火事で焼け跡から発見された六人の遺体について、遺族への引き渡しが全員分完かん了りようしたと発表した。






　目を見み張はるすすめ。

　それは、すすめ自身がかつて何度も何度も読み返した記事だった。

「お前もまさか忘わすれてないだろう。四年前の、十と枝えだ診療所の火事だ。あの火事で六人の人間が死んだ。その中に、俺の娘もいたんだ」

　焼け跡あとから発見された遺い体たいの内、女性は二名。二二歳さいの女性事務員と五歳の入院女児。どっちの父親なのだろうとすすめは思う。

　和人が紙の束をめくり、次の紙を見せる。それを見てすすめは答えを知った。





　【十と枝えだ診しん療りよう所じよ　医い療りよう従じゆう業ぎよう者しや名めい簿ぼ】




　院長　　田た辺なべ康やす明あき　　男　56歳　常じよう勤きん

　研修医　瑞みず平ひらおしえ　男　24歳　非常勤

　事務員　江え野の沢ざわ和かず美み　女　22歳　パート






　その中にある名前の一つを指差して、和かず人とがすすめに問う。

「研修医、瑞平おしえ。これはお前の兄だな？」

　震ふるえながら頷うなずくすすめ。三年前の誘ゆう拐かい事じ件けんの真相が、少しずつ見えてきたのだ。

　和人はもう一つの名前を指差し、言う。

「事務員、江野沢和美……これが、俺の娘むすめだ」

　四年前。自分の兄を含ふくむ六人の人間が、診療所で焼死したとされる事件。

　その六人の中に、自分を誘拐した犯人の娘がいた。

　先さき程ほどの、娘さえ戻もどってくれば、という犯人の言葉。

　そして──

　火事の後、すすめが親から「絶ぜつ対たいに誰だれにも言うな」と知らされた、とある事実。

「警けい察さつから返ってきた娘は、納のう体たい袋ぶくろとかいうのに入れられていた。損そん傷しようが酷ひどいから見ない方がいいと言われた。けど、一目も見ずに娘と別れる事なんかできるはずがない。俺は納体袋を開けて、その中にある真っ黒な墨すみの塊かたまりを見た」

　和人の言葉がだんだんと熱を持っていくのがすすめにも分かる。紙の束を持つ和人の手は、いつの間にかぶるぶると震えていた。

　次に和人が言う台詞せりふが、なぜだかすすめには分かった。

「あれは、俺の娘じゃない」




　　　　　○




「どういう事だ……？」

　タクシーの中、直人からの説明を聞きながら、論ろんが眉み間けんにしわを寄よせている。

「父親だから、分かったのかな……とにかく父さんは、一目見てその焼死体が姉ちゃんじゃないって言った。それから、仕事もせずに何かを調べ始めたんだ」

　直なお人とはクリアファイルから次の写真を取り出して論ろんに渡わたす。大きく引き伸のばされた、書類の内ない容ようを写した写真だ。

　新聞記事、診しん療りよう所じよの従じゆう業ぎよう者しや名めい簿ぼときて、今度は手書きの手紙だった。





　【匿とく名めいの手紙】




　さる×月×日、Ｏ大学医学部より、二〇代女性の篤とく志し献けん体たいが一体、とよのえ病院へ極ごく秘ひ裏りに搬はん送そうされし旨むね、貴き殿でんにお伝えしたく候そうろう。かかる事実の意味せしむるところ、貴殿におかれては了りようせられしものと信じ、腐くさりある内ない腑ふを浄せんがための一刀たらんと筆ふでを執とるもの也なり。


輝かが智ち何なに某がし








「診療所で火事が起きる数日前に、とよのえ病院に二〇代女性の献体……あ、献体って分かるか？　つまり、解かい剖ぼう用ように提てい供きようされた死体の事だ。それが運ばれてる。この手紙にはしっかりした証しよう拠こもついてて、多分輝智財ざい閥ばつからの内部告発だって父さんは言ってた。それで、この献体が姉ちゃんとして返ってきた遺い体たいなんじゃないかって……」

「……妄もう想そうじゃないの？」

「俺も、最初はそう思ってたんだけど……」

　結ゆえ瑠るの冷たい突つっ込こみに、直人は次の写真を取り出す。





　【医療法人　生き峰ほう会かいとよのえ病院　沿えん革かく】




　明治一八年、創そう始し者しやである田た辺なべ佐さ一いち郎ろうが生き峰ほう堂どうと号し当法人を創業

　昭和二五年、田辺病院開設

　昭和三九年、医療法人　生峰会に改組する

　平成二三年、新しん築ちく移い転てん　名めい称しようを『生峰会とよのえ病院』に変へん更こう






「創始者の名前を見てくれ。田辺佐一郎、ってなってるだろ。で、十と枝えだ診療所の院長の名前が田た辺なべ康やす明あき……親しん戚せきなんだよ。ついでにその田辺家、例の輝智財閥の一員でもある……つまり、瑞みず平ひらさんの家とも親戚なんだ」

　一つ、また一つと、偶ぐう然ぜんにしか見えなかった事こと柄がらが重なっていく。偶然は三度重なれば必然だと言ったのは誰だれだったか、そんな事を考える論。

「……あの～お客さん……さっきからなんか、物ぶつ騒そうなお話ししてますけど……」

　直人の言葉が止まり、車内に沈ちん黙もくが下りたところで、おそるおそるといった感じで運転手が口を挟はさんだ。実じつ在ざいの事件や名前を挙あげている以上、気になるのは当然だろう。

　そこへすかさず、結ゆえ瑠るがフォローを入れる。

「びっくりしました？　私達、演えん劇げき部ぶなんですよ。これ、今度やるお芝しば居いの台詞せりふです。もちろん実じつ在ざいの名前は後で変えるつもりですけど」

「あ、なんだ、そうだったんですか！　いや～、皆みなさんいい演えん技ぎしますねぇ！」

「ふふ、ありがとうございます。もうちょっと練習しててもいいですか？」

「どうぞどうぞ！　私も続きが気になりますわ」

「ありがとうございます。さ、続けて」

　立て板に水を流すように、まさに自然な演技ですらすらと言ってのける結瑠。直なお人との話を聞く傍かたわら、運転手をごまかす事も一いつ緒しよに考えていたのだ。頼たよりになるやつだ、と論ろんは感心する。

「えーと……だ、だから、もしそうだとしたら、本物の姉ちゃんはどうなったのか、焼け死んだ他の五人はどうなのか、って事になるだろ？　それを調べるために父さんは探たん偵ていを雇やとったみたいで、その調ちよう査さ報ほう告こく書しよが……」

　次の写真を取り出す直人。論と結瑠はそれを見ながら直人の話を聞き、時とき折おり口を挟はさんでいる。

　そんな中、晴はる希きだけは腕うでを組んで口を引き結び、一言も喋しやべろうとしなかった。

　事じ件けんの背はい景けいに何があろうと関係ない。どうせ自分は頭が悪いのだから、考えるのは論と結瑠に任まかせる。自分はすすめを助けるだけだ。

　頭の中で、それだけを考えていた。
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「他の五人はどうなったのか……その答えが、これだ」

　和かず人とが再ふたたび紙をめくる。それが最後の一枚まいだった。





　【調査報告書】




　ご依い頼らいの三件に関しまして、いずれも事件の数日前に大きな額がくの借金を全額返へん済さいしているという事実が確かく認にんできました。詳しよう細さいな調査結果は別紙をご参照ください。なお、返済金の出で所どころに関しては三件とも不明ですが、調査は可か能のうかと思われます。

　これ以上の調査をお望みであれば、一週間以内にお手続き頂いただければ追加の必ひつ要よう経けい費ひ及および調査費用のみで継けい続ぞく案あん件けんとしてお請うけしますので大変お得です。

　一週間を過すぎますと新しん規きの案件となり、別途依頼料金が発生しますのでご注意ください。






「探偵に、焼死した三人の子供の家庭を調べてもらった。そうしたらその三件全部が、火事の数日前に大きな借金を返済していた。いいか、火事の後じゃない、火事の前だぞ。こいつらはいったいどこからそんな金を受け取っていたと思う？」

　すすめには答えられない。涙なみだ目めになりながら首を横に振ふる。

「十と枝えだ診しん療りよう所じよの院長からだ！　そいつらは借金を返すために自分の子供を院長に売ったんだ！　子供の臓ぞう器きは高く売れる。生きた子供ならなおさらだ。院長は火事を装よそおってその子供達が全員死んだ事にして、五体満足なままでまたどこかに売る……これは、人身売買だ！」

　興こう奮ふんで大声を上げすぎた事に気付き、和かず人とは口を閉とじる。カーテンの隙すき間まから外の様子を窺うかがい、何も問題なさそうなのを確かく認にんすると、声のトーンを落として続ける。

「警けい察さつも消防も、裁さい判ばん所しよでさえ輝かが智ち財ざい閥ばつの息が掛かかってる。火事現場に死体がなかった事なんていくらでもごまかすだろう。だいたい、被ひ害がい者しやの遺い族ぞくがそもそも共きよう犯はんなんだからさらにどうとでもなる……だけどな、唯ゆい一いつ共犯じゃなかったのが、俺だ。俺の娘むすめだ」

　赤く血走っている和人の目が、その時だけ、優やさしい眼まな差ざしに戻もどる。

「優しくて賢かしこい子だ、きっと人身売買の事に気付いて、子供達を助けようとして、一いつ緒しよに焼け死んだ事にされたんだ。だから娘の死体だけは必要だった。うちに返すためにな。それで用意されたのが、とよのえ病院の献けん体たいだ。用意された献体がそれだけだったのが、お前の兄も生きていて、共犯だって証しよう拠こなんだよ」

　すすめは何も答えない。答えられない。口がきけないから、そして、絶ぜつ対たいに言うなと言われているから。

「でもな……和かず美みのための偽にせの死体が用意されたって事は、それは和美が生きてるって証拠でもある。和美は生きてる。それで、三人の子供と同じように、売られたんだ。だから……たとえどんな酷ひどい目に遭あってても、和美は今でもどこかで生きてる！　絶対に！」

　和人の両目から涙なみだが零こぼれ落ち、それにつられるように、すすめも泣いた。

　言いたい。自分の知っている事を、全て言ってしまいたい。なのに、言葉が出てこない。

「……もう、分かっただろう。自分が誘ゆう拐かいされた理由が」

　泣きながら、すすめは頷うなずく。

「お前と引き換かえに、娘を帰してもらう。それだけでいいんだ」

　金もいらない。すすめに危害を加えるつもりもない。逮たい捕ほされてもいい。死し刑けいになったっていい。ただ、娘を帰してほしい。和人の願いは、本当にそれだけだった。

「これから、お前の家に連れん絡らくして、要求を伝える……ただその前に、一つだけはっきりさせておきたい事がある」

　言って和人はすすめの前で膝ひざを突つき、すすめと目線を合わせて。

「三年前……あのレストランでの出来事は、いったい何だったんだ？」

　和人がそう聞いたちょうどその時。

　インターホンの音が、部屋の中に響ひびいた。

「誰だれだ……？」

　慌あわてて立ち上がる和かず人と。足音を立てないようにそろりそろりと、玄げん関かんの方へ近づく。

『おーい、父さーん？　帰ってないのー？』

　どんどん、と戸を叩たたく音と共に、直なお人との声が聞こえた。胸むねを撫なで下ろす和人。

　すすめを再ふたたび誘ゆう拐かいする計画は、直人に話していない。しかし姉を取り戻もどすため、直人はきっと三年前のように協力してくれるはずだ……そう安心して、扉とびらの鍵かぎを開ける。

　扉が開くと同時に、真っ先に飛び込んできたのは晴はる希きだった。

　一いつ瞬しゆんで和人との間合いを詰つめ、声もなく正せい拳けん突づきを鳩尾みぞおちに叩き込む。

「ぐぇっ……」

　和人が声をあげる前に、続く前まえ蹴げりでその体を部屋の奥おくへと蹴けり倒たおす。すすめのいるリビングへ背せ中なかから倒れ込む和人。それを追った晴希は、反対側にすすめがいる事に気付かず和人に馬乗りになり、首に手をかけた。

「ぐっ、お前……」

「余よ計けいな口きくな。殺すぞ」

　本物の殺意を宿した晴希の瞳ひとみに、和人も思わず口をつぐむ。

「晴希、落ち着きなさい」

　続いて入ってきた結ゆえ瑠るが、冷たい声で、しかし優やさしく晴希の肩かたを抱だく。晴希の荒あらい息と手の震ふるえが、少しずつ収おさまっていく。

　次に入ってきたのは論ろん。まずは部屋を見回し、そして。

「瑞みず平ひら。無事か？」

　ソファの上で呆ぼう然ぜんとこちらを見ている、すすめの姿すがたを見つけた。

「すすめ……？」

　論の声に反はん応のうし、晴希も顔を上げる。そこに傷きず一つないすすめの顔を見つけて、晴希は安あん堵どに泣き出しそうになりながら微笑ほほえんだ。

　その瞬間、和人が晴希の体を思い切り押おしのけた。

「あっ……」

　結瑠と一いつ緒しよに倒れる晴希。互たがいの体が邪じや魔まになり、上う手まく起き上がれない。

　その隙すきに和人は、すすめを人ひと質じちに取ろうとして駆かけ寄よる。論も動こうとするが、それよりも早く直人が飛び出した。

「父さん！　俺も手伝う！」

　あろう事か、そう言いながら和人の方へ駆け寄る直人。和人はやはり息子が味方だったと知り、狂きよう気き染じみた安堵の表情を浮うかべる。

「よし、こい直人！　その女を人質にするんだ！」

　言われるがままにすすめに近づく直人。

　そして直人は、右手で父の手を摑つかみ。

「瑞みず平ひらさん、ごめん！」

　その指先を、すすめの頰ほおに触ふれさせた。

　瞬しゆん間かん、和かず人とと直なお人との体は意い識しきを失い、どさりと床ゆかに倒たおれた。

　同時にすすめも意識を失って、ソファに倒れ込こむ。

　二人が完全に気き絶ぜつしている事を確かく認にんする論ろん。立ち上がった結ゆえ瑠ると晴はる希きも近づいてきて、すすめの手足を拘こう束そくする縄なわを解ほどきはじめた。縄の下には当て布がしてあって、手首や足首に縄の跡あとは残っていない。

　念のためにその縄で和人の手足を縛しばると、論と結瑠は顔を見合わせて頷うなずいた。

「さて……行くか、結瑠」

「そうね」

　車の音に気付かれないよう家から一〇〇メートルほど遠くでタクシーを降おりた四人は、家までの短い道中で打ち合わせを済すませていた。もし和人が暴あばれるようなら、直人が味方の振りをしてすすめに触れさせ【空間エリア】に引きずり込むと。

　そして論と結瑠も【空間】に入り、そこで事じ件けんを終わらせると。

「……なぁ、やっぱりあたしも行っちゃだめか？」

　すすめに寄より添そい、泣き出しそうな声で晴はる希きが言う。

「……さっきも結けつ構こう騒さわがしくしたから、隣となりの家の人とかが気付いて様子を見にくるかもしれない。誰だれか一人残って、そういう事じ態たいに備そなえた方がいい」

「結瑠が残ってくれないか？　あたし、何もせずに待ってるなんて……」

「中に入れば【状況シチユエーシヨン】の出題があるわ。なるべく早く【解明クリア】して出てきた方がいい。そのためには、私と論が入る方がいいでしょ？」

「でも、二人はまだウミガメの経けい験けんが少ないし、あたしじゃないと分からない事もあるはずだよ。ウミガメの事、全部教えたわけじゃないし……」

「それは、まぁ……」

　反論の言葉も尽つき、黙だまり込む論と結瑠。

　もちろん、気持ちは分かるのだ。この中で誰よりもすすめの事を想っているのは晴希だ。その晴希に、全てが終わるまでただ待っていろなどと、あまりにも酷こくな事だと。

　考えた末、論は窓まどに近づいてカーテンの隙すき間まから外の様子を窺うかがう。続いて玄げん関かんの外にも誰の気配もない事を確認すると、すすめの前へ戻もどってきて、晴希に一つ頷いた。

「分かった。晴希も行こう」

　論の決けつ断だんは早かった。

「……いいのか？」

「ああ。これはもともと、瑞平と晴希の事件だ。だったら、それを解決するのに晴希だけ仲間外れなんて、やっぱりおかしいよな」

「論ろん……！」

　瞳ひとみを潤うるませながら、晴はる希きが論の手を握にぎる。結ゆえ瑠るの眉まゆがぴくりと動くが、結局それを咎とがめる事はしなかった。

「……なら、善は急げね」

「……うんっ、そうだな！」

　乱らん暴ぼうに目元をこすり、晴希が結瑠に強く頷うなずく。

　ソファに横たわるすすめの前に、論が跪ひざまずく。それに倣ならい、結瑠と晴希も論の両側に膝ひざをつく。

「さあ。瑞みず平ひらを助けに行こう」

　そして三人は、横たわるすすめの頰ほおにそっと触ふれた。
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　闇やみの世界にそびえる巨きよ大だいな壁かべの前で、六つの人ひと影かげが対たい峙じしている。

　一つは江え野の沢ざわ和かず人と。いなくなった娘むすめを取り返すために、すすめを誘ゆう拐かいした犯はん人にん。

　一つは江野沢直なお人と。誘拐に協力した事を後こう悔かいしてすすめを守ろうとした、犯人の息子。

　一つは来くる栖す晴希。すすめと共に誘拐され、それ以来すすめを守り続けている少女。

　一つは出で嶋しま結瑠。ふとした事から事件に巻まき込まれた、幼おさな馴な染じみを愛する少女。

　一つは鳩はとノの巣す論。幼い頃ころの事じ故こが原げん因いんで、愛という感情を失った少年。

　そして一つは、仮か面めんの天使、ウミエル。

　いつもなら【空間エリア】に入ればすぐに魔ま法ほうの杖つえを振ふり回しながら問題を出してくるのだが、今は笑みも浮かべずにただ突つっ立っている。流石さすがに空気を読んでいるのか。

「……信じられるわけがない」

　論達からこの【空間】の事を聞かされた和人は、当然ながら信じようとしなかった。

「信じようと信じまいと、俺達が今ここにいる事は事実です」

「それに父さん、三年前も同じ事があったの、覚えてるだろ」

　論の言う事も直人の言う事も、反はん論ろんしようのない事実だった。

「だったら……また三年前のような事になるのか!?　ふざけるな！　早くここから出せ！　聞いてるのか!?　俺は今度こそ娘を取り返すんだ！」

　大声でわめき始めた和人に、晴希が憎にくらしげに顔を歪ゆがめる。ここが現げん実じつ世せ界かいであればすぐにでも殴なぐっていただろう。だが、この【空間】内では人に触れる事ができない。

　その代わりに、とでも言うように、言葉で和人を殴りつけたのは。

「ほたえなやぁっ！　こないな事になっとるん、全部あんたのせいやろが！」

　突とつ然ぜん関かん西さい弁べんで怒おこり出した結瑠に、和人も直人も目を丸くして驚おどろいた。

　関西弁を使った事で多少落ち着いた結瑠は、再ふたたび冷たさをまとって続ける。

「……三年前に誘ゆう拐かいされてからずっと、瑞みず平ひらさんは言葉が喋しやべれないのよ」

　結ゆえ瑠るの言葉に、和かず人とが驚おどろいたように顔を上げた。

「喋ったら殺す。そう脅おどされて、こんな風に自由に喋れる空間を作り出したのよ。そしてそれを今でも守ってるのね。どんな気分？　楽しい？　嬉うれしい？」

　ひどく冷たい結瑠の視し線せんが和人に突つき刺ささる。結瑠は単たん純じゆんに怒おこっていた。事じ件けんの事とは関係なく、すすめが三年間もずっとそんな状じよう態たいでいる原げん因いんを作り出した相手に。そうとも知らず好き勝手にわめき散らした和人に。

　そして、今何なに気げなく結瑠が口にした説と、論ろんも同じ事を考えていた。

「……この【空間エリア】はおそらく、瑞平の恐きよう怖ふが生み出したものだ」

　何の根こん拠きよもないその仮か説せつを、しかし論は不思議な確かく信しんを持って語る。

「ウミガメのスープは人との対話で成り立つゲームだ。そのゲームがあれだけ好きなんだから、瑞平はもともと喋る事が好きだったはずだ。それが、目め隠かくしをされて縛しばられて、喋れば殺すと脅されて……相当な恐怖とストレスだっただろう」

　和人はウミガメのスープというゲームを知らない。だが、それは何だと聞く事なく、大人おとなしく論の話に耳を傾かたむけている。

「それが、そこにいる天使を引き寄よせたんじゃないか？　そしてこんな、人に触さわれない世界を生み出した。いくら喋っても危き害がいを加えられない世界。自由に喋る事のできる世界。この世界でウミガメのスープをする事で、瑞平は現げん実じつの恐怖から自分を守ったんだ」

　この【空間】は、喋れば殺されるというすすめの絶ぜつ望ぼうの心象風景だ。そんな風に考えるのが荒こう唐とう無む稽けいな事だとは、論には思えなかった。

「異い常じような事を言ってる自覚はある。けど、この異常な【空間】は実じつ際さいに存そん在ざいするんだ。なら、何か異常な理由があるはずだ。その理由が、誘拐された事と無関係なはずがない」

　これは遠回しな、論から和人への非ひ難なんだった。

　論の言う事を全て受け入れたわけではない。それでも、まさかすすめが喋れなくなっていたなどと思ってもみなかった和人はその表情に強い悔かい悟ごの色を見せる。和人にしても、すすめには何の罪つみもない事など分かっているのだ。

　だが、心はそうはいかなかった。

「……瑞平すすめの兄が、院長とグルになってうちの娘むすめをどこかへやったんだ！　俺は娘を助けないといけないんだ！」

　四年前に起きた、診しん療りよう所じよの火事。その事件の裏うらで起きていた事について、論達は直なお人とから全てを聞いた。なので、和人の心情も分からないわけではない。

　しかし。

「それ、なんだけど……」

　直人が一歩前に出た。

「それ、違ちがうのかもしれない……」

「な……」

　共に身内を奪うばわれたはずの息子にまでそんな事を言われ、愕がく然ぜんとする和かず人と。

「直なお人と……お前まで、そんな事を言うのか……？　調べた資し料りようを、お前にも全部見せただろ？　どう考えても、あの診しん療りよう所じよの院長は人身売買に手を染そめていた」

「うん、それはそうだと思う。違うっていうのはそうじゃなくて……」

　直人は背せ中なかに手を回す。だがそこには何もない。父に見せなければならない物を持ってきていたのに、それが入ったカバンは【空間エリア】の外だった。

　だったら仕方がない。口で説明するしかない。なるべく信じてもらえるよう、直人は一つずつ順じゆん序じよ良く話す事にする。

「父さんが刑けい務む所しよにいる間、天てん井じよう裏うらに、ネズミが出てさ」

「……ネズミ……？」

「あんまりうるさくて眠ねむれないから、ネズミ避よけ買って、天井裏に置こうと思って上がったんだ。それで、どこに置こうかって場所を探さがしてたら……」

　あの時の驚おどろきを、直人は今でも覚えている。

「姉ちゃんの部屋の天井裏で、日記を見つけた」

　姉の部屋の押おし入いれにあった天井点てん検けん口ぐち。その脇わきにひっそりと、それは置かれていた。

「多分、姉ちゃんが隠かくしてたんだと思う。少しネズミにかじられてたけど、中は読めたよ」

「何が……何が書いてあったんだ？」

　もしかしたら、娘の行方ゆくえのヒントになるかもしれない。僅わずかな希望を滲にじませる和人。

「……姉ちゃんは、瑞みず平ひらさんのお兄さんと、恋こい人びと同士だったんだよ」

　瞬しゆん間かん、和人の怒いかりが爆ばく発はつした。

「そんなわけがあるかっ！　もしそうなら、和かず美みは騙だまされてたんだ！」

「落ち着けって！　大事なのはそこじゃない！」

　息子に一いつ喝かつされた事と、それよりも重要な事があるという言葉が、和人の怒りをかろうじて押しとどめる。

「日記は火事が起きる一週間前まで書かれてた。その少し前から、姉ちゃんは院長が人身売買をやってる事に気付いてたみたいだ。それを瑞平さんのお兄さんに相談しようか悩なやんでて、でも結局相そう談だんできなかったみたいだった」

　話が核かく心しんに触ふれてきた。やはり俺の考えは正しかったんだ、と和人は思う。娘の日記の内ない容ようは、全て和人の推すい理りを肯こう定ていし得るものだった。

　ただ。

「最後の日記に、一言だけ書いてあったんだ」

　ただ、その一言だけを除のぞいては。

「……『殺してしまった』、って」

　和かず人との眉み間けんにしわが寄よる。

　娘むすめの日記の最後、火事が起きる一週間前に書かれていたというその言葉。

　その意味が、和人には全く分からない。

「……どういう、意味だ？」

「俺にも分からない。でも……」

　直なお人とは、黙だまって二人のやり取りを聞いていた論ろんに視し線せんを向ける。

「あいつが、分かったって」

　そこで初めて和人は、そういえばこの子供達は誰だれなのだろう、という疑ぎ問もんを持った。

「……誰なんだ、君達は……？」

「息子さんと、瑞みず平ひらのクラスメイトの、鳩はとノの巣す論です。こっちは幼おさな馴な染じみの出で嶋しま結ゆえ瑠る」

　紹しよう介かいされても、結瑠は挨あい拶さつをしようとはしない。ただ冷たい目で、和人を睨にらんでいる。

「それとこっちは、来くる栖す晴はる希き……三年前、あなたが誘ゆう拐かいしたもう一人の女の子ですよ」

　驚きよう愕がくに目を見開く和人。結瑠が冷たい目なら、晴希は燃もえるような憎にくしみの目で和人を睨みつけている。その視線に負け、和人は目を逸そらす。

「あなたの推すい理りは、半分は……いや、ほとんど正しいと思う。でも、多分少しだけ違ちがう」

「……どう、違うんだ？」

　和人の目には最さい低てい限げんの冷静さが戻もどってきており、論の話を聞く気になっているようだ。

　論は何をどう話すかを頭の中で整理し、ゆっくりと話し始めた。




　　　　　○




「十と枝えだ診しん療りよう所じよの院長が人身売買に手を染そめていた事と、三人の入院児童の親が院長に子供を売った事。これは多分間違いない。あなたの娘さんがそれに気付いた事も、あなたの元に戻った遺い体たいがとよのえ病院の献けん体たいだった事も、正しいと思う」

　論の話を聞き、和人は困こん惑わくする。本当にほとんど自分の考えた通りじゃないか、と。

「だったら、いったい……」

「順番にいきましょう。まず、十枝診療所に三人の子供が入院する。事務員だった和かず美みさんが、それが売られてきた子供達だと気付く。和美さんはその事を恋こい人びとだった瑞平の兄、おしえさんに相そう談だんしようと悩なやむが、結局できない」

　江え野の沢ざわ和美と瑞平おしえ。論はそれらの名前をしっかりと記き憶おくしている。

「和美さんは多分、一人で院長に直じか談だん判ぱんしたんだ。でも院長は和美さんの話を聞き入れなかった。そこでどんな話し合いがあったかは分からない。最悪、院長は和美さんをその場で殺そうとしたのかもしれない。それで和美さんは……」

　論ろんが何を言おうとしているのか、和かず人ともなんとなく察する。

「思い余あまってか正せい当とう防ぼう衛えいでか……院長を、殺してしまったんじゃないかと思う」

　それが火事の一週間前、和かず美みの最後の日記に書かれていた出来事だと論ろんは考えた。

「和美さんはそうなって初めて、恋こい人びとのおしえさんに相そう談だんした。そしておしえさんは、和美さんも子供達も助けるための方法を考え、一週間で実行したんだ。輝かが智ち財ざい閥ばつの力を使って和美さんの代わりの献けん体たいを用意し、診しん療りよう所じよで火事を起こした。院長の死体は本物があるし、子供達は元々売られてきたんだから死体を返す必要がない。あとはおしえさんと和美さんが子供達と一いつ緒しよに姿すがたを隠かくせば、この人身売買は完全に消えてなくなる」

「輝智財閥が……和美の殺人を隠いん蔽ぺいするために動いたって言うのか？」

「というより、隠したかったのは財閥の中で人身売買なんて犯はん罪ざいが起きた事じゃないかと」

「それにしても……財閥の思おも惑わくとは別に、瑞みず平ひらおしえは和美のために動いたって言ってるんだろう？　そんな事をするやつがいるか？　恋人の殺人を隠かくすために？」

「一人の男に会うために、町に火をつけた女もいるんです。だったら、女のために診療所を燃もやす男だっていてもいいんじゃないですかね」

「……もしそれが本当だとしても、院長は人身売買に携たずさわる犯はん罪ざい者しやだ。輝智財閥の力を使うなら、和美の殺人を正当防衛にもできるだろうし、子供達は親元に帰せば……」

「子供を売った親の元に子供を帰して、いい結果になるとは思えません」

　それに対しては反論の言葉がなかったのだろう。和人は言葉を詰つまらせる。

「それに、ここから先は俺の完全な想そう像ぞうで、しかも小説で読んだ知ち識しきになるんですが……」

　論も、これから自分が言おうとしている事には何の根こん拠きよもないと分かっている。だが、要は和人さえ納なつ得とくさせてしまえばいいのだ。そのためには、多少大げさに言っておけばいい。

「日本国内に子供を売買するようなルートはなくて、日本で起きるそういった事じ件けんには、ほぼ確かく実じつに大陸の密みつ入にゆう国こくブローカーみたいなやつらが関わってくるらしいです。そういうやつらが、仲ちゆう介かい人にんが死んで取り引きが中止になった時、どんな行動に出るか……最悪、ターゲットの子供達を違ちがう方法でさらおうとするかもしれない。だから、火事で全員死んだ事にする方がよかった、とか……」

　話しながら、流石さすがにこれは自分の考えすぎかもしれない、と論は思う。しかしこの場で真相を確認する術すべはない。

（……いや）

　ふと、論は気付く。

　自分の考えが正しいとしたら、輝智財閥の人間がおしえに協力しているはずだ。言うまでもなく、瑞平も財ざい団だんの一部であるわけだし。

　ならば、おしえの親も、つまりすすめの親もその事を把は握あくしているのではないか？

　そして、兄がいったいどうなったのか、すすめにも教えているのではないか？

　論ろんは思い出す。いつかすすめが、私には兄がいると言っていた事を。

　兄が「いた」ではなく、兄が「いる」。確たしかにすすめはそう言っていた。

「もしかしたら、瑞みず平ひらが全てを知ってるかもしれないな……外に出たら聞いてみるか」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやいて先を続けようとする論を、晴はる希きが遮さえぎった。

「すすめが、全部知ってるのか……？」

「おそらく。知ってると思う」

「…………」

「……晴希？　どうしたんだ？」

　足元に視し線せんを落とし、激はげしく何かを迷まよっている様子の晴希。

　だが、ついに決心したように顔を上げ、晴希はある相手の目前まで早足で移い動どうする。

　その相手は、この場で今まで一言も言葉を発していない──仮か面めんの天使、ウミエル。

　晴希はウミエルに向かい、言った。

「ウミエル……お前、すすめじゃないのか？」

　論と結ゆえ瑠るが、流石さすがに呆あつ気けに取られた顔をした。

　無理もない。ウミエルとすすめでは、あまりにもキャラが違ちがいすぎる。

「晴希……それは、いくらなんでもないんじゃないか？　性せい格かくが違いすぎるだろ。それにウミエルはすすめより随ずい分ぶん背せが低いぞ？」

　論の意見に同意するように、結瑠もためらいがちに頷うなずく。だが、晴希は首を横に振ふる。

「論、さっき言ってたろ？　この【空間エリア】はすすめが誘ゆう拐かいされた時の恐きよう怖ふで生まれたって。その時すすめは一三歳さいだ。身長はこのくらいだったし、喋しやべれなくなる前のすすめは、ウミエルみたいに明るい子だったんだよ……」

　その言葉は、論に大きな衝しよう撃げきを与あたえた。

　瑞平すすめ。他色を跳はね除のける白を纏まとい、人と触ふれ合う事を拒きよ絶ぜつする少女。

　誘拐され、言葉を失い、声の代わりの合成音声で〈触さわらないでください〉〈話しかけないでください〉〈近ちか寄よらないでください〉と、愛される事を捨すてた少女。

　それが、本当はウミエルのような、お喋りが好きな明るい子だったのなら。

　誘拐された恐怖は、三年間の沈ちん黙もくは、他人を巻まき込こまないための奇き妙みような服ふく装そうは……いったいどれだけすすめを変えてしまったというのだろう。

　途と方ほうもなく冷たい風が自分の中を吹ふき抜ぬけるような感覚を、論は覚える。

「……ずっと、思ってたんだ。もしかしたら、ウミエルはすすめなんじゃないかって。でも、なんだか怖こわくて聞けなかった。聞いたら、ウミエルがすすめって事になって、現げん実じつのすすめはもう二度と喋れなくなるんじゃないか、って思って……」

　論と、結瑠と、晴希と、直なお人とと、和かず人と。

　全員の視線が、仮面の天使、ウミエルに注がれている。

　光の輪。純じゆん白ぱくのワンピース。なんでもできる魔ま法ほうの杖つえ。自由に飛べる翼つばさ。

　そして、まるで目め隠かくしのような、仮か面めん。

「ウミエル……お前、瑞みず平ひらなのか……？」

　天使は何も答えない。

「もし俺の考えが正しいなら……そしてお前が瑞平すすめなら……もしかしたらお前は、全ての答えを知ってるんじゃないか？」

　問われたウミエルは、かなりの間沈ちん黙もくを貫つらぬき、論ろんの視し線せんを無視し続ける。

　だが、徐じよ々じよにその口元が小さく震ふるえ始める。

　そしてついに、蚊かの鳴くような弱々しい声で、ぽつりと答えた。

〈……誰だれにも、言うなと……言われています……〉

　その答えは。

　取りも直さず、自分が瑞平すすめであると認みとめているも同然だった。

「そうか」

　まず最初に、そうだろうな、と納なつ得とくする論。こんな事、たとえ教えられていても固かたく口止めされているのは当たり前だ。

　そして次に、本当にウミエル＝瑞平すすめだったという事実を理り解かいする。

　不意に、論の中に久ひさしく感じた事がない、激はげしい怒いかりがこみ上げた。

　親からは「誰にも言ってはいけない」と。誘ゆう拐かい犯はんからは「喋しやべったら殺す」と。

　大人おとなからよってたかって命令され、現げん実じつで言葉を失くし、こんな世界を作り出して。

　仮面で、前まえ髪がみで顔を隠かくし、白を纏まとって他人を拒きよ絶ぜつして。

　そんな風に、愛される事を捨すてなければいけないような事を、この子は何もしてないだろ？

「瑞平」

　名前を呼びながら、論はすすめに歩み寄よる。

「もういいんだ」

　目の前まで歩いていって立ち止まり、囁ささやきかける。

「俺も晴はる希きも結ゆえ瑠るも、お前を助けに来たんだ」

　触さわれないと分かっていても、論はその頰ほおに手を伸のばす。

「もう、そんな目隠しは外していい。壁かべもぶっ壊こわして、喋りたい事を喋っていいんだ」

　気持ちだけは、その仮面に触れながら。

「分かるか？」

　おびえ続けるその心を解とき放ってやりたいと、心の底から思いながら。

「お前はもう、誘拐されてなんてないんだから」

　論のその言葉が。

　今もなお少女を監かん禁きんし続けている空間の扉とびらを、叩たたき壊した。




　　　　　○




　三年間、いや四年間。

　ずっとこの問題が解とかれるのを待ち続けて、ウミエルはすすめを守り続けてきた。

　この真っ暗な【空間エリア】の中で、誰だれかが遊びに来てくれるのを待ちながら、大事に大事に問題を抱かかえ続けてきた。

　その問題が解かれた喜びと、もう自分の役目は終わったのだという寂さびしさと。

　どっちの気持ちが大きいのだろう。分からない。

　ただ、ウミエルは、初めて論ろんに出会った時の事を思い出す。

　論が不ふ敵てきな笑みで自分に言い放った言葉が、今でも忘わすれられない。

　きっとあれが、この問題が解かれ始める最初の合図だった。




『その問題、解き尽つくしてやるよ』




　ああ、本当だね。

　本当に、解き尽くしてくれたんだね──




　　　　　○




　その時。

　ウミエルの仮か面めんの下から、一ひと筋すじの光が流れ。

　仮面に、いくつものひびが走り。

　そして、音を立てて。

　ウミエルの視し界かいを閉とざしていた仮面が、砕くだけ散った。

　その向こうから現あらわれたのは。

〈うっ……あぅっ……うあああ……！〉

　顔を歪ゆがめて、透とう明めいな涙なみだをぽろぽろと流す、ウミエルの顔。

　一三歳さいの、瑞みず平ひらすすめの素す顔がお。
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「質しつ問もんだ、瑞平。ＹＥＳかＮＯで答えてくれ」

　泣きながら、ぶんぶんと首を縦たてに振ふるすすめ。

「お前のお兄さんは、和かず美みさんと子供達を助けたんだよな？」

〈いっ……いえっ、いえす……！〉

　何度も何度も、すすめは首を縦に振る。

〈お兄ちゃんっ、はっ！　悪くないっ、ですっ！　恋こい人びとさんとっ、子供達とっ、一いつ緒しよに生きてますっ！　全部っ、大だい丈じよう夫ぶになったらっ、帰って、くるってっ！〉

　なんとか言い終えて、あとはただ大声で泣きじゃくる小さなすすめを前に、論ろんは思う。

　ああ、頭を撫なでてやりたい、と。

　その衝しよう動どうがなんという感情からくるものなのか、この時の論にはまだ気付けない。

　だが、衝動的に伸のばしたその手が、すすめの柔やわらかな髪かみに確たしかに触ふれた時。

　論の頰ほおを、一ひと筋すじの涙なみだが伝っていた。




　　　　　八




　論がすすめの頭を撫でたその瞬しゆん間かんから、この【空間エリア】内では普ふ通つうに人に触さわれるようになっていた。それはすなわち、危き害がいを加えられるかもしれないという恐きよう怖ふからすすめが解かい放ほうされたという証しよう拠こでもあった。

　晴はる希きは泣きながらすすめを抱だきしめ、泣き止んでからも一三歳さいのすすめがかわいいかわいいと離はなそうとしない。三年間自由に触れ合えなかった分を取り戻もどそうとしているかのようだ。いたずらにすすめの頰ほおをつんつんした結ゆえ瑠るは、晴希に指先を嚙かまれてしまった。

　落ち着いたすすめから語られた真実は、ほぼ論の考えた通りだった。

　十と枝えだ診しん療りよう所じよの院長は、とよのえ病院を運うん営えいする田た辺なべ家の中でも鼻はなつまみ者で、それで病院に入れてもらえず個こ人じんで診療所を立ち上げ、結果あのような犯はん罪ざいに手を染そめるようになった事。

　人身売買の背はい後ごにはやはり大陸の犯はん罪ざい者しや集しゆう団だんが関わっており、安全が確かく認にんできるまでおしえ達には身を隠させている事。

　おしえ達が生きている事がばれたらその集団がどんな手に出るか分からないので、万が一の事を考えて江え野の沢ざわ家にも真実が知らされなかった事。

　そして、今おしえ達は、絶ぜつ対たいに安全な場所で暮くらしているという事。

　話を聞き終えた和かず人とは、全ての力を失ったかのようにへたり込み、放心していた。

　ただ、もうすすめを誘ゆう拐かいしたりはしないと、それだけははっきりと約束した。

「──さて！　だったらあとは、とっととここを出るだけね！」

　空気を切り替かえるように、結ゆえ瑠るがぱんと手を叩たたいて立ち上がった。

「出るって……どうすればいいんだ？」

　直なお人とが聞く。そう言えば、直人は【状況シチユエーシヨン】を【解明クリア】しないままタイムアップを迎むかえたのだったか、と論ろんは思い出す。出る方法を知らないのも当然だ。

「ま、それは私達に任まかせて、あんたはお父さんの面めん倒どうでも見ててやんなさい」

「はぁ……」

　気になりつつも、憔しよう悴すいしきった様子の父を放ってもおけず、直人は和人の隣となりに腰こしを下ろす。

「さて瑞みず平ひら、もちろん今回も出題はあるんだろ？」

〈ぐすっ、ずびびっ……当然です！〉

　ぐしゃぐしゃになった顔をワンピースの裾すそで乱らん暴ぼうに拭ぬぐい（汚きたない、あとパンツが見えそうになった）、すすめは魔ま法ほうの杖つえを振ふりかぶろうとして。

〈……あの、晴はる希き？　そろそろ離はなしてくれません？〉

「やだ」

〈もぅ……甘あまえんぼですね〉

　苦笑しながら晴希の頭を撫なでるすすめ。だらしない笑顔の晴希。どちらが年下だか分かったものではない。

　それを見ていた結瑠が、対たい抗こうするかのように論に抱だきついた。

「結瑠？」

「やっぱり触さわれるっていいわね」

「……うん、いいな」

　論もすすめに倣ならって結瑠の頭を撫なでてやる。無む邪じや気きに微笑ほほえむ結瑠。さらに対抗するように、晴希が後ろからすすめを抱きしめる。

　ついに離してもらう事を諦あきらめたすすめは、やけくそ気ぎ味みな笑みを浮うかべ、晴希に抱きつかれたままで強引に魔法の杖を振った。

〈えーい、【状況シチユエーシヨン開始・スタート】！〉

　そして始まった【状況シチユエーシヨン】は、晴はる希きと直なお人と、和かず人との三人には覚えのあるものだった。

〈ここは海の見えるレストラン〉

　論ろん達三人のいる空間が、一いつ瞬しゆんでレストランに変わる。窓まどの外には崖がけが、その向こうには青く広がる水平線が見えている。

〈ある男が、メニューから『ウミガメのスープ』を注文しました〉

　テーブルに座すわっていた客が、ウェイターに注文をする。

〈男は出されたスープを一口飲み、シェフを呼よび、こう聞きました〉

　店の奥おくから現あらわれるシェフ。

〈「すみません、これは本当にウミガメのスープですか？」〉

　シェフが答える。

〈「はい……間ま違ちがいなく、ウミガメのスープでございます」〉

　一礼するシェフ。

〈男は勘かん定じようを済すませると、店を出て自殺しました〉

　そして男は、窓の外に見えている崖から、その向こうに広がる海へと身を躍おどらせた。

〈なぜでしょう？〉

　シーンエンド。

　本来ならば、ここからシンキングタイムが始まる。

　だが。

「これは……三年前の……」

「そうだ！　あの時も、男がなんで自殺したか当てろって！」

　和人と直人が色めき立つ。三年という月日を経へていても、忘わすれられる事ではなかった。

　この【状況】は、三年前に【空間エリア】が生まれた時の最初の問題だ。結局【解明クリア】される事のないままタイムアップを迎むかえ、それ以来中ちゆう断だんされていた【状況】。

「そうか……あたし達が最初の【状況】を【解明】できなかったから、すすめはずっと再さい開かいするのを待ってたんだな……」

　すすめを後ろから抱だきしめたまま、感かん慨がい深ぶかげに晴希が呟つぶやく。

　一方、この問題には論ろんと結ゆえ瑠るも心当たりがあった。

「なぁ、もしかしてこれが、一番有名な問題ってやつか？」

〈はい。水すい平へい思し考こう推すい理りゲームの原点、『ウミガメのスープを飲んで自殺した男』です〉

　色んな意味で始まりの問題なんだな、と論は思う。そう、色んな意味で。

「それ、晴希は答え知ってるんじゃないの？」

「うん。知ってる」

「なんだ、だったら私達の出番ないじゃない」

　肩かたを竦すくめる結ゆえ瑠る。やる気満々で入ってきた二人に悪いと思ったのか、晴はる希きが申もうし訳わけなそうに論ろんの顔色を窺うかがう。

　しかし論は、自分達の仕事はもう終わったのだと知っていた。

「気にするな。さっさと【解明クリア】してやれ」

「……うん。ありがとな」

　晴希が、後ろからそっとすすめの耳元に口を寄よせる。

「あの頃ころのあたしには分からなかったけど、今なら答えを知ってる。だから【解答アンサー】だよ、すすめ。待たせてごめんな」

　そのままひそひそと、この【状況シチユエーシヨン】の【解答】をすすめにだけ囁ささやく。その答えは論達には聞こえない。

〈……ＹＥＳ〉

　小さく微笑ほほえんで、すすめが答える。

〈皆みなさんは、この問題の答えをご存ぞん知じですか？〉

　みな一様に首を横に振ふる。この場で答えを知る者は、すすめと晴希だけだ。

〈分かりました。ではネタバレ防ぼう止しという事で、影かげ絵え劇げき場じようはやめておきますね。よかったら、外の世界でもう一度挑ちよう戦せんしてみてください〉

　そう言って、すすめは魔ま法ほうの杖つえをゆっくりと横に振った。

　作られた登場人物が、作られたスープが、作られたレストランが、作られた海が……作られた【状況】の全てが、霧きりのように散りながら消えていく。

　あとは闇やみの中、そびえる巨きよ大だいな壁かべの前に立つ、淡あわい光をまとう小さな天使。

　そして──

〈おめでとうございます！〉

　すすめの声と同時に、闇にそびえる巨大な壁に、音を立てて新たな亀き裂れつが走った。

　その亀裂は上下左右に細かい亀裂を増ふやしながら、長い壁をどこまでも横に走っていく。

　論と結瑠、晴希の三人が気付く。

　今まで見たよりも、新しく走る亀裂が明らかに多く、大きい。

「ねぇ、ちょっとこれ……」

「ああ、もしかして……」

　結瑠と晴希が顔を見合わせる。考えている事は同じだ。すなわち──

「壁が……崩くずれる……！」

　亀裂はどんどん大きくなっていき、闇の空間に壁のきしむ音が響ひびき始める。

　晴希が、すすめを抱だきしめる両手をそっと解ほどいた。

　この壁が壊れれば【空間エリア】は消えてなくなり、すすめはまた話せるようになる。何の根こん拠きよもないが、論も結瑠も晴希も、不思議とそれを疑うたがっていない。

　ただ、論ろんには一つ、気になる事があった。

「なあ……この壁かべが壊こわれたら、お前はどうなるんだ、ウミエル」

　瑞みず平ひら、ではなく。あえてその名で天使を呼よぶ論。

　ずっとこの闇やみの中に、たった独ひとりで三年間も誘ゆう拐かいされていた、一三歳さいの少女。

　やっとその仮か面めんを外してやれた。だが、この【空間エリア】が消えるなら、ウミエルという天使はどうなってしまうのだろう？

　すすめを守り続けてきた小さな守しゆ護ご天使は、その手に持った子供のおもちゃのような魔ま法ほうの杖つえを勢いきおいよく振ふり上げる。

「消えないよな？　お前は瑞平すすめなんだよな？　また会えるよな？」

　らしくもなく、すがるような声の論。今自分がどんな顔をしているのか、それを結ゆえ瑠るがどんな想いで見つめているのか、論は気付いていない。

〈私は瑞平すすめですよ。ちゃんと外で待ってます。だから、外で私の声を聞いてあげてくださいね。お願いします〉

　困こまったように微笑ほほえむウミエル。素す直なおに受け取っていいのか、論には分からなくなる。

　ああ、やっぱり瑞平は話せるようになるのか。よかった。でも……

　今目の前にいる、お前はどこに行くんだ？　瑞平に還かえるだけなのか？

　論の正体不明の不安を、心配ないよと吹ふき飛ばすように。

　ウミエルは、迷まよう事なく大声で叫さけんだ。




〈【状況シチユエーシヨン解明・クリア】！〉




　魔法の杖の先せん端たんから、白い雷光がほとばしる。

　真っ暗な視し界かいの中、鮮せん烈れつな光が乱みだれ舞まう。

　まるで、虹にじでできた鈴すずを打ち鳴らしたかのような色とりどりの音の洪こう水ずいと共に。

　闇の世界の天てん蓋がいと、すすめの言葉を封ふう印いんしていた巨きよ大だいな壁が、一いつ斉せいに砕くだけ散った。

　それはあまりにも荘そう厳ごんで、幻げん想そう的てきで、破は壊かい的てきで。

　そして、一つの世界が壊れゆく轟ごう音おんの中。

　論は確たしかに、その声を聞いた。




〈また、一いつ緒しよに遊んでくださいね……〉




　　　　　九




　最初に目を開けたのは、論だった。

　ソファに横たわるすすめの体。その周りに輪になって倒たおれている自分達。

　立ち上がり、すすめの顔を見る。

　まだ目を閉とじている。どうなったのか、まだ分からない。

　次に目を開けたのは、直なお人とと和かず人とだ。先さき程ほど起きた出来事の余よ韻いんから覚めやらぬまま、とりあえず和人の手足を縛しばっている縄なわを解とこうとし始める。

　その次に目を開けたのは、論ろんに寄より添そうようにして倒れていた結ゆえ瑠る。

　軽く頭を振ふり、論に気付き、その頰ほおに手を伸のばす。

「大だい丈じよう夫ぶか、結瑠」

「…………うん」

　論の頰に手を触ふれる。そこへ論が自分の手を重ねる。

「ねぇ、論…………」

　指先を絡からませ合いながら、結瑠が論に何かを言おうとした、その時。

「すすめっ！」

　飛び起きた晴はる希きが、まだ目覚めぬすすめの肩かたを小さく揺ゆすっていた。

　論も結瑠も手を離はなし、すすめに近づく。

　そしてじっと、すすめが目を開くのを待つ。

　それからほんの数秒後。

「すすめ……」

　晴希の腕うでの中で、すすめはゆっくりとまぶたを開いた。

「すすめ……大丈夫か？　分かるか？」

　晴希の問いに、すすめはこくんと小さく頷うなずく。言葉では返事をしない。

　不安そうな晴希。黙だまったままの結瑠。

　すすめはしばらく目を細めてぼんやりとした後、何かを思い出したように目を開いて、ゆっくりと辺りを見回し始める。

　その瞳ひとみが、論を見つけて止まった。

　そして。

　かすれて消えるように儚はかなく、それでも自みずからの口で、言葉で。




「……また、一いつ緒しよに、遊びましょう」




　自らの声で、すすめは確たしかに、そう言った。













　　　　　エピローグ







　五月中ちゆう旬じゆん。

　豊とよ野の重え高校は今まさに中間テストの真まっ最さい中ちゆうで、校こう舎しやは生徒達の悲ひ喜き交こも々ごもに彩いろどられている。

　登校中の通つう学がく路ろでも、飛び交うのはその話題だ。

「ねえ論ろん、帰りカラオケ行かない？」

「いいぞ。晴はる希きも行くか？」

「行くわけないだろ！　お前らは余よ裕ゆうかもしれないけど、あたしは本当にやばいんだぞ！」

　苛いら立だちの声を上げる晴希。もちろん論は分かっていてわざと誘さそったのだ。ちなみに論と結ゆえ瑠る、すすめの三人は今いま更さら慌あわててテスト勉強などしなくとも安定して好こう成せい績せきを取れる。

「胸むねが頭の栄えい養ようを吸すうって本当だったのねぇ」

「ああ、つまりお前の胸の栄養は頭に吸われたのか。かわいそうに」

「あ？　誰だれの胸が栄養失調だってのよアンタぁ……」

「なんだ？　やんのか？　さらにへこますぞコラ？」

「ぼちぼちやれよー」

　今となってはもう二人のいがみ合いに癒いやしを覚えるレベルにまで達しつつある論だった。

　やがて学校へ到とう着ちやくする。階かい段だんを登り廊ろう下かを進む。Ｃ組で結瑠と晴希が別れ、一番奥おくのＡ組へは論とすすめの二人で向かう。

　扉とびらを開けて、教室へ入る。

　生徒達の視し線せんが、論達の方へ……そのほとんどが、すすめへと向けられる。

　視線の束に気け圧おされたかのように、足を止めるすすめ。

　その背せ中なかを、ぽん、と論の手が押おす。

　すすめは一歩足を進め、そしてクラスメイト達に向かって。




「お……おは、よう、ございます」




　小さな声で挨あい拶さつをしてぺこりと頭を下げると、少し短くなった前まえ髪がみが揺ゆれた。

「おはよう瑞みず平ひらさん！」

　教室の奥の方から、元気な返事と同時にぱしゃりとカメラのシャッター音。

　直なお人とはいつも、すすめが自分から挨拶をするのを見守ってから真っ先に挨拶を返している。まだ完全に打ち解とけたとは言い難がたいすすめにとって、これは嬉うれしい応おう援えんだった。

　直なお人とに続くように、周りの生徒達から口々に挨あい拶さつの返事がくる。ねぇ瑞みず平ひらさん今日のテストさぁ、などと話しかける生徒もおり、良きかな良きかな、としみじみ頷うなずく論ろん。

　ぎこちなくもクラスメイトと会話するすすめの顔に、もうマスクはない。

　あれから、すすめは無事に声が出せるようになった。

　三年間使っていなかった声せい帯たいは退たい化かしきっており、最初は数秒喋しやべるだけで咳せき込こむくらいだった。昔のように喋れるようになるにはまだ時間を必要とするだろう。

　それでもすすめは、毎日の挨あい拶さつを欠かさずするようになった。今日はどれだけ喋れたなど、晴はる希きが嬉うれしそうに結ゆえ瑠るに報ほう告こくするのも微笑ほほえましい。

　晴希と結瑠は、相変わらず仲良く喧けん嘩かを続けている。やはりあの二人は相性が良すぎて仲が悪く見えるのかもしれない、と論は今でも思っている。

　直人はどうも、友情以上の好意をすすめに抱いだいているらしい。程てい度どは減へったものの、今でも積せつ極きよく的てきにすすめに近づいたり写真を撮とったりして、晴希に迎げい撃げきされている。結局、お調ちよう子し者ものなのは彼の素すだったようだ。

　すすめの意思を尊そん重ちようし、和かず人とによる二度目の誘ゆう拐かい事じ件けんは結局警けい察さつに通つう報ほうしていない。

　そこにはただ、娘むすめの事を想う父親がいただけだった……すすめはそう言って、誘拐事件など最初からなかったのだという事にした。

　結瑠と論の関係は、今でもあまり変わっていない。論は毎朝結瑠を起こしにいき、頰ほおや額ひたいに軽い口づけと、愛の言葉を交わす。

　ただ、結瑠は最近、論が少しずつ表情豊ゆたかになっているような気がして、それが何よりも嬉しい、と晴希に語っている。最近では論とすすめの距きよ離りが気になると、晴希と二人で警けい戒かいしているようだ。

　これは、先日の論とすすめの会話である。

「なぁ瑞みず平ひら」

　顔を向けて首を傾かしげるすすめ。まだ声を出さずに返事をする癖くせが抜ぬけきっていない。

「ウミエルって、一三歳さいのお前なんだよな？」

　こくんと頷うなずく。

「瑞平は……随ずい分ぶんとおてんばだったんだなぁ」

「…………」

　恥はずかしそうにうつむくすすめ。ウミエル＝瑞平すすめという等式は、今になって冷静に考えてみると別の意味で大きな衝しよう撃げきだった。

「ウミガメの天使、ウミエル。あれもお前のセンスなんだよな？」

「…………」

「ワンピースとか、魔ま法ほうの杖つえとか……瑞平にとっての天使はああいう格かつ好こうなんだな」

「…………」

　論ろんに言われる度たびに、すすめの頭が下がっていく。

「なぁ、もう一回自じ己こ紹しよう介かいしてみてくれよ。なんだっけあれ、確たしか……『私はこの【空間エリア】の支し配はい者しや、ウミガメの天使』……」

　ぺしん。

　頰ほおを赤く膨ふくらませたすすめが、下から論を睨にらみながら、その腕うでを叩たたいた。
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　その日すすめは、手て袋ぶくろ越ごしではあっても、確たしかに自みずから論に触ふれたのだった。

　変わった事はもう一つある。

　テストが終わって放課後の事。論の前の席の男子生徒が、後ろを向いて論へと話しかける。

「論～。例のあれ、上う手まくいってるか～？」

「ああ。テストが終われば正式に認みとめられると思う」

「認められなければいいのに……」

「なんて事言うんだお前は」

「だってよー！　なんでバスケ部じゃないんだよー！」

　未み練れんたらたらな様子で男子生徒は叫さけぶ。

　つい先日、論は担たん任にんの教きよう師しに新しい同好会の設せつ立りつ願ねがいを提てい出しゆつしていた。

　同好会の名前は『ラテラル・クラブ』。

　活かつ動どう内ない容ようは、水すい平へい思し考こう推すい理りゲーム『ウミガメのスープ』を通じて柔じゆう軟なんな発想力を鍛きたえる事。

　会長、鳩はとノの巣す論ろん。副会長、瑞みず平ひらすすめ。会員、出で嶋しま結ゆえ瑠る、来くる栖す晴はる希き。

　論はこれまで、部活動に参加するという事に消極的だった。

　自分の中には愛がない。そのため人ひと並なみの情熱にも欠けている。こんな自分が部活動に入って、皆みなで一いつ緒しよに頑がん張ばったり楽しんだりする事ができるのか……それが不安だった。

　だが、ウミガメなら。そう思える事を見つけた。

　だが、こいつらとなら。そう思える相手ができた。

　そして、変わらなかった事もある。




　　　　　○




　もはや何なん枚まい目めか数えるのも忘わすれた扉とびらの前で、論はそれと対たい峙じする。




〈ようこそ！　【状況シチユエーシヨン空間・エリア】へ！〉




　闇やみの空間、そこにそびえる大きな城しろの中で、一三歳さいの小さな天使は満面の笑みを浮うかべた。

「ようこそじゃないだろ……いったい何枚あるんだこの扉……」

〈さぁ。三六五かける三枚くらい？〉

「馬ば鹿かかお前……」

「おい論、すすめを悪く言うと許ゆるさないぞ」

「ちょっとあんた、論を許さないと許さないわよ」

「お前に何を許される筋すじ合あいもねーよ」

「あ？」

「なんだ？」

「やめろ二人とも。俺のために争うな」

　人に触さわれるようになったこの【空間エリア】に、鋭するどい突つっ込こみの音が響ひびいた。




　あの後──

　もはや【空間】はなくなったのだと思っていた論達は、次の日の学校でいともあっさりまた【空間】に引きずり込まれ、驚おどろきの声すら出なかった。

　闇の中に壁かべはなかったが、代わりに大きな城しろが出しゆつ現げんしていた。その城じよう門もんの前で早すぎる再さい会かいを果たす事になったすすめ一三歳ことウミエルは、問い詰つめる一いつ行こうにこう答える。

〈この【空間】は、外の私が喋しやべれない代わりにここで喋るために生まれたんですよね。外の私は三年間ずっと喋れなかったわけですけど、私はここで三年分も喋ってません〉

「まさかお前……三年分の【状況シチユエーシヨン】を【解明クリア】しないと、この【空間】は消えない……とか、言うんじゃないだろうな……？」

〈そうなんじゃないんですか？　知りませんけど！　まあとりあず、このお城しろをぶっ壊こわす事から挑ちよう戦せんしてみましょうよ！　あ、ほらほらこの扉とびら、ひびが入ってますよ！〉

　──というわけで。

　マスクは外れたすすめだが、その頭は相変わらず白いフードで覆おおわれており、足には白いタイツ、両手には今まで通りの白しろ手て袋ぶくろがはまっている白ずくめなのだった。

　こうして論ろん達四人は『ラテラル・クラブ』の活動の傍かたわら、たまに鍵かぎをかけた部屋で【空間エリア】に入り、ウミガメの天使ウミエルの作ったスープを飲んでいる。

〈さ！　さ！　早く始めましょう！〉

　うずうずしているウミエルに、諦あきらめたように肩かたをすくめる論。結局のところ論だって、そこに問題があるのなら解とかずにはいられないのだ。

「それはいいけどな……少しは手ごたえのある問題にしろよ？　この前みたいに一分で終わるようなのは願い下げだぞ？」

〈あれは私も反はん省せいしました。お詫わびに、今日のは特とく製せい大おお鍋なべスープですよ！　さぁ、全部飲みきれますかね？〉

「ほぉ……上等だ。なら……」

　にやりと不ふ敵てきな笑みを浮かべる論。

「その問題、解き尽つくしてやるよ」

　互たがいに、相手にとって不足なし。

　小さな天使もまた獰どう猛もうに笑い、魔ま法ほうの杖つえを振ふり上げて。

　そして心の底から、楽しそうな声を上げる。




〈では──【状況シチユエーシヨン開始・スタート】！〉










　　　あとがき




　道に迷まよった男が、森の中で「ここはとあるレストラン」と書かれたレストランを見つけた。

　人気メニューらしいナポリタンを注文して食べてみると、変な味がする。

　苦情を言って作り直してもらうと、今度は普ふ通つうのナポリタンだった。

　それを食べて店を出た男は、しばらくして気付いた。

　ここはとあるレストラン……

　人気メニューは……ナポリタン……




　皆みな様さまこんにちは。乙おと野の四よ方も字じと申します。初めましての方もお久ひさしぶりの方も、本作品をお手に取ってくださって本当にありがとうございます！

　冒ぼう頭とうは、一時期ネットで流は行やった謎なぞの文章、『恐きよう怖ふのナポリタン』の要約です。

　数年前に自分がこの文章をたまたま見かけた時、これはいったいどういう意味なんだろう、と気になって答えを探さがしました。

　結局その時は明めい確かくな答えを見つけられなかったのですが、答えを探す過か程ていで、もう一つの謎の文章に出会いました。

『ある男が、とある海の見えるレストランで「ウミガメのスープ」を注文しました。』

　この一文から始まる、謎めいたシチュエーション。本作品を読んで初めて知った方も、元からご存ぞん知じだった方もおられるのではないでしょうか。

　当然ながらこれも気になります。自分は答えを探しました。

　そして今度は、その答えがいともあっさり見つかったのです。

　問題文からは想像もつかない、深いストーリー性を持ったその真相が。

　作中でも答えは伏ふせていますので、気になった方はぜひ探してみてください。すぐに見つかるはずです。そして、その真相に驚おどろいてください。作中では問題を少しだけアレンジしていますが、真相はまったく同じです。

　自分はそれがきっかけで『ウミガメのスープ』にすっかりハマってしまい、問題を出し合うためのネット上の某ぼう所しよに入り浸びたり、解かい答とう者しやとして参加するだけでは我が慢まんできず、やがて出題もするようになって……結果、今回の新作に繫つながりました。

　そんな事情がありますので、作中の問題をネット上で見かける事があるかもしれませんが、それは自分が過去に出題したものですのでご了承くださいませ。

　ともあれ、新作『ラテラル』、お届とどけいたしました。

　楽しんで頂いただけたでしょうか。この作品で、一人でも多くの人がウミガメのスープに興きよう味みを持ってくれたらいいなと思います。

　ここからは謝しや辞じを。

　まずは作中にてすすめが使用しているテキスト読み上げソフト『VOICEROID＋結ゆ月づきゆかり』の販はん売ばい会がい社しやであるAH-Software（株式会社ＡＨＳ）様。社名および製せい品ひん名めいの使し用よう許きよ可かを下さって本当にありがとうございます。携けい帯たい端たん末まつは実じつ在ざいしませんが、ＰＣ版ばんも素す晴ばらしく使いやすいソフトですので、皆みなさんもぜひ試してみてください。ゆかりさんかわいいよゆかりさん。

　次に、この作品を書き上げるにあたって大変お世話になった二人の作家さんへ。

　一人は『ノーゲーム・ノーライフ』の榎か宮みや祐ゆうさん。榎宮さんとの雑ざつ談だんはかなり刺し激げき的てきで、影えい響きようされすぎてはいけないと思いつつ、いつもインスピレーションを頂いただいております。

　作中に出てくるイエスノー枕まくらは榎宮さんのアイデアです。榎宮さんは冗じよう談だんっぽく言っておられましたが、ピンときた自分が「それマジで使っていいですか？」と聞くと、事もなく快かい諾だくしてくださいました。感かん謝しや。榎宮さん、本当に使いましたよ！

　もう一人は、同期デビューのエドワード・スミスさん、通つう称しようエディです。

　ラテラルの執しつ筆ぴつを始めた時、プロットが通ったはいいものの、実は「これは違ちがう。この作品はもっと面おも白しろくなるはずだ」とずっと悩なやんでおりました。

　それはちょうど電でん撃げきの忘ぼう年ねん会かいの時期で、三次会で近くに座すわっていたエディに相談してみたところ、彼は何なに気げなく「こんなのはどうだい？」とアイデアを聞かせてくれました。

　その時、自分は『ラテラル』という作品の全く違う姿すがたを見ました。

　東京から帰った自分は、再さい度どプロットを組み直し、全く違う資し料りようを読み、もう一度最初から書き始め……そうして半年以上もかけて生まれ変わったのが、本作品です。

　あの夜に生まれた一枚まいの走り書きのメモは今でもお守りです。たまたま近くにいらしたイラストレーターの新しん堂どうみやびさんにイラストを描いてもらったりしたので、お守りの上にさらにお宝です。エディとみやびさんに心よりの感謝を。

　続いて、今回イラストを引き受けてくださったおかだアンミツさん。キャラデザのラフを頂いた時点で、全ての苦労が報むくわれる思いでした。ニヤニヤが止まりませんでした。

　この後書きを書いている時点ではまだ完成品は見ていないのですが、そのラフを見ただけでも、おかださんが登場人物達を、ひいては作品そのものをずっと魅み力りよく的てきにしてくださると確かく信しんできました。おかださん、うちの子達をよろしくお願いします。

　最後に、担たん当とうさん、校こう閲えつさん、デザイナーさん他、この本の出しゆつ版ぱんに携たずさわってくださった全ての方々と、そしてこの本をお手に取ってくださった読者の皆様へ。

　本当にありがとうございます。次の本でお会いできますように。
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乙おと野の四よ方も字じ

大分県豊後大野市出身・在住。山奥で米や野菜を作りながら、たまに小説を書いています。
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イラスト／おかだアンミツ

漫画家とイラストレーター兼業のお絵描きさん。イケメンで運動神経抜群、しかも彼女持ちの論君。なんて羨ましい主人公なんだ……。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「乙野四方字先生」係

「おかだアンミツ先生」係











本書は書き下ろしです。
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ラテラル




～水すい平へい思し考こう推すい理りの天てん使し～
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